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附属 資料1

情報 システム開発サ イ クルのコン トロール

こ れ はRobertI.Benjamin著"Control・oftheInformation

SystemDevelopmentCycle"Wiley,1971を 全 訳 し た も の

で あ る 。
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ま え が き

この 本で は、 情報 シス テ ムの開 発 を管理 す る為 の概 念 的 な方法 論 を開発す

るこ と をね らって い る。 この方 法 論は、 情 報 シス テ ム の開 発 を 目指 して い る

大 企 業、政 府 機 関 あ る いは小 さ い なが ら独立 して シス テ ム開 発 を して い る組

織 体 な どの様 々な タイ プの組織 体 が、 そ の ニー ドに合 わせ て 容 易 に修 正 で き

る よ うにか な り一般 的 な レベ ル で述べ られ てい る。

この本 で は、 「システ ム開 発 サ イ クル とは何 か、 そ してそ れ をいか に管 理

した ら よい のか 」 とい うテ ー マだ け に しぼ る こ とに して、 この テー マの 中で

ある程 度は ふ れ る こ とに なるが そ れ だけ で も1冊 の本 を構 成 し うる よ うな、

計 画や 開発 さ れ る システ ムの 選 択 に関 す る評 価基 準 、 デ ー タベー ス の構 成 あ

るい はそ の よ うな問 題 とい った興 味 深 いテー マ は除外 す る こ と にす る。

この本 の 大 ま か な構 成 は次 の よ うに な って い る。

1.情 報 シス テ ムを開 発 す る場 合 の環 境 に 関す る問 題 の記述 。

2.シ ス テ ム開発 と新 製 品 開 発 の ような どこの組 織 に もあ る よ うな他 の開 発

問 題 と の関 連。

3.情 報 シス テ ムの 開発 サ イ クル を 管理す る時に基 本 とな る一 群 の原 則 の提

示。

4.開 発サ イク ルモ デル の開 発 。

5.開 発 サ イ ク ル を管 理す る為 の一群 の ス トラクチ ュァル ス タン ダー ド

(structualstandard)の 提 示。

こ の本 が 生 ま れ るま でに は た くさん の手 助 け が 必要 であ った。 私 の アイデ

ア を ま とめ、 本 に す る よ うに進 めて くれ たPaulStrassmann、 さ ま ざま

な助 言 を して くれ たDanTeichrowとGeorgeLangnas、 この本 の構成 と

一1一



操作 手 順 の 開発 に関 す る節 で の仕 事 を して くれ たMrs.FernMackour、 タ

イプ を して くれ たMiss.BarbabaSmithの 方 々に 感謝 して い る。 また長 い

間、 私 の ア イ デ アの多 くを生 み 出す こ とに協 力 して き た私 の助手 達 に も感謝

して い る。

RobertBenja【nin

ニ ュ ー ヨ ー ク に て

1970年11月
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序 文

コン ピュ_タ_技 術 の非 常 に急 速 な発 展 に よ って、 現 在 の シス テ ム開 発 部

門に大 きな圧 力 が か か って きて い る。 システ ム開発 部 門が、 そ の導 入が 要 求

されて い る大 規 模 で複 雑 な シ ステ ム に よる挑 戦 を受 け て立 つ 為 には、 自 ら基

本 的 な変 化 をせ ざ る を得 な くな って きてい る。

下 に、 コン ピュー ター技 術 の発 展 に よ って・ シス テ ム開発 担 当 の マ ネ ジ ャ

ーにな げ か け られ て い る問題 の 中の い くつ か を示 す。

1.ハ ー ドウェ ア と ソ フ トウ ェアの両面 で の お どろ くべ き技 術 的 な進 歩 に よ

って、経 済 的 に実 行 可 能 で あ る ア プ リケー シ ョ ンの数 が はげ し く増 加 して

きて い る。

2.プ ・ジ ェ ク トの ラ ィ フサ、イク ル の期 間が長 くな って きて い る。
ツ 　 へ

3.プ ・ジ ェ ク トの予算 は巨大 な もの にな っ て、 プ ロジ ェ ク トが 完全 に理 解

され ない うち に承 認 さ れ て い る。

4.導 入 に 成功 した シス テ ムが 多 くな るにつれ て・ 情 報 シス テム活 動 の固 定

費 が急 速 に上 が って きて い る。

5.シ ス テ ムの専 門 家 の不 足 が深 刻 にな って き てい るが、 解 決 の様 子 は み ら

れ ない 。

6.シ ス テ ム の ユ ーザ ー とそ の シス テ ムを作 り上 げ る技術 的 な専 門 家 との間

で は、 要 求 や問題 につ い て の意 味 の あ る連 絡 が ほ とん ど行 な われ て い な い。

7.開 発 プ ロセ ス の概 念 に つ い て は、 開 発 を担 当 して い る組織 の実 行 部 門 だ

けが今 ま で 経 験 して きた もの をお お ま かに理 解 して い るだ けで あ って、 ほ

とん どの コ ン ピ ュー ター の導入 に責 任 を も って い る管 理部 門 の マネ ジメ ン

＼ トに とって、 そ れは 関 係 の な い もの と思 われ て い る。ミ

ミ ＼ 、一、. へや』＼
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これ だけ の お どろ くべ き数 の障 害 が あ るに もか か わ らず、 シス テ ムマ ネ ジ

ャー の責任 とな りつ つ ある、 よ り規 模 が 大 き くて よ り複 雑 な シス テ ム開発 プ

ロジ ェク トに対 す る あ くな き要 求 に対 して、 コ ン ピュー ター革 命 が 対処 して

い くことを現 在 の 組織 体 を と りま く経 済 状態 は 要 求 してい る。 この困 難 な役

割 を果 たす為 には、この シス テ ム マ ネ ジ ャー は システ ム開発 プ ロセ ス を管理 す

るこ とを学 ば ざ るを得 ない。 彼 は、 プ ロゼス を管理 し、必 要 に応 じ てユ ー ザ

ー と技術 者 の両 者 に情報 を提 供 す る こ とが で きる よ うに、 この シス テ ム開 発

プ ロセス を理解 しやす く、 役 立 つ 活動 の レベ ルま で ブ レー クダ ウ ンす るべ き

であ る。

こ の本 で は、 シス テ ム マ ネ ジ ャー が効 果 的 に開 発 プ ロセス を管理 で きる よ

うに、 シ ス テ ム活 動 を構 造 化(モ デル と して)し て述 べ る こと にす る。最 初

に、 シス テ ム活動 に特 異 な問題 とと もに マ ネ ジ メ ン トの問題 の どん な解決 案

に も含 まれ てい る ようない くつ か の一 般 的 な原 則 にふれ る。2番 目に、 シス

テ ム開発 を行 な ってい るどん な組織 に も適 用 し うる シス テ ム開 発 プ ロセス の

モ デル を開発 す る。 最後 に、 シス テ ム開発 に あ た ってい る組織 内の要 員 をモ

デルの フレー ム ワー クの中 で行 動 させ る よ うなス トラクチ ュ ァ ルス タ ンダー

ド(あ るい は標準 手 順)に つ い てふれ る ことに す る。

こ の本 は3つ の ク ラスの読 者 に合 う ように書 かれ てい る。

Lコ ン ピ ュー ター シス テ ムの技術 的 な面 を し らない ユー ザー で、彼 が シス

テ ム開発 サ イクル の 中 に どの よ うに 参 加す れ ば よい のか 知 りた い と思 っ て

い る人 々。

2.多 くの場 合、 組織 の中 で も技術 的で は な い部 門 か ら来 て い るこ とが 多 い

シス テ ム開 発を担 当 す るマ ネ ジャー 。

3.シ ス テ ム開発 の 専 門的 な 分 野 で働 い て いて、 システ ム開発 プ ロセス全 体
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●

を もっ と よく理 解 した い と思 って い る技術 専 門 家 達。
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第1節 ス トラクチュアル ・ス タンタLド(structualstandard)の

概 念

システ ムの開 発 プ ロセ ス

この 文献 で 言 わん とす る ことは、 シス テ ム の開発 プ ロセス が存 在す る こと、

そ して シス テムの作 成 を成 功 させ る にはそ の開 発 プ ロセス を理 解 す る必要 が

ある と い う こ とで あ る。 システ ムの 開 発 プロセ ス とは どの よ うな もの なのだ

ろ うか?

第 一 に、 そ れ は、 い わば あ る種 の こ とが らを構 築す るこ とで あ る。 建物 を

建設 す る こ とは一 種 の 開発 プ ロセス の例 で あ る。

第 二 に、 わ れ われ が情 報 シス テ ム と呼 ん で い る ものは1つ の工 場 と して考

え られ るとい うこ とで ある。 い わ ば 、 ボ ー イ ング747の 開発 サ イク ルの プ

ロダ ク トが ボ ー イ ング747を つ くる工 場 シス テ ム を意味 してい る よ うに、

この情 報 シス テム工 場は 目に見 え る形 に描 き難 い もの であ る。 単 純 な 見 方 を

すれ ば、 情 報 あ るい は デー タ工場 とは そ の組織 の た めの計 算設 備 を収 容 して

い る場所 とい え よ う。 現実 に は、 特 定 の シス テ ムの た めの デー タ工場 とは イ

ンプ ッ トを投入 す る人間 、 そ れ を コン ピ ュー ターが受 け入 れ る形 式 に変 換す

る人間、 デー タの流 れ を コ ン トロー ルす る人 間、 個 々の地 点 間 の デー タ伝 送

を可 能 にす る コ ミ ュニ ケー シ ョ ン ・ネ ッ トワー ク、 計算設 備 とい った もの を

含む もので あ る。

コ ン ピュー ター を利 用 して い る組 織 の 中で も、一 般的 な 開発 プロセ ス に な

じん でい る程度 には 差が あ る。 一 方 の 極 に は、 新型 の飛 行 機や 自動 車 の開 発

に ビジ ネス が強 く方 向 づ け られ そい る飛 行機 や 自動車 の製 造 業 が あ る。 他 の

極 に は、 保 険会 社 、銀 行 とい った よ うな、 開 発 サ イクルに 関係 す る業 務 内容

に全 く適 応 して い な いサ ー ビス産 業 が存 在 す る。 こ の中間 に は、 新製 品 開 発
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に関 係 す る小 規 模 の グル ー プだ け が開 発 プ ロセ ス を理解 して い る よ うな 一群

のマ ー ケテ ィン グ指 向 の会 社 が ある。 これ らの 組織 では、 コ ン ピュー ターの

管理 責 任 は、 開 発 サ イ クル に な じんで い ない管 理 者 の 管理 下 に あ る こ とが 普

通で あ る。

ス トラ クチ ュア ル ・ス タン ダー ド

シス テ ム開 発 プ ロセス の業 務 にた ず さ わ ってい る人 々に、 あ るや り方に従

って手 順 を考 え だ させ た り、 個 々 の手 順 の な か で代 替案 を考え だ させた りす

る標 準 を定 義 す る こ とは、 シス テム開 発 プ ロセス を管 理す るため に用 い られ

る最 も重要 な 用具 の一 つ で ある。 われ われ は と の よ うな標 準 を"ス トラ クチ

ュア ル ・ス タ ンダー ド"と 呼 ぶ こ とに す る 。

まず い標準 故 に シス テ ムプ ロ ジ ェク トが 失敗 す る こ とは しば しば お こるも

の で あ り、 し か も標 準 の 内 容 と、 解決 すべ き内 容 を理 解 して い る人 々が ご く

限 られて い る こ とが そ ¢1よ うな結 果 を もた らす も ので ある。 例 え ば、 開発 プ

・セス 、 デ ー タ変換 、 プ ログ ラ ミング言語 につ い て標準 が 定義 され て きて い

る。 と こ ろが、 この よ うな標 準 の種 類 分 け をすSめ て ゆ くのに あ た り、 シス

テ ム部 門 の管理 者 が 開発 努 力結果 を 維持 し コ ン ト・一 ルす るた めに、 あま り

や る気 を起 こ していない彼 の部 下 た ちに 標準 を課 す た め の理 由 を見 出 しに くい

もので あ る。

一 般 に標 準 は それ らの 目的 に よって分 類 す る こ とが 出来 る。 例え ば 製 造工

場 の場 合 の、 パー ツの互換 性 を高 め るため の標 準 とい う意 味 での ネ ジの標 準

サ イズ は この種 の 標 準 の典 型 的 な 具体 例 で あ る。 一 方、 シス テ ムの場合 に は、

別 の計 算環 境(computationalenvironment)の も とでの プロ グ ラ ムの

互換 性 を促進 させ る よ うな プ ログ ラ ミ ン グ言語 や余裕 を もたせ る要 素 の選 択・
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あるい は、 ア プ リケー シ ョ ンの間 で の デ ー タの互 換 性 を促 進 さ せ るた め にデ

ータ ・ベー ス の記述 を コン トロー ルす る こ とな どが その典 型 的 な もの で ある
。

標準 が1つ 以上 の 目的 を もち うる とい う事 実 は そ の分 類 をや りに くくす る

ことに な る。 した が って、 プ ログ ラ ミ ング 言語 の 選 択は、互 換 性 に影 響 す る

のみ な らず シス テ ムの効 率 に も作用 を及 ぼ す。 標 準 を使用 す る うえで のい く

つ か の混 乱 は、 標 準 をつ くりだす 理 由 を調 べ るこ と で取 り除 くこ とが で きる。

表1-1に は、 標準 の4つ の存 在理 由 を あげ て それ らの間 に あ る関係 を、 一

般 的 な関係 とシス テ ムの面 で の 関係 に 分け て記述 してあ る。 これ ら4つ の標

準分類 の 範疇 をさ らに ひ ろげ て い くの に は も っと作 業 を積 み重 ね て い か ね ば

な らないで あろ う。 しか し、 ここに 示 す 範囲 だ け で もシス テ ム に関す る領 域

で標 準 を設 定 す る場 合 に多 くの混 乱 と抵 抗 が生 じ る理 由 を説 明 してい る もの

と信 じて い る。

そ の 標準 の個 々に つ い て 目的 を明確 に して い くだ けで も組織 で"標 準"の

売 り込 み を もっ と改 善 してい く こ とが可 能 に な るで あろ う。

標準 は、 そ れ らが 何 を達 成 しよ う と してい るのか とい う面 か らみ る こ とに

よって使 いや す く分 類 さ れ、 最善 の理 解 をえ る こ とが で き る。

表1-1を み る と、 他 の標 準 は、 何 事 か をお こ な うル ール あ るい は事 実が

起 きた後 で何 事 かが どの程度首 尾 よ くお こ なわ れ たか を測 定 す るルー ル を提

供す る のに対 し、 ス トラクチ ュ ア ル ・ス タン ダー ドは問題 を解 決 す るた め の

モ デ ルに従 って ゆ く手 続 き を記述 して い る も ので あ るこ とがわ か る。 表1-

1に あ たえ ち れ てい るス トラク チ ュァ ル ・ス タン ダー ドの2つ の例 は この点

を明 らか に して い る。 予 算 とは、 組織 の要 求 と組 織 の リソー ス のバ ラ ンス を

組織 が いか に とってい るか とい う こと と、 一 致 した 目標に つ い て積 極 的 な業

務 遂行 を組 織 が い か にひ きお こ させ るか と い う こ とについ て のモ デ ル で あ る。
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PERTチ ャー トは 、 特 定 の 作 業 を完 成 させ るの に必要 な リ ソー ス や事 象 の

流れ を 示 した モ デ ル を定 義 した もの で あ る。 予 算に して もPERTに して も・

・なさ れ るべ き こと"を 確 認 した うえ で
、事実が起 こった後 に"す でに なさ れ

た こ と"を 評価 す る ため の測 定 が で き る余 地 を も って い る。

表1-1標 準 の 範疇

標準 の理 由 例(一 般) 例(シ ス テ ム)

互 換 性

ノ〉 フォーマンス

測 定

構 造 化

(structural)

ネ ジの標 準 サ イズ デ ー タ変 換 用 のASCIIコ ー ド

建 築 コ ー ド

(Buildingcodes)

販売分析 と報告

予 算

フ ァ イル変 換 用 の磁 気 テー プ ラ

ベ ノレ

シス テ ムの 存在 期 間 に わ た っ て

用 い られ る プ ロ グ ラム変 換 用 の

プ ログ ラ ミング言 語

プ ログ ラ ミ ング言 語 や ソフ トウ

ェア シ ステ ムのサ ブ セ ッ トの可

能 案 の 選 択

売 り掛 け金 額 の よ うな、システム

のなか で 肝 じん な部 分 の バ ラ ン

ス を とるた めの コントロール 標準

プロジェク ト会 計 シス テ ム の利 用

デ ー タ セ ン ター の ジ ョ ブ タ イ ム

計 算 シ ス テ ム の 利 用

PERTチ ャ ー ト
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この よ うに ス トラク チ ュア ル ・ス タ ンダー ドは い くつ か の非 常 に有 用 な 性

質 を も って い る:ω それ らは 問題 に対す る解 答 を、 そ の 解答 の た め のモ デ ル

を用 い る ことに よ って導 きだす た め の標 準手 続 きで あ る と同 時 に、② そ れ ら

は解 答 の成功 の度 合 い を測 定 で き るもので あ る。

あ る種 の ケー スで は、 そ の 測 定 は定 性 的 な範 囲 のな かで しか 出来 ない こ と

もある 。例 え ば、 設 計 プ ロセ ス の初 期 の段 階 で詳 細な 仕様 を要 求 す る標 準 で

は、成 功 した設 計 が 完 了 してい るか否 か につ いて は、 定量 的 測定 よ り もむ し

ろ定 性 的 な もの を可 能 にす るこ とにな る。

要 約 す る と 、 ス ト ラ ク チ ュ ァ ル ・ス タ ン ダ ー ドは 、 シ ス テ ム 開 発 活 動 の な

かで訓 練に よ って ひ き 出さ れ る独創 力 をと りだす た め の用 具 と して非常 に重

要 な もの で ある。 第4節 か ら第9節 で、 シス テ ム開 発 プ ロセ ス のた め の標準

が 記述 され る。 こ の基本 ス トラ クチ ュァ ル ・ス タ ンダ ー ドは、 開発 プ ロセス

の な かで 十分 な数 のチ ェ ック ・ポ イ ン ト(あ る いは作 業 フ ェー ズ)を 定 義 す

るもので あ り、 そ こで は 開発 プ ロ セスが管 理 の状 態 の も とに おか れ て い るか

否 か を決 め る た めの 測 定 や 評価 が 出来 る よ うな構 造 化 され た ア ウ トプ ッ トを

個 々の標準 が もって い る。 さ らに、個 々 の作 業 フ ェー ズに使 い やす く細 分 化

されて い る。 それ ぞ れ の論 理 的 作 業 フ ェー ズ に対 して、1つ の ス トラクチ ュ

アル ・ス タ ンダー ドが、 活 動 が とど こお りな く進行 実 行 さ れ、 評価 さ れ る こ

とを保 証 す るた め に案 出さ れ る こ とが可 能 で あ る。
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第2節 シス テ ム 開発 マ ネ ジ ャー が 直面 す る問題

概 要

ピー ター ・ドラ ッカー は工業 社 会 と知識 生 産 社 会 を結 びつ け る過 渡 的 な 世

界 を詳細 に描 きだ して い る:

「前世 紀 に お い て は手 作業 を能 率的 に遂行 させ る こ とが マネ ジ メ ン トに

課せ られ た 主要 な仕 事 で あ った の と同 様 に・ 今世 紀 で は知 的作 業の 生産 性

を高 め る こ とが マ ネジ メ ン トの主 要 な仕 事 に な るで あ ろ う。 生産 性 の も と

に管 理 され た知 的 作業 と管理 され ず に放 置 され てい る知 的作 業 の 間 に み ら

'

れ るギ ャ ップ は、 科 学的 管 理 法 が導 入 され る前 と後 の手 作 業 の間 にみ られ

る著 しい相 違 よ りもおそ ら く、 さ らに大 きな も のに な るで あ ろ う。 」

シス テム開 発 は 産業 にお け る知 的作業 の広範 な適 用 の あ らわれ の なか の一

つ で あ り、 わ れ わ れ はそ れ を管 理す る方 法 を真 に知 って い るわ け で は な い。

ス トラク チ ュア ル ・ス タ ンダー ド(あ るいは モ デル)は シス テ ム開発 プ ロ セ

ス を管 理 す る助 け とな る もので あ る。本 節 で は産業 が シス テ ム プ ロ ジェ ク ト

を効 果 的 に管 理 す る能 力 をも って い ない 背景 に横 たわ ってい るい くつ か の要

因(そ れ らは知 的 作 業 の な か に一 般 的問題 と して含 ま れて い る もので あ る)

を しらべ る こ とか らは じめ る こと たす る。

爆発 的な 技術 進 歩

コン ピュー ター に まつ わ る技術 の急 激 な進 展 は、 増 加 的 に能 力 を拡 大 して

い く技 術 的 な発 明 の進 展 とそ れ を受 け入 れ て い くこ との 両面 で 目を みは る も

のが あ る。 わ れわ れ の社会 体 制 は コ ン ピュー ター革 命 を、 他 に み られ るいず

れの全 く新 しい技 術 と比 べ て みて もよ りはや い ペー ス で受 け入 れ てい る。 コ

ー18一



ン ピュ一 夕ー の分 野 のハ ー ドウェ ア面 で なされ る発 明 は、 市場 性 の面 か らの

制約 を受け てい るだけ で あ り、 こ の制 約 の なか に あ って も、 コア メ モ リー サ

イズ、 サ イ クル タ イム、 ラ ンダ ム アク セ ス容量 とい った主要 性 能 に関 す る コ

ス ト・パー フォー マ ンス は どの5年 間 をみ て もか なbの 勢 い で一 般 に 増加 し

てい る。 ソ フ トウ ェ アの面 で は、 新 しい特殊 領 域 が た えず 出現 してお りそ こ

での 発 明の ペー ス は大へ ん な もので あ る。 一つ の 例 を考 え てみ よ う。 お よそ

15年 間 の 短 い期 間 の な かで、 プ ・グ ラ ミ ング言 語 の全 体 の領 域 にわ た って

つ ぎに あげ る よ うな種 々 の一連 の革 命 が 進展 しそ の成果 を われ わ れ は享 受 し

て きた。 そ れ らは サブル ー チ ン、 プ ロ グ ラム ・ア セ ンブ ラー、 マク ロア セ ン

ブ ラー、 手 続 向 きの コ ンパ イ ラー、 フ ァイル管 理(あ るい は シス テ ム 向 きの)

コ ンパ イ ラーな どで あ る。 そ の うえ さ らに、 オ ペ レー テ ィ ング シス テ ム を定

義 し作 成す る言 語 を研 究 す る領域 で は非 常 に意 義 の あ る仕事 が お こなわ れ て

きて い る。

実施 上 の コス ト/パ ー フ ォー マ ンス の点 で個 々 にか な りの 規 模 の改 善が な

され た結 果、 以 前 に は解 決不 可 能 で あ った問題 の解決 が 可 能 にな った とい え

よう。 ベル 電話 研 究 所 の ハ ミ ング(Ham【ning)博 士が つ ぎの よ うな仮 定 的

状 況 を指 摘 した こ とが あ る。 す な わ ち、 も し自動 車 の コス トが コ ン ピュー タ

ー ・コス トと同 じ動 きを 同 時 に した とす れ ば
、 駐 車 場 を確 保 す る こ とが 困 難

な状 況 の も とでは、 自動 車 を乗 りす て に し必 要 に応 じて別 の もの を購入 す る

こ とに な るだ ろ う。 われ わ れ は、 成 長 曲線 は や が て横ば い に な る に して も現

在 の と ころ この よ うな終 局 の状 況 を考 慮 して も の ご とを計 画す る こ とは な い

とい う点 を認 識 すべ きで あ る。

システ ム開発 が 進 め られ る環 境 にみ られ る技術 的成 長 の動 向 を要 約 した 広

く引 用され てい るつ ぎの よ うな意 見 が あ る、 「数 年 にわ た って むや み や た ら
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にな され た成 長 の結 果 と して、 コ ン ピュー ター の分 野 はや っ とそ の幼 年 期 に

近 づ きつ つ あ る よ うにみ え る。」

この よ うに して、 ハー ドウェ ア とソ フ トウェ ア技 術 が 向上 す る につ れ、 成

長性 の ある正 統 的 な ア プ リケー シ ョ ンの領 域 もま た成 長 率 が長 期 的 に 維持 さ

れ増 加す る こ とに な る。 そ して こ の成 長 率 に対 す る抑制 要 因 と して あ らわれ

て くる も のは利 用 可 能 な リソー ス と新 しいア プ リケー シ ョン ・プ ロ ジェ ク ト

を管理 す る能 力で あ る。

訓練 され た要 員 の不 足

シス テ ム専 門家 の著 しい不 足 が 存在 し、 将来 に も明 るい材 料 がみ られ ない

事実 が特 に重 要 だ とい うわ け では ない。 その 事 実 か らもた らされ る影 響 が非

常 に大 きな意 味 を もつ わけ で ある。

1.業 務 の遂 行 を保 証す る技術 上 ある い は管理 上 必 要 なス キ ル をま さ に もち

あわせ てい な い グルー プに よって 、 大 規模 な ブ ・ジ ェ ク トが試 み られ る こ

とにな る こ と。.

2.大 規 模 な プ ロ ジ ェ ク トを 通 じて の継 続 的 な人 事 が、 これは 非 常 に好 ま し

い こ となの だが、 つ ぎの よ うな理 由に よ って 片す みに追 い や られ て しま う

こ と。つ ま り、 他 人 の 目に とま る よ うなス キ ルを も った人 々が 短期 間 の う

ちに い っそ う責 務 の重 い別 の プ ロ ジ ェク トの業務 に昇 進 して い った り、 他

の ど こか の組織 の なか に よりや りが い と責 任 の あ る職 務 を見 つ け だ した り

す る とい った こ とで ある。 人手 不足 に よっ て、 人 々は彼 らが 能 力 を もちあ

わ せて い な い段 階 の仕事 に昇 進 して ゆ くこ とにな る とい うピー ター の 法 則

をい っそ う助長 させ る こ とに な る。

この問題 を軽減す るには、 つ ぎの2つ の こ とが必 要 とな るで あろ う。 そ れ
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は シス テ ム開発 プ ロセス の なか に い る専 門技 術 者 に必要 な教 育 の タ イ プを理

解す る こと と、教 育 は い くらかは、(1)シ ス テ ム開 発者 、② 企 業 が 提 供 す る コ

ン ピュー ター の専 門教 育、(3)大 学 に よって最 善 の もの が 出来 る とい う点 を 認

識す る こ とで ある。 多量 の必 要 な教 育 は要 求 にあ っ た教 育 を開 発 して い くな

かで 努 力の二 重手 間 を求 め る もの で は ない。

ユー ザ ーが 要求 す る コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

一 般 につ ぎの点 が 問題 な の で あ る
。

"ユ ー ザー は、 コン ピ ュー ター の専 門家 が使 う言 葉 で彼 の要 求 を示 せ な い

こ と、 そ してコ ン ピュー ター の専 門 家 は ユー ザ ー の要 求 を彼 が 理 解 した と

き、 ユー ザ ー の用 い る言 葉や 用語 で言 い なお す とは 限 らな い とい うことで

ある。"

こ こに述べ た こ とが本 当 だ とす れ ば、 開発 サ イク ルの 最終 段 階 で具 体 化 さ

れ る シス テ ムは ユー ザ ーが 望 み、 期 待 して い る もの と比べ てか な り偏 した も

のに な るわ け で あ る。 とXで 必 要 な こ とは、 ユー ザ ー と技 術 専 門家 の双 方 に

理解 出来 る言 葉 で仕 様 が記 述 さ れ る こ とで あ る。

この問 題 にみ られ る他 の側 面 は、 シス テ ムの活動 が、そ の シス テ ムが 貢献

す るはず め中心 的 組織 目的(例 え ば 新製 品 の導 入 とか セー ル ス ・キ ャ ンペー

ンな ど)か ら分 離 され る こ とで あ る。 システ ム活動 は サー ビス機 能 で あ り、

そ の 利用 者 は 組織 のな か での実 行 部 門(生 産、 販売 とい った よ うな)で あ り、

この事 情 か らして何 が ビジネス の要 求 事項 で あ るか を判断 す る こ とは シス テ

ム活 動 に とって困 難 に な る。 この こ とを うま くや るには利 用 者 との 間 に 有効

な対 話 を もたね ば な らない の で ある。

一21一



プ ロジ ェク ト・スケ ー ル の増大

プ ロ ジ ェ ク トは 開発 の時 間 や必 要 とす る リソース の面 で大規 模 に な って き

てい る。 大 組 織 で実 現さ れ る小規 模 の 良 く定 義 され てい る システ ムでは、 初

期 の計 画 か ら最 終 的 に導入 され るまで1～2年 を要 す るで あ ろ う。 大 規模 の

り正'ノ

良 く定 義 され て い る シス テムは、 そ れ が 完 了す る ま で3年 はか か る こ とにな

ろ うし、 大 規模 な 開発 的 プ ロ ジェ ク ト予 算 も伸 び て お り、 民 間企 業 に お いて

開発 予 算 が100万 ドル を越 え る シス テ ム ・プ ロ ジ ェク トを よ くみ かけ る よ

うに な って きてい るo

状 況 を さ らに混乱 さ せ る こ とは、 小 規模 シス テ ムか ら大 規模 システ ムに な

るに応 じて 導 入 に要 す る リソー ス の量 が 大 き くなる こ とで あ る。 図2-1は

シス テ ムの規 模 に 対す る人的 資源 の投 入 の 関係 を示 した もの で あ る 。少 な

め に見積 った限 りで も、 シス テ ムの複 雑 さ は シス テ ム規 模 に比 例 して一 般 に

増大 す る と して も、 そ の増 大 に応 じて リ ソー ス の必 要 量 は幾何 級 数 的 に増 す

とい え る。

人 一年

システ ム ・プ ロジ ェク トの規模

図2-1シ ス テム規 模 と人 的 資源 投入 との関係

た しかに、 長 期 間 に わ た って 巨額 の 資金 を投 資 す る こ とはす べ ての シス テ

ム.プ ロ ジェ ク トに つ き ま とってい る基本 的 な リス クを増 大 させ る。



す な わ ち、

1.開 発の真 の ね らい は ユ ーザ ーの ニー ズ に一 致 して い るか?

2.シ ス テ ム仕様 の フ ェー ズで ユー ザ ー の ニー ズ を充 足 して い た シス テムで

も、 導 入 時 に依 然 としてユ ーザー ニー ズ を満 たす だ ろ うか?

3.実 働 に た え る シス テ ムが本 当 に つ く られ るのか?

大 規 模 化 して ゆ くシス テ ム に投 入 され る努 力に対 して加 え られ て くる圧 力

には つ ぎの よ うな もの が ある。

1.組 織 の地 域的、 機能 的 境 界 を横 切 る標 準 化 され た シス テ ムに対 す るマ ネ

ジメ ン トの欲求

2.計 算 処理 力 を集 中化 す るこ とに よって 生 じる コス ト・パー フ ォー マ ンス

上 の利 益

3.同 一 か類 似 の シス テ ム開 発 努 力に み られ る コス ト面 の無 駄 の 排 除

しか し、 これ らの圧 力 は シス テ ムに投 入 さ れ る努 力 の規 模 に対 し て注 意 深

く重 み づ け してい く必要 が あ る。 とい うのは 、 シス テ ムに投入 され る努 力 は

組織 のキ ャ パ シテ ィー を越え や す い か らで あ る。

固定 費 の急 速 な増 大

それ ぞ れ の シス テ ム導 入 は、 全 体 的 な企 業 活動 と して固定 的 費用 を発生 さ

せ る。 す なわ ち、 い っ たん システ ムが開 発 サ イク ル をすXみ は じ め る と、 そ

れ は なん らか の資 本 投 資 と同 じ道 を歩 むわ け で大 きな固定 的 な操 業 費 を生 み

出す の で あ る。 さ らに、 これ らの シ ス テム は 組織 の 主要 な情 報 の 流れ を処理

して い るの で そ う容 易 に取 り除 く こ とは 出来 な い。 も し、 シス テ ムの初期 計

画の 段階 で全 体 の企 業活 動 の面 か ら見 て妥 当 とされ るコス トを見 積 らない場

合、 そ こ か ら生 じ る固 定費 の 内容 を管 理 す る こ とは不可能 と な る。
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研 究 ・開発 への 指 向性.,

現代 の産 業 組 織 では、 主 に生 産 、 マー ケ テ ィン グ、 流 通、 財 務 会計 にお い

て組 織 の測 定 の ため に 専 門知 識 が必 要 とされ る。 そ ん なわ け で、 産業 組 織 は

本 来 の性 質 か らして も競争 的性 質 か ら して も短 期的視 野 の も とで の結果 に対

して 生 産 を実 施 す るこ との くり返'し を指 向 して い る。 しか し、 シス テ ムの活

動 は 、1回 限 りの開 発 プ ロセ ス につ いて の長 期的方 針 を もた ねば な らな い。

産業 上 の環 境 の も とでは きの うの結 果 は今 日の行 動 を左 右 す る のに対 して シ

ス テ ム上 の環 境 の も とでは、 個 々 の シス テ ムは大 い に独立 して存 在 してい る

とい え る。 過去 の シス テ ムが そ れ以 後 の シス テ ム に い く らか の専 門知 識 や一

般 的 知 識 の形 で貢献 す る とい う こ とはほ とん どな い わけ で あ る。 一 般 に、 シ

ステ ム活動 に要 求 され る主要 な 力 は シス テ ム を とり込 ん で い る組織 の多 くの

部 分 に関 係 した もの でな い といえ る。

シス テ ム専 門家 は、 他 の機 能 集 団 の場 合 に も言 え るこ とだが、 彼 の組 織 目

的 に反 す る目的 の も とで仕 事 し てい る よ うにみ え る。彼 は 自分 の 腕が許 す 限

り最 良 の シス テ ム を制 作 した が る。 彼 の マネ ジ ャーは 日程 と予 算 に従 お う と

す る。 開 発 し よう と してい る シス テ ムに対 す る これ らの矛盾 した接 近 の 仕 方

は、 常 識 的で相 互が 満 足す るや り方 で妥 協点 に達 しな け れば な らな い。 同様

に、 コ ン ピュー ター の技術 者 は、 新 し くかつ 彼 自身 の 失 敗 に よ「て進 歩 を 感

じる よ うな もの を開発 したが る。 これ もまた、 時間 通 りにお こな うこ と で満

足を え る とい う彼 の マ ネ ジ ャー の 目的 に反 す る 目的 の よ うにみ え る。

'

ま と め

従 来は 、 シス テ ム開発 プ ・ セス の合 理 的 な ア ブ ・一 チを開 発 す るの には、

あ ま りに も時 間的余 裕が な く、 シス テ ム活動 に加 え られ る効 率 向 上 を促 す圧
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o

力が な さす ぎた とい え よう。 シス テ ムに 投入 され る努 力 の規 模 が増 大 す るに

つれ、 管理 の た めの 明確 に定義 され た構造 な くして大 規模 の シス テ ム に努 力

を傾け るこ とは 無 駄 を多 くす る こ とにな る。 先 に示 した種 々の 問題 に初 め の

うちに直面 した、 最 も規 模 の大 きい シス テ ムの開 発者(す な わ ち、 政 府機 関

や コン ピュー ター ・メー カー)が 開発 プ ロセ スの モ デル を明 確 に した り使用

す る うえで 主 導的位 置 を しめ て きて い る こ とは不思 議 な ことで はな い 。

文献 には システ ム ・プ ロ セス に関係 して参 照すべ き部分 や、 そ の プ ロセス

を記述 した リ コ ン トロー ルす る ための 手 法 が豊富 に も られ てい る。 しか し、

成 功 した話 を 多 くみ る こ とは 出 来 な い。 シス テ ム開発 とい うの は困 難 な事 業

で あ るとい う ことが教 訓 で あ る(事 実 はそ れ より も きび しい が)、 そ してわ

れわ れ が そ の こ とを理 解 すれ ば 、 そ の プ ロセス を切 りぬけ て働 き のあ る シス

テ ム を作 成 す る ど1とにな る で あ ろ う。 さ らに、 われ わ れ のア プロー チ を洗 練

すれ ばそ れ 相応 の効 率 を達成 す る点 に到 達 す る こ とが で きるだ ろ う。
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第3節 システ ム開発 プ ロセスを管理 す る際の基本 的原則

概 要

前節 で は、 シ ス テ ム開 発 プロ セス に関 連 した 問題 の い くつ か にふれ た。 こ

の節 では、 シス テ ム プロ ジ ェク トを管 理す る為 の広 い意味 で の 原則 につ い て

述 べ る ことに す る。 まず、 新 製 品開 発 サ イ クル(こ れ は 多 くの組 織 で比 較 的

よ く行 なわ れ てい る)と シス テ ム開発 サ イク ル の類似 点 を検 討 す る。 続 いて・

マ ネ ジ メ ン トが こ の プ ロセス の管 理 に成 功 す る為 に、 開 発 サ イ クル の中 に も

り込 まれ て い なけ れ ばな らな い原 則 を述 べ る こ とにす る。

シス テ ム開発 サ イ クル と新 製 品 開 発サ イ クル との関 係

シス テ ム開 発 は 、 シ ステ ム開発 と新製 品開 発 の両 者 の 間 で の類 似(表3-

1)を み る こ とに よっ て、 よ り容 易 に理 解 す るこ とがで きる。

新 製 品 開 発 サ イク ル につ いて は、 ほ とん どの 会社 で よい公 式 化 が なされ て

い る。 これ に は、 組織 内で の 限 られ た リソー ろ左 有 効 に使 う為 に、 チ ェ ッ ク

ポ イ ン トが組 織 的 に如何 に チ ェ ック を行 な い、 バ ラ ンス を とるか を明確 に し

た複 雑 な コ ン トロー ル シス テ ムが 含 まれ て い る。 新製 品 サ イ クル は、 マー ケ

テ ィング を担 当ル て い る者 の 目に ひ らめ いた 市場 で の成 功 の き らめ きを もと
と〆 ノ ー、/・ ノ

に して、 新製 品 の 全 般 に わ た る開 発 をす る とい う意 味 で、 確 か に主 要 な ス ト

ラ クチ ュア ルス タ ンダ ー ドで ある。 シス テム開 発 サ イクル は情 報 シス テ ム に

お いて も、 これ と同 じ ように完 成 され るべ きで あ る。

しか しなが ら、 開 発 プ ・セス を十 分 に理 解 して いる会社 でさ え も、 とん で

もな い もの を作 り出 して しま う こ とが しば しば あ る。
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新製品開発

1.市 場 の要 求 の明確 化 。

2.そ の製 品 を、 満 足 すべ き利 益

の も とで 開発 し、 市場 化 す る こと

がで きる か ど うか が、 財 政 的 な分

析 と工 学 的 分析 に よっ て確 か め ら

れ るo

3.概 念 的 な仕様 の決定 か ら始 ま

ってそ れ ぞ れ の要素 の詳 細 な仕 様

決定 で終 わ る設計 工 学(design

engineering)の 知識 が製 品 を

製 作す る のに必要 で ある。 そ の製

品仕 様 で の市 場 パ フ ォー マ ンス 並

び に財 政 的 な 目的 に対 す るそ の製

品 の パ フ ォー マ ンスが 吟味 さ れ る

個 々 の吟 味 の時 点 に おい て、 プ ロ

ジェ ク トは続 行 さ れ るこ とに な っ

た り、 修 正 され た り、 中止 さ れた

りす る。 この場 合、 製 品 の 原型
ノ

(prototype)カ}作 ら れ る 。

シス テム開 発

1.ユ ー ザー の ニー ドの明確 化 。

2.限 られ た開 発 リソー ス を うま く

分 配 す る ことに よっ て、 シス テ ム に

対 す る支 出 が経済 的 に 妥 当 であ り、

シス テ ムが 技術 的 に実 行可 能 で あ る

か ど うか が、 コス ト対利 益 分 析 に よ

って検 討 され る。

3.情 報 シス テム の設 計 が行 な われ

る。 一 般 的 で かつ概念 的 な シス テ ム

仕様 が シス テ ムを完全 に記述 し、 文

書 化す る こ とので き る細 か さ を もつ

ま で レベル ダ ウンされ る。 そ して、

シス テ ム を ユー ザー の要 求 や財 政 的

な 目的 と、 比 較 しな が ら吟 味 す る こ

とに よって、 そ れ を続 け た り、 修正

した り、 中止 した りす る。

も しプロ ジェ ク トが 革 新 的 な もの で

あれば、 シス テム要 素 の原 型 が い く

つ か実 際 に プ ログラム され、 テス ト

さ れ る。 設計 が現実 的 であ る こ とに
∠

同意す る前 に、例題 に よって使わ れ

て いる予測手法が将来 のある状況 を
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4.製 造工 学(manufacturing

engineering)に よって製 品が

hか に製 造 さ れ るかが決 定 され るo

これ に よっ て、 製 品の 作 られ る仕

事 の順 序 や 製 品 を作 る と きの要 求

事項 が 定義 され る。 そ して こ こで

コス トと仕様 が も う一度 評 価 され、

製品 開 発 を続 行 す る か、 放 棄 す る

か、 修 正 す るか の決 定 が な さ れ る。

5.こ の ス テ ッ プま でで、 製 品 を

いか に製 作す るか が 理 解 さ れ、 必

要 とな る道 具 や治 工具 や ダ イス

(dies)が 設 計 され るべ きで ある。

6.こ こで、 必 要 とkる 道 具 が 設

計 さ れ る。

7.製 品 が、 実 際 の製造 環境 の中

で 設計 仕 様 を 満 た す こ とが で きる

か ど うか をみ る為 に、 パ イ ロ ッ ト

プラ ン トで の テ ス トが 行 なわ れ る。

適切 に予 測 して い る こ とが 確か め

られ る。

4.技 術 的 な設計 工 学 が 適 用 され

る。 これ は イ ンプ ッ トが い か に希

望 の ア ウ トプ ッ トに変換 され るか

を調 べ る ス テ ッ プで あ る。 事象 の
tt

t・'.fr、

順 序、 シス テ ムの流 れ、 必要 とな

るフ ァイル、 そ して プログ ラ ムと

手 続 き な どが明 確 に さ れ る。 さ ら

に細 か い情 報 を もと に して、 プ ロ

ジ ェク トの続 行 、 放棄、 あ るい は

修正 の決 定が な さ れ る。

5.こ の段 階 に な る と、 シス テ ム

を開発 す る為 の技 術 が理 解 さ れ、

プ ログ ラ ム と手 続 きが 設 計 され る

べ き で あ る。

6,プ ログ ラムが コー デ ィン グさ

れ る。 そ してユーザーが 理解 す る こ

との で きる形 で手 続 書 が 書 か れ る。

7.プ ログ ラム と手 続 きが 、工 場

(ユ ー ザー とデー タ セ ンター の あ

る ところ)の 環 境 の中 で設計 仕様

に従 っ て働 くか どうか を見 る為 に、

シス テ ム・としてテ ス トされ る。
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8.製 品 が組 立 ラ イ ンで製作 され

てhるo

8.シ ス テ ムはそ の組 立 ラ イ ン

(ユ ー ザー の手続 き に従 った行動

とデー ター セン ター の コン ピュー

ター稼動 の組 合せ を示 す)か ら、

今や情 報 を生 み出 して い る。

表3-1シ ス テ ム開 発 と新 製品 開発 の比 較

シス テ ム 開発 の為 の 原 則

成 功 した シ ス テ ム開発 プ ロジ ェク トに共通 してい る基本 的 な原 則 が い くつ

か あ る。 ～二の節 の残 りで は、 我 々が原 則(axiom)と 呼 ぶ これ らの原 則 につ

いて述 べ る こ とにす る。 そ して4節 以 降 の各節 で は、 これ らの原 則 を シス テ

ム開 発サ イク ル のス タンダー ドと していか に ま とめ あげ るか につ い てふ れ る

こと にす る。

原 則1情 報 シス テム は1つ の資本 投 資 で あ る

情 報 シス テ ムは 資本 投 資 の こ とで あ り(財 政 を担 当す るマ ネ ジメ ン トがそ

れ を どの ように 取 り扱 うか に かか わ らず)、 他 の プ ・ジェ ク トと同 じ よ うに

コス トが評 価 さ れ るべ きで ある。 これ が基 本 で あ る。

組織 体が 技 術 へ の投 資 と して コ ン ピ ュー ター を必要 とす る時、 あ るい は本

社 に備え て ある こ とが普 通 で ある 機械 の1つ と して コン ピ ュー ター を持 とう

とす る こ とが ある。

しか しなが ら、 今 日ほ とん どの企業 は コ ン ピュー ター を持 って お り、 そ こ

で様 々な シス テ ムが 稼動 して い る。 それ でコ ン ピ ュー ター の神 秘 性 は徐 々 に

消え てい る よ うで あ る。 コ ン ピュー ター技 術 にお け るコス トパ フ ォーマ ンス
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が増加 して くる と と もに、 利 益 を生 み そ うな ア プ リケー シ ョン の領 域 が シス

テ ム部 門 に よっ て開 発 され る のを待 っ て い る割 合 が 急激 に ま して きて い る。

開発 を規 制す る唯 一 の要 因 は、少 ない 人的 リソー ス で あ る。

コス トを正 当 化 す る とい う規律 を設 け る こ とに よって、 システ ム部 門は そ

の努 力 を、 組 織 に も っ とも貢献 す るア プ リケー シ ョンの領域 に 集 中す る し、

ある分 野 へ のア プ ロー チが もっ とも良 い と判 定 され るま では他 の分 野 への ア

プロー チ も行 な う こと にな る。 そ して 最 も良い ア プ リケー シ ョンを選 ぶ とい

う方法 を とれ ば、 プ ロジ ェ ク トの選択 に用 い る基 礎 資 料 を マネ ジ メ ン トに提

供す るこ とが で きるわけ で あ る。 マネ ジ メ ン トは、 システ ム開 発 プ ロ ジェ ク

トの資料 の他 に も、 他 の分 野 で の プ ロ ジェ ク トの選 択 につ いて の基 礎 資料 を

持 って い る。(例 え ば人 事情 報 シ ス テ ムか らす ぐに見 返 りが得 られ るわけ で

はな い けれ ど も、 この シス テム は そ の組織 体 の構 造 上 で の変化 に関す る計 画

を担 当 して い るマ ネ ジ メ ン トに とっては基 本 とな るもの で あ る し、 従 業 員 の

能力 を知 る こ ともまた 必要 な ことで あ る。)

原 則2シ ス テ ム稼動 の 成功 度合 を測 定す る評 価基 準 を 作 れ

シス テ ムプ ロ セス の 中 で、 そ の シス テ ムを開 発 す べ きか ど うか を決 定す る

為 に、 シス テ ムの価 値 を経 済的 に評 価 す る こ とは 必要 で あ る。 一 般 的 には 、

経済 的 な要 求 が 、 シス テ ム の成 功 尺 度(successcriteria)と 呼 ば れて

い る ものの一 部 分 に な っ て い る ことが 多 い。

例 えば、従 業 員 の 仕事 の経 歴 、教 育 、 ス キル あ るいは そ の よ うな もの に関

す る記 録 を作 り出 し、保 全 してい る人 事情 報 シス テ ムは標 準 的 な報 告 書 を作

成す る他 に、 一 時 的 な報 告 書 を 出 した り、 い ろい ろな 目的 に従 って シス テ ム

の中 か ら様 々な情 報 を探 し出 し た りす る こ とが で きる。 た とえ ば、 人 事担 当

の副社 長 に この シス テム の成 功 尺 度 が 何 で あるか を尋 ね た と仮 定 し よう。 す
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●

ると彼 の答 えは 次 の うち のいずれ か も し くはす べ てであ ろ う。

1.シ ス テ ムは、 前 も って決 め られ た コス トを時間 の制 約 の中 で、 仕様 書

に記 さ れ て い る機 能 を達 成 す る こ と。

2.シ ス テ ムの年 間 、従 業 員一 入 当 り の コス トは5ド ル を越 え ない こと。

3.従 業 員1人 分 の記録 を修 正 す る為 にか か る コス トは2ド ル以下 で あ る

こと。

4.こ の情 報 を持 った結 果 と して、 人 事管理 機能 を遂行 す る 為 の総 コス ト

と組織 体 内 で の総 コ ス トの現 在 の比 率 を維 持で きるか ある い は低 下 させ

うる こ と。

システ ムデ ザ イナー は、 シス テ ム報 告書 の中 で この副社 長 に彼 の 評価

基準 に 従 った場 合 に、 シ ス テ ム開発 が 成功 したか どうか を知 らせ る こ と

が で き る。 シ ス テム の報 告 機構 が 直 接 に答 え る ことので きない唯 一 の 評

価 基準 は 上 で 述べ た1で あ る(実 行 され る よ うに設 計 さ れ た機 能が 実 行

され た か ど うか とい う点 に関 して不 明 確 にな る ので ある。)。 ただ、 直

接 に答 え る こ とは で きな いけ れ ど も、 これ らは 他 の質 問 へ の答 に よって

間接 的 に は答 え られ る。

シ ス テ ム そ れ 自 体 に よ っ て 測 定 で き る い く つ か の 成 功 尺 度 を 典 型 的 な シ ス

テ ム に つ い て 述 べ る こ と に す る 。

1.受 注 処 理 シ ス テ ム(orderprocessingsystem)は 、 そ の 設 計 の

一 部 分 と し て 、 次 の よ う な 種 類 の 統 計 を 作 り 出 す べ き で あ る 。(a)1枚 の

請 求 書(invoice)を 処 理 す る 為 の シ ス テ ム の 平 均 コ ス ト、(b)シ ス テ

ム で の 、 年 間 、 顧 客 当 りの 平 均 コ ス トの パ ー セ ン テ ー ジ 。 同 じ よ う な 数 字

が シ ス テ ム に 含 ま れ て い る 配 送 機 能(distribution)、 伝 票 処 理 機 能

(billingfunction)、 報 告 機 能(reporting)の3つ の 基 本 的
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な機 能 につ い て もは じ き出 され るべ きで あ る。 この よ うな種 類の 統 計 は、

シス テ ムが いか に稼動 して い るか あ るいは どこ を改 善 した らいい の か と

い った こ とを明示 す る。 稼動 シス テ ムの あ る部 分 的に で もよ り妥 当 的 で

あ る と思 わ れ るな らば、 この改 善 を す る こ とに よる成 功 の 度合 は シス テ

ムの中 で測 定 さ れ るべ きで ある。 例 えば、 受 注 シス テ ム(orderentry

system)に お いて、 顧 客 へ の配 達 サ イク ル を1週 間か ら3日 にす る こ

とが 提 案 さ れ た とした とき、 この機 能 がい か に実行 され た か を測 定 す る

統計 を シス テ ムが作 り出すべ きで ある。

2.給 料 シス テ ム は、 チ ェ ック(check)当 りの コス トある い は年 間従 業

員1人 当 りの コス トに も とつ い て、 そ の成 功 度 合測 定 す る こ とが で きる。

この シス テ ム の実 現性 は 、ADP社(AtomaticDataProcessing

Inc.)が 提 供 してい る商用 ベ ー ス の給 料 ア プ リケ ー シ ョン の よ うに、

個 々 の値 段 の わ か っ てい る様 々な処理 方 法(option)に も とつ い て 調

べ られ る。

3.在 庫管 理 シス テ ムの成 功 は、 在 庫 の平 均 日数、 売上 げ に対 す る在 庫 の

比 率、 在 庫 ス ペ ー ス の減 少、 あ るい は これ らと似 た よ うな もので 評価 す

るこ とが で きる。

いずれの場合において も、 シス テ ムの 成功 度 を示 す い くつ かの インデ ック

ス を設 定す る こ とが で き る し、 そ れ ゆ え に元 々の仕 様 書 に も とつい て同意

を得 るこ とが で き る。 これ らの イ ンデ ックス は、 シス テ ムが 稼 動 中で も、

そ の機 能 を達成 す るの に成功 して い るか ど うか を見 る こ との で き る よ うに、

シス テ ム設計 の中 に 組 み込 む こ とが で きる。

ま とめて い うな らば 、 そ の飛 行 性 能 を 測定 す る能 力 を もたな い飛 行 機 に

乗 りた くない の と同 じ よ うに、 そ れ 自身 の性能 を測 定 しな い ような シス テ
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ムは 作 るべ きで ない。 そ れ ゆえ に、 シス テ ムの 成功 尺度 は そ の シス テ ム の

ユー ザ ー に よっ て定 義 さ れ、 これ らの 評価 基準 の多 くが、 シス テ ム に組 み

込 ま れ て い るメ カニ ズ ム に よっ て測 定 な れ る よ うな シス テ ム を設 計 すべ き

で あ る。

原 則3シ ス テ ム はユ.一ザ ーの 為 の もの

この原 則 に つ い て述 べ る前 に、 ユー ザ ー とは だれ で あ るか につ い て ふ れ る

ことは必 要 で ある。 例 えば、 コ ン ピュー ター の運 営 とシス テ ム活 動が 管 理 部

門(controller'sdepartment)だ け に よっ て援 助 さ れ る よ うな時 に、

この概 念 は あい まい に な りが ち で ある。 と い うの は、 この場 合 に はユー ザー

とシス テ ム部 門 が同 じだか らで ある。 しか しユ ー ザー を分 離 す る とい う こ と

は こ こで も重 要 な ことで あ る。 例 え ば、 給 与部 門、 会 計 と財政 の機 能 あ るい

は売 上集 計 部 門 は 普 通 この管 理 部 門 に対 す る報 告義 務 は も っては い るけれ ど

も、 彼 らは シス テ ムに対 して独 自の要 求事 項 や 興 味 を もって い るの で あ る。

それ ゆ え、 こ れ らの ア プ リケー シ ョ ンの分 野に は、 そ れが開 発 に成 功 す る為

には 認識 され な け れ ば な らな い個 々 の ユ ーザ ーの 見 方 とい う ものが あ るはず

で あ る。

これ まで は コ ン ピュ ー ターの運 営 と シス テ ム活動 が組織 の あ る2つ の活動

領 域 に位 置 づ け られ て い る こ とが多 か ったが、 今 や急 激 に 組織全 体 に対 す る

.サー ビス 機 能 となbつXあ る。 これ は シス テム構 成 が経 済 的 なサ イ ズ とい う

利益 を うる ように コス トパ フ ォー マ ンス の考 え方 が 修正 され た こと と、 ア プ

リケ ーシ ョン分野 の間 で の関係 の2つ の 原因 に よって い る。 ウィ シ ン トン

(Withington)は この 急激 な傾 向 を もつ ように な った主要 な3つ の理 由 を

あげ てい る。(1)標 準化 に対 す る マ ネ ジ メ ン トの 要求 、② 人 間 の不足 、(3)ア プ

リケー ショ ンの複 雑 性 の 増加 。 この 傾 向は これ か らもさ らに増 してい くもの
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を予 想 され る。

シス テ ム グルー プの 技術 的 な 力が増 して くる とと もに、 ユー ザ ー の ニー ド

が ある方向に向か ってい る に もか か わ らず、彼 らは ジ ェネ ラ リス ト的 な アプ ロ

ー チを とる ように な って、 シス テ ム優 越感(systemethnocentrism)

と呼 ばれ てい る大 変 な危 険 に お ち い る。 これ は シス テ ムの設計 にあ た って、

ユー ザ ー の見 地 に立 つ の で は な くて、 シ ス テム部 門 の立 場 に立 っ て しま う と

い う傾 向 で あ る。 そ れ ゆ え に この 原 則3の 重要 性 は ま して くる。

この原 則 は、 確か に 明 らか で は あ るが、 次 の ような事 実 が しば しば 見落 さ

れが ち で あ る。

1.シ ス テ ムの経 済 面 で の妥 当性 を検 討 す るの は ユー ザーの 責 任 で あ る。

そ れ ゆ えに、 プ ロジ ェ ク トの 最 初か らコス トの妥 当 性 を検 討 す る過 程 で

は ユー ザーが 関係 す る ことが要 求 され る。 これ が ユー ザ ー の プ ロジ ェク

ト参加 へ の第一 歩 で あ り、 プロ ジ ェク トを成功 させ て終 わ らせ る為 の重

要 な要 素 で あ る0

2.理 想 的 に い え ば、 ユ ーザ ー は 自 分 の シス テム に関 す る仕様 書 の開発 を

すべ きで あ る。 しか しこれ は 困難 な こ とで あ る。 とい うの は、 仕様 書 が

局所 的 に な る(す な わ ち、 考 え られ るす べ て の新 しい シ ス テ ムを 表 わ し

て い る とはい え ない)大 き な危 険 が と もな うし、 プ ログ ラム設計 を完成

さ せ る のに必要 な詳細 に わた る情 報 を含 ませ る こ とは で きない か らで あ

る。 普通 と られ る両者 に とって満 足 で き る折 衷 案 は、 ユー ザ ー の要 求 に

見合 う よ うな 仕様書 を ユー ザー のわ か る言 葉 で シス テ ム部 門 が 作 り出す

こ とで あ る。

この よ うな 方法 で開 発 され た仕 様 書は ユー ザ ー の要求 に も、 また シス

テ ム部 門の要 求 に も合 っ た もの に な る。
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3.ユ ー ザ ー は、 仕様 の改 善 のたび にす べ て の仕様 書 の変 更 に対 して承 認

をす べ きで あ る。

4.シ ス テ ムを設 置 し、 人 員 を教 育 し、デ ー ター を ま とめ 、 そ して導 入 の

時 期 を きめ る責 任 は ユ ーザ ー にあ る。 これ を行 なわ な い と、 シス テ ム の

導 入が どん な に うま くや って も非常 に 長 くかか る ことに な る。

5.シ ス テ ムは ユー ザ ー 自身 に よって 導入 され る こ と に なる か ら、 理想 を

言 え ば手 続 書 はユ ーザ ー の スタ ッ フに よって書 かれ る こ とが望 ま しい。

この こ ともま た現 実 的 で な い 。 とい うのは、 手 続 書 を書 く こ と は急 速

に技 術 的 に専 門 化 してい る し、 手続 書 とい うのは、 たぶ ん ユー ザー とシ

ス テ ムス タ ッ フの共 同 の 仕 事 と して達 成 さ れ る こ とにな るか らであ る。

ユー ザー の 参加 は シス テ ムの導 入 を成 功させ る為 に はす べ て の分 野 で 必要

で あ り、 ユー ザ ー の組織 が ど こま で参 加 す るか は、 問題 の 性質 や ユーザ ー の

組織 がEDPの 技 術 を どの位 も ってい るか に よっ て変 わ って くる もの で あ る

とい うこ とは認 識 さ れ るべ きで ある。 ユー ザー が多 くの シ ステ ム を提 案 す れ

ばす るほ ど、 参加 の度合 が増 して くるの は、 シス テ ム部 門 が普 通認 め る とこ

ろそ あ る。

原 則4ラ ン ドマー ク(Landmark)を 設定せ よ

開 発 の努 力 を管理 す る為 に は、 い つ で もそ れ まで に何が終わ っていて、 いま

どこに い て、 何 が なされ て い るか を知 る こ とは必要 で あ る。 多 くの シス テム

プロジ ェク トは 相対 的 に異なっているので、適 切 な ラ ン ドマ ー ク を選 択 す るの

はむず か しい。そ れ らが 役 立 つ 為 に はわか り易 いも ので な け れ ば な らな い し

仕事 の概 念 づ け の 助 け とな るべ きで ある し、 そ れ らは定 義 の は っ き り した ア

ウ トプ ッ トで あ る必要 が あ る。

広 い意 味 で言 えば 、 シス テ ム プロジ ェ ク トは3つ の主 要 な 開発 段階 を経 過
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してい く。 シス テ ムが 定 義 さ れ、 作成 され、 稼 動 さ れ る(す なわ ち導入 さ れ

る とい う ご と)と い う3つ の段 階で あ る。 開 発 を終 え る と、 シ ス テ ムは ビ ジ

ネス の実施 部 分 の1つ に な る。 この フェ ー ズは しば しば保全 の フ ェー ズ と呼

ばれ る。

定 義 の フ ェー ズ で は、 シス テ ムのユ ー ザー を満 足 させ る こ との で きる機 能

が概念 的 に と らえ られ、 これ らの機 能 を コ ス トが妥 当で あ る と認 め られ た 枠

内で完 成 させ る こ との で きる技術 的 な設 計 が行 な われ る。

作成 の フ ェー ズ で は、 シ ステ ムが プ ログ ラ ム化 さ れ、 手続 化 され、 文 書 化

され、 そ して テス トされ る。

しば しば導入 と呼 ばれ る稼 動 フェー ズ で は、 フ ァイルや 手続 きが新 シス テ

ムの ものへ と移 行 さ れ る。 シス テ ムの設計 に対 す る誤解 を もた らす よ うな シ

ステ ムの 変 更、 あ るいは大 量 の デー タを処 理 す る こ とに よって得 られ る経 験

の獲得 は この フェー ズで行 な わ れ るべ き もので ある。

ひ とた び 主要 な ラ ン ドマー クが うち たて られ る と、 そ れ らは い くつ かの 役

立つ管理 の要 素 と して の ラ ン ドマー ク に分割 さ れ る。 例 え ば、 作 成 の フ ェー

ズにお いて は、 プ ログ ラ ムは個 々 に1つ の単位 と して設計 さ れ、 コ ーデ ィン

グさ れ、 テス トされ る。 これ らの要 素 の1つ1つ が こ の フェー ズにお け る ラ

ン ドマー ク とい うこ とに な る。

開発 フニロ セス は、 ある 時 には一 線 に並 ぶ べ きで あ る よ うな 多 くの平 行 して

進め られ る活 動 か らな って い る。重 要 な ラ ン ドマ ー クは、 シス テ ム プ ロセ ス

にお いて平 行 に進 め られ て い る努 力 を一 つ に結 び つ け る もので ある。 例 え ば

開 発 プ ロセ ス の さ ま ざま な時点 にお い て、 プロ グ ラム設 計、 手 続 き設 計 あ る

いは移 行計 画 の領 域 な どは、 比 較的 独立 に仕 事 が進 め られ てい る。 そ れ ゆ え・

かん じんな チ ェ ック ポイ ン トに くるたび に、 これ らの努 力 が調 整 さ れ・1つ
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の トー タル デザ イ ンへ と統 合化 され るべ きで あ る。

原 則5プ ロジ ェ ク トの 中止 を恐 れ るな

シス テム プ ロ ジェ ク トを、 ス テ ッ プに分 け られ た開 発 サ イ ク ル に ブ レー ク

ダ ウンす る こ とに よる もっ と も大 きな利 点は、 開 発 ス テ ッ プのいず れ の終 了

時点 で もプ ロ ジェ ク トを 延期 した り、 中止 した りす る こ とが 可 能 に なる こ と

で ある。 図3-1は 、 開 発 サ イ クル で の コス トと時 間の消 費 につ いて の 合 理

的な 範 囲 を示 して いる。 これ に よれば 、 プ ロジェク トをそ の 段 階1が 終了 し

た時 点 で 中止 す る のは、 経 済 的 に もさ して痛 手 とは いえな いが 、 い っ たん、

あ るプ ロ ジェク トに段 階2(作 成 の フェー ズ)に 進 む許可 が 与 え られ た とす

..、・る と、 そ の金 額 の 支 出は きわ め て大 きな ものに なる で あ ろ う。

人
間

の
平
均

作
業
量

爪

ス テ ー ジH

シ ス テ ム の 作 成

ス テー ジ 皿

シス テ ムを稼 動

状 態 にす る

,

ス テ ー ジ1

シ ス テ ム の 定 義

、

40%か ら50% 40%か ら50%

5%か ら20%

!

35% 70% 100%

時 間

凡 例

開発 の段階

プ ロ ジェク トの 人 的 コ

ス ト の パー セ ン テー ジ

図3-1シ ス テ ム開 発 サ イ クル で の時 間 とマ ンパ ワー の必 要 量
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開 発 サ イ クル の も う1つ の見 方は、 その現金の支出 と失敗 の危 険 とい う観 点

で あ る。 図3-2を み る と、 や は り定 義 のス テ ップが決 定 的 で あ る こ とが わ

か る。 この ステ ッ プで 重大 な決定 が なさ れ るこ とに な る。 この 図 を みれば 、

い くつ か の点 につ い て も指 摘 をす る こ とが で き る。

まず 第1に は、 もっ とも才能 が あって 創造 的 な人 間 が開 発 プロ セス の初 期

に要 求 され るこ と。 第2に 、 定義 の プ ロセ ス を 短期 間 で切 り上 げ る割 合 は少

ない。 とい うのは も し省 略 す れ ば、 開 発 を担 当す る者 は いず れ 非 常に 多大 な

コス ト増 加 を 覚悟 して、 も う一 度 もどっ て こ な くては な らな くな るか らで あ

る。 第3に は、 あ る程 度 の 利害 関 係 を も って い る ものは すべ て、 この シス テ

ム定 義 承認 の サ イ クル に参 加 す べ きで ある。 とい うのは、 プ ロジ ェ ク トに含

まれ る範 囲 を変 え る こ とが で き るのは この段 階 だ か らで あ る。 この変 更 は マ

ネ ジメ ン トの 目標 に 合致 さ せ る とい う観点 に た つ こ とに よって、 もっ と も容

易に影 響 を与 え る こ とが で きる。

危

険

の

増

加

一

荷 的失敗の危険

ア プ リケー シ ョンの 累 積 コス ト

シス テ ムの 定 義 シス テ ムの作 成 システムを稼 動 状 態にする

図3-2コ ン ピュー ター アプ リケー シ ョン の 危 険 と コ ス ト
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原 則6関 連 す る とこ ろで は、 マ ネ ジ メ ン トを参 加 させ る

解 決 さ れ ねば な らない基 本 的 な 問題 が2つ ある。(1}組 織 に もっ と も大 きな

利益 を も た らす プ ・ジ ェク トが 選 択さ れ、 明確 に さ れ るべ き であ る。 ② 選 択

され た プ ロ ジェ ク トは効果 的 に達 成 され るべ きで ある。

プ ロ ジェク トを選 択 し、 そ の仕様 を 決定 す るの は 、 開発 サ イク ル の中 の定

義 の フェー ズ で遂行 され るこ とに なる。 システ ム活 動が 、そ の活 動 の行 な わ

れ て い る組織 の ゴ ール に敏 感 に 反応 を示 す の は この 時点 しか な'いの で ある。

シス テ ム活動 に よ って助 け られ るマ ネ ジ メン トは、 定 義 の フェ ーズ にあ る

プロ ジェ ク トを注 意深 く吟 味 す る こ とに よっ て、 シス テ ム活 動 にお け る、 そ

のマ ネ ジ メン トの も っ と も重 要 な 責任 を遂 行 す る こ とが で き る。 この時 点 で

な らば 、 シス テム活 動 の 方向 を再 び設 定 しな おす こ とが で き る。 い っ たん仕

様 が 承 認 さ れ る と、 そ の結 果、 非 常 に高 い開 発 コス トを支 出す る約 束 をす る

ととも に、 ビジネス を行 なってい く上 で固定費 に な るで あ ろ うシス テ ム稼 動

の費 用 を認 め るこ とに なる。

適 切 な吟 味 をす る為 に は、 シス テ ム を使 うユ ーザ ー と利 用可能 な少 な い リ

ゾース を最 終 的 に分 配 すべ き立 場 に い るマ ネ ジ メン トの両者 が、 精 密 な検 討

と評価 が 行 な え る よ うに、 定 義 の フ ェーズ で作成 され た仕様 書 が 設 計 され て

い る こ とを、 シス テ ム活 動 の 中 で確 認 すべ きで ある。

プ ロ ジェ ク トの技術 的 な フェ ー ズが い っ たん 始 ま ってしま うと、 マ ネ ジメ

ン トの管理 が効 果 的 に行 なえ る のは 、 そ の プ ロ ジ ェ ク トが め ん ど うな こ とに

なっ て いる こ とを知 らせ る早期 …警戒 シス テ ム(earlywarningsystem)

　

に限 られて しま うこ とに な る。 これ を行 な うため の標準 的 な手 法 は た くさん

あ る。 バー トチ ャー ト、 プ ロ ジェ ク ト管 理の ネ ッ トワー ク、 月 毎 の 開発 予 算

の推定 な どが例 と して あ げ られ る。 技術 的な 開 発 フ ェーズ を監 視 す る こ とは
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マネ ジ メ ン トの 関 心 を もつ ところで あ るけ れ ど も、 それ は、 特定 の組 織 に も

っ と も適 してい るプ ロ ジ ェ ク トを選 ぶ こ とほ どむ ずか しい も ので はな い。

原 則7人 間が 問題 で ある

知 識 を必 要 とす る作 業 の 特色 は、 製 品 を開発 す る ときに関す る投 資 に 比べ

て極 め て高 い とい うこ とで あ る。 これ は どん な開 発 活動 にお い て も普 遍 的 に

真実 で あるば か りで な く、 特 に情報 シ ス テ ムの開 発 にお いて は 明 らか で ある。

次 に示す の は、 情 報 シ ス テ ム と新製 品 開 発 サ イ クル にお け る人 間 と設備 の関

係を 比較 し た もの で あ る。

●

定義 の フェーズ

作成 の フ ェーズ

稼 動 の フェー ズ

新製品開発

ほ とん ど人間だけ

人 間 よりも設備 に よ

り重 きがおかれ る

主 として設備が中心

になる

情報 シ ステム開発

ほ とん ど人間 だけ

ほ とん ど人間だけ

主と して設備が中心 に

情 報 シス テ ム開 発 活動 の稼動 段階 で は主 と して設 備 が 中心 とな っ ては い る

が、 イ ンプ ッ トの移 行 に関 して は相変 らず 人間 が 主要 な役 割 を 果 してい る。

この よ うに して、 人 間 の問題 が シス テ ム の開 発 とそ の稼 動 の両 者 に関 連 して

い・る こ とが わ か るo

プ ロジ ェク トのス タ ッフで あ る開発 担 当 マ ネ ー ジ ャー(development

manager)は 不 適 任者 を最 小 にす ると い う問題 に当面 してい る。 も し彼 が

人事 シ ステ ム(pesonnelsystem)を 開 発 し よ うとす れ ば・ 彼 の部 下 で あ

るプ ロジ ェ ク トマネ ジ ャー は例 え ば 次 の ような特 性 をも って い な けれ ば な ら
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なし(∩

Lシ ス テ ム開発 プ ロ ジ ェク トを管 理 した経験 が あ る。

2.人 事 シス テ ム の技術(art)の 事 情 を知 ってい る。

3.組 織 内 での 人 事 の 実 情 を 知 って い る。

4.人ttシ ス テ ムに役 立 らそ うftハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェアに つい て の知

識 を も って い る。

そ して彼 は 次 の よ うな意 見 を も って い る。

1.非 常に 疑 い 深 い 見万 をす る ル ネ ッサ ンス 人(Renaissanceman)を 見

つ け 出す 。

2.シ ス テ ム プ ロ ジ ェク トを管 理 した 経験 を も った 人間 を見 い 出 し、 上 にの

べ た4つ の カテ ゴ リー に っい ての十 分 な知 識 を彼 に与 え る為 に、 勉 強 時 間

を確保 してや り、 それ を助け る意 味 で、相 談 相手 に な って や る。 も らうん

これ は 長 くか か る こ とに な るで あろ う。 とい うのは、 ある適 当 な レベ ル に

達 す るま では、 い い仕 事 が なされ る こ とは 期待 で きない か らで あ る。

3・ シス テ ム開 発 プ ロ ジ ェク トを管理 した経 験 を も った 人間 を中 心 と した

チ ー ム を作 る。 彼 らは 共 同 して働 く とい うことを学 ぶ 時間 を必 要 とす るの

で、 チ ー ムが 働 き出す に は 時 間が か か るで あろ う。 けれ ど もチ ー ムの メ ン

バ ーか ら引 き 出さ れ る専 門的 な知 識は、 開発 され る シス テ ム をす ば らしい

もの に す るはず で あ る。

4.プ ロジ ェク トを あや ま って 管 理 す る。

多 くの プロ ジ ェク トは 確か に管 理 を誤 ま ってい る。 とい うの は こ こで述

べ た2と か3と か の 万 式 を採 用 して い ないか らで あ る。 大 規 模 な プ ロ ジ ェ

ク トチ ー ムに よるア プ ロー チは 好 ま しい 万法 で あ る。 プ ロ ジ ェク トが 小 さ

くな れば な るほ ど、 プ ロ ジ ェク トチ ー ムの管 理 とい う ものの 重 みが 小 な く
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な る し、 情 報 の ニー ドに 応 じて プロ ジ ェク トマ ネ ー ジャー 自身が 必 要 とす

る知 識 を 開発 す れ ば すん で しま う。

シス テ ム 開発担 当の マ ネ ー ジャ ーが も つと も関 心 を もつ とい うのは、 現

在進 行 中 の プ ロ ジ ェク トを成 功さ せ るの に必 要 な経 験 レベ ル では な くて・

十 分な 計 画 を た て る のに要 求 され る経 験 レベ ル で あ る。

原 則8シ ス テ ム開発 は く り返 しの過 程 で ある。

大 規模 で複 雑 な プ ロ セス を 理解 す る こ とは 極 め てむ つか しい。 まず 第1に

全体 的 な姿(bigpicture)を 見て そ れ を理 解す べ きで あ り、 それ か ら、

そ れ を完 全 に 理解 で きるま で 細か くき り下げ てい け ば よい こ とは、 本 能 的 に

わか る ことで あ る。

前 で述 べ た 学 習 に た とえ られ る シス テ ム 設計 に おい て もや は り全体 的 な 姿

が ま ず 描 かれ る。 そ れ か ら、 プ ロ グ ラ ミング レベ ル で の完全 な 仕様 書が 書 け

る とこ ろま で段 々 に細 か く して い って 定 義 され るべ きで あ る。 シ ス テ ムデザ

イナ ーは、 概 念的 な レベ ルか ら非 常 に細 か い レベ ルに い た るま で の シス テム

開発 にお いて は、 数 多 くの くり返 しが行 な われ る こと を認 識す る必要 が あ る。

個 々の く り返 しを区 別す る こ とは、 段階 が 進 むに つれ て 徐 々に そ の 数が 増

して くる次 の 設計 段 階 に参 加す る 専 門家 達 に シス テ ムの 内容 を教 え るの に役

立 つ シス テ ムの概 念 的 な記 述 書 を書 くの に もま た便 利 で あ る。 設計 の く り返

しの 数 が 合 理 的 に 最 小 で あ る と思 え る ような 開 発 サ イ クル を 設定す る とい う

こ とは、 十 分 に考 慮 さ れた シス テ ム を開 発す るの に 大い に 効果 が あ る。

原 則g実 行 可 能 性 の あ る設計 の代 替 案 をで ぎるだけ た くさん 考 え る

正確 に文 書化 され た く り返 しの プ ・セス は、 シス テ ムの最 終 的 な 設計 が 初

期 の設 計 案 に あ る改 善 をほ ど こ した ものに な っでい る とい うい く らか の 確 信

を.与え る。 あ る意 味 で、 個 々 の く り返 しは1つ の 設計 代 替 案 と して考 え る こ
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とが で きる。 とい うのは、 前 回の くり返 しでの もの の 見方 を文 書化 して お け

ば、 も しそ の概 念 の 中 で経験 的 に うま く働か ない ものが あれ ば、 そ れ を新 し

い概 念 も し くは よ りよい概念 と と りか え る こ とが で き る。

一 般 的 に、 この く り返 しの 過程 では ものの 見万 が保 全 され る。 これ に よっ

て シス テ ム 設計 での もの の 見 万が 原 因 とな って、 悪 い シス テ ム を作 る可 能 性

が 減 少す る。 また、 解決 の 為 にさ らに 別 の シス テ ムが 必要 とな る よ うな一 般

的 な 問題 を解 く為 の 別の ア プ ロ ーチ を探 し求 め る とい うムダ も省 くこ とが で

きる。 これは 定 義 の 過程 に お い て 設計 の代 替 的 な設 計案 を探 す こ とだ け で達

成 す る こ とが で き る。 しか し多 くの 場合 に 見 られ る よ うに、 設計 チ ー ム を代

替的 な 設計 案 の 開 発ス テ ップか ら遠 ざけ て しま うよ うな心 理 的 な環 境 を、 プ

ロ ジ ェク トの初 期 に 作っ て しま う ことに な るのは 人 間の本 性 で あ ろ うか。

こ こで代 替 案 を評価 す る こと と代替 案 を開 発 す る ことの違 い を 明 らか に す

るの は 必要 で あ る。 い ろい ろ な複 雑 さ を も った シス テ ムに 合 い て、 プ ロ ジ ェ

ク トチ ーム に合 理 的 に十 分 よ く考 え られ た シス テム の代替案 を開 発 させ るチ

ャンス はそ ん なに 大 きな もの では ない。 設計 の プ ロセスの 初 期 に 開 発 され た

考 え 万 に よ って、1つ の 設 計案 が よい もの だ と思 って しまつ た り、 他 の 設計

案 が作 られ た と して もそ れ には らよつ と した注 意 しかむけ な くな る のが 普 通

で ある。もし設 計 の代 替案 を開 発 するこ とが本 当 に望 ましい ことな らば 、これ を行

う もっ と も遠 い 万法 は、 競 争 関係 に ある 設計 チ ー ムを作 り、 そ の 勝者 に提 案

した シス テ ムの 開 発 をまかせ る よ うにす る こ とで ある。

設 計 の代 替 案 に ま でた ど りつ く独 立 的 な もの が た くさん あれ ば、 見方 は 個

人 的 な もの で あま り管 理 され てい る とはい え な いが 、 それ ら を評価 し、 も つ

とも適 切 な 設計 案 を 選ぶ こ とは 可 能 で あ る。

設計 の代 替 案 は それ を開発 す る為 の 支 出に 値 い す るの で あろ うか。 も しそ
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うで あ った と して も、 設計 プ ロ セス の各 々の く り返 しの 中で それ が 必 要 であ

ろ うか、 そ の 答は 「イエス 」 で あ り、 シス テ ムが 高度 の リス ク を も ってい る

と き、 す な わ らそ の実 現可 能 性 が 問題 とた って い る と迭に は、 特 に 必要 で あ

る。 設計 代 替 案は 初 期 の 設計 の く り返 しにお い ては 大 きな イ ンパ ク トに な り

え る。 シス テ ムが 技 術 的 な面 で革 新 的 で あれ ば あ るほ ど、 設 計の 代 替 案 に対

す るそ の 重 要 性は 増 して くる。

ま とめ て み る と、 シス テ ム設計 の過 程 に合 いて 代替 案 を作 る よ うに 強 制す

る こ とは、 満 足す べ き設 計が 導入 さ れ るの を 保証す る為 の 重 要な 万 法 で ある。

原 則10大 き く前 進 す る最 良 の万 法は 、 手頃 な 幅 で 少 しつ つ前 へ 進 む こ

とで あ る。

〔ケース1〕

我 々は 組 織 の 管理 活 動 を実行 す る シス テ ムの導 入 を提 案す る。 この シス テ

ムは 次 に示 す 機 能 を含 む こ とに な る の で あろ う。

・ 受 注 処 理(OrderProcessin9)

・ 伝 票 事 務(Billing)

。 受 取 り 勘 定(Accountsreceivable)

・ 顧 客 配 達 情 報(Customerdelivevyinformation)

・ 工 場 出 荷 伝 票 の 作 成(ProduceshipPingordersatplants)

・ 給 料 記 録(Payrollrecords)

。 人 事 記 録(personnelreoords)

こ の シ ス テ ム は 、 オ ン ラ イ ン 稼 動 を1て い て 、 最 高 応 答 時 間 が5秒 で あ る

よ うな デ ィス プ レイ装 置 を 活 用す る こ とに な ろ う。

この シス テ ムの 開 発費 用は1千 万 ドルで、 シス テ ム導入 に5年 か か る で あ

ろ う。
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上述 の よ うな シス テ ム を要求 して も、 それが プ ロ ジ ェク トで、 高 い 信頼 を

か もし 出す こ とは 普 通 あま りない ようで あ る。

〔ケ ース2〕

も し提 案 が うけい れ られ る な らば、 さ らに 次の よ うに続 け る ことに な る。

我 々 はま ず この シス テ ムの 中の 売掛 処 理 モ ジ ュール を、 期 間2年 間 、 コス

ト50万 ドル内で 導入 す る計 画 をた て る。 そ れ に よつて、 プ ロ ジ ェク ト全 体

の 設 計概念 を明 らか にす る と と もに、 で きるだ け正 確 な セ ケ ジ ュ ール とコス

トの 推定 を行 な うこ とが で きる。 また、 た とえ プ ロ ジェク トの 残 りが 大 き く

変 更 され た り、 あ るい は中 止 され た り して も、 受取 り勘 定 モ ジ ュール は そ れ

だけ で も役 立 つ もの で あ る。 この よ うにア プ ローチ す れば、 確か に プ ロ ジ ェ

ク トでの この シス テ ムに対 す る信 頼 は 増す ようで あ る。

シ ャ ー マ ン ・ ブ ル メ ン ソ ー ル(ShermanBlumentha1)は 、 彼 の 著 書

"マ ネ ジ メ ン ト イ ン フ
ォ メ ー シ ョ ン シ ス テ ム"の 中 で 、 ビ ジ ネ ス の 機 能 的 な

な 分 野 に お け る 情 報 シ ス テ ム は コ ン ポ ー ネ ン ト(こ れ を 彼 は モ ジ ュ ー ル と 呼

ふ)か ら な つ て お り 、 こ れ ら は 独 立 に 開 発 で き る と 主 張 し て い る 。 彼 は ま

た 、 コ ン ポ ー ネ ン ト同 志 の 関 係 を 明 らか に し て 、 シ ス テ ム の 関 係 を 調 整 す

る 時 間 を 最 小 に す る 為 に 、 近 接 シ ス テ ム(adjacentsystem)を 導 入 す

る こ と を 提 案 し て ρ る。共 通 の イ ン タ ー フ ェ ー ス フ ァ イ ル を も っ て い る と

き そ の シ ス テ ム コ ン ポ ー ネ ン トは 近 接 し て い る と こ こ で は 定 義 す る 。

仮 説1で 指 摘 し た よ う に 、 情 報 シ ス テ ム は 一 種 の 資 本 投 資 で あ る 。 そ して

す べ て の 資 本 投 資 は 失 敗 の リス ク に 応 じ て 割 引 き さ れ る べ き で あ る 。 「確 か

な も の は 死 と 税 金 だ け で あ る 」 と 言 わ れ る の と 同 じ よ う に 、 情 報 シ ス テ ム に

つ い て は 、 「コ ス トは よ り 高 く、 期 間 は よ り 長 く、 効 果 は よ り 少 く な る こ と

一45一



は確 か で あ る。 」 それ ゆえ システ ム開 発 を うま く進 め るた め には、 小 さ な一

歩 よ りもは るか にむつ か しい 大跳 躍 の 幅 をせ ば め る こ とで あ る。

情 報 シス テ ム を開 発す る理 想 の 方 針 は、 開 発 をい くつ か の段 階 に 分け て、

そ の各 々で の コス トが リス ク の程度 に 経済 的 に 見合 う よ うに 設定 さ れて い て

過去 の 段 階 で の経 験 が 有 効 に 使え る ようにす る こ とで あ る。

図3-3に この 考 え 万が どの よ うに シス テ ムに適 用さ れ るかが 示 され てい

るo

この タ イプ の プ ロ ジ ェク トでは、 最 初 に全 体 的 な実 行 可 能性 が 検 証 され る

べ きで あ る。 そ れ に 引 き続 い て、 そ れ ぞ れ のサ ブ プ ロ ジ 三ク トの経 済 的 な 妥

当性が テス トされ るべ きで あ る。一

この や り万 は トー タル イ ン フ ォ メー シ ョン シス テ ム を開 発 す る現 在 流行 の

もの とは 矛 盾 してい るが、 展 開 的 で あ る とい う利 点 を持 っ て い る。 これ は い

まま で積 み あげ て きた 経 験 を使 う もの で、 ほ とん どの 大規 模 シス テ ムの 開発

に利 用 され てい る もの で あ る。

ま とめて み る と、 開発 計 画 を立 て るに あた って は 個 々のス テ ップの長 さ を

考 慮 に いれ て、 そ れ を ど こま で小 さ なス テ ップに分 割す る ことが可 能 で あ る

か を見極 め る こ とが 必要 で あ る。

原 則11疑 い の あ る ときは 文 書 に

これ をす るの に は 次 の よ うな 良い 点が あ る。

1.定 義の 段階 に続 い て、 そ れ よ りもさ らに 細か い 個 々の 設計 段 階 に うつて

い くこ とに な る。 設計 のそ れ ぞ れ の レベ ルで、 そ れ を紙 を 上 に書 くこ とに

よ って、そ の 弱 点 を明 らか にす る と と もにそ の改 善 を行 うこ とが可 能 に な

る0

2、 良い 文 書 化 は1つ の 設計 道具 とい え る。 とい うの は、 ア イ デ ア を表現 す

一46一



るこ とに な る と、 明 確 でま とま つた 言葉 を使 うこ とにな る。 そ うす る こ と

に よって 必 然 的に 良い デ ザ イ ンが 生 まれ る こ とに な る。

3・ 仕 事 には 流動 性 が あ る し、 内部 的 に再 び 割 り当て が変 る こ とも あ るか ら

必ず し もプ ロ ジ ェク トが 連 続 して進 め られ る とい うこ とは ない。 そ れ ゆえ

良い ア イデ を書 きとめて 残 して おか な い と、 そ れ らは失 われ、 そ れぞ れ の

設計 の くり返 しに おい て 再 び 創 り出され る ことが な くなつて しま う。

4・ 十 分 な文 書 化が 行 な わ れな い 限 り、 情 報 シス テ ム 開発 プ ロ ジ ェク トの あ

る フ ェー ズが完 成 した とは 思え ない。

5・ 開 発 プ ロセ スの 各段 階 にお い て、 品質 の 高 い文 書化が なさ れ な い と、 役

に立 つ よ うな吟 味 や承 認 の 活動 は 行 な え ない こ とに な る。

6・ プ ロジ ェク トの い ろい ろな段 階 で の 文書 化 が うま く行 な わ れれ ば 、 そ れ

は シス テ ム ライ フ を通 して積 み あげ られ 、 適 切な シス テ ム保 全 を行 うの に

必要 とな る最 終 的な 文 書 を作 りあげ る為 の もつ と低 コス トな ア プ ロ ーチ に

な る はず で あ る。

もつ と一 般 的 に い えば 、 文 書 では シス テ ムの 定 義 に 関す る事 項、 定義 の文

書化 に 関 す る事 項 、そ の 文 書 の連 絡 と導入 に関 す る事 項 の3つ が 明 確に 区 別

され て い るが ゆ え に たい へ ん 重要 で ある とい うこ とに なる。
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原 則12設 計 プ ロ セス を構 造す る為 に文 書 を使え

文書 化 が保 守 的 な 意味 での 管 理の 道具 と して 使 われ る とは 必ず しもい え な

い。 これ は 設計 プ ・セス の あ る 部 分の 構 造 を作 るの に も役立 っ こ とが あ る。

説 明の 為 に、 開 発 プ ロセス の あ る時 点 にお い て、 詳 細 な プ ロ グ ラ ム仕 様 書

が作 りあげ られ た もの とす る。 こ こで 設計 が どれ だけ 完成 さ れ たか を定 量 的

に 指適 す るこ とは不 可 能 で あ る。 しか しなが ら、 これが 次に 示す よ うな項 目

の リス トは 少 な くと も含 ん で い な くては な らない と指 適す る こ とは で きる。

◆ シス テ ムのす べ て の 分野 に わた って
、 個 々の プ ログ ラムの 名 前、 大 きさ、

コー デ ィングの 構 造、 範 囲 、 そ の使 用 万法 が 記述 去れ てい る こ と。

。 シス テ ムのす べ ての 分野 で対 象 とさ れ る物理 的(physical)か つ論 理

的(]ogica1)レ コー ドの 定義 が さ れて い る こ と。

'シ ス テ ムのす べ ての プ ログ ラム につい て、 そ の 機 能や プ ロ グ ラ ム間 での

デ ー タの流 れ と と もに モ ジ ュー ル フ ローチ ャー トに おけ る 各 プ ログ ラムの

ク ロス リファ レ ンス が記 述 され・て い る こ と。

・ 各 分野 で現 われ る フ ァイ ルの リス ト

・ 各分 野 で現 われ る プ ログ ラ ムの リス ト

デザ イナ ーに、 これ らの 項 目に つい て 文書化 の要 求 を満 た す よ うに 強 い る

こ とに よって 、 結果 と して は、 効果 的 に 設計 の 吟 味 をす る こ とが で きる よ う

な、 順 序だ って い て シス テマ テ ィ ック な プ ログ ラム設 計が行 な われ る こ とに

な る。

設 計 プ ロセス を構 造化 す るこ とに は十 分な注 意 をす べ きで あ る。 あ る線 を

越 え る とそ れ は 単 純 には 受け いれ られ ない もの に な る。 とい うのは デ ザ イ

ナ ーや プ ログ ラマ ーは 自分達 の仕 事 を進 め るに あた つて は あ る程度 の 自由を

欲 っ してい るか らで あ り、 過度 π構 造 化ず け て しま うと設計 プ ロセ ス におけ
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る創造 的 な要 素 が そ こな われ る。

設計 プ ロセス に 合 け る構 造 化 の程 度 は 次の2つ の 要 求 を満 足さ せ るもの で

な くては な らない。

1.こ れが、 解決 しな けれ ば な らない 典 型 的な 設 計 上 の 問題 のほ とん どを履

ってい る こと。

2.こ れvaよ って、 設計 案は 態 深 い 吟味 が で きる よ うな形 で 表現 され・ 開

発 サ イ クルの 後 続 の フ ェー ズ で活 用す る こ とが で きる こ と。

原 則13グ ル ー プの仕 事 の 進 み具 合 をチ ェ ック し、 それ らの 間 での バ ラ

ンスの とれ る よ うに。'

と り組 み 易 い 問題 だけ を取 り扱 ● う とす るの は 人間 の 基本 的 な特 性で あ る。

プ ログ ラムの専 門 家は プ ロ グ ラ ムの 設計 を 好む し、 シス テ ム分析者 は プ ロ

グ ラム とユ ーザ ーの 間 の イ ン ター フ ェース π 関す る問 題 を好 む もの で あ る。

これ らのス ペ シ ャ リス トをそ の ま まπ して 分 く と、 彼 らの 設計 した シス テ

ムは 必然 的 に彼 らの 指 向 を反映 す る こ とにな り、 作 り出 され 、 導 入 され た シ

ス テ ムは ア ンバ ランス な もの に な ろ う。 この 傾 向 をな くす も っ とも よい 万 法

は、 シス テ ム開 発の 構造 の 中 に、 設計 問 題 に対 して異 った観 点 を もってい る

グ ル ープの 間 で のチ ェ ック を行 い、 そ れ らの 間 で の バ ラ ンス を とる シス テ ム

を組み 入 れ る こ とで あ る。 吟 味 を す る時 点に お い て、 各 グル ー プ独 自の要 求

に関す る主 張が 必 ず し も、 設計案 を変 更 させ る こ とには な らな い よ うに す る

こ とに よって、 バ ランス の とれ た 良い 設計が で き る こ とを 目指 す。 そ の プ ロ

セス を経 験 した だれ もが 知 ってい る よ うに、 これは た い へん つ らい こ とで あ

る。 けれ ど も、 関 係 して い るす べ て の人 の 要 求す べ て を満 足 さ せ る よ うな・

合 理的 な 設計 案 を 作 り出 す 自身 を もたせ て くれ る よ うな うまい 万法 は ない の

で ある。 開発 プ ロセ ス に 関連 す る人 々の典 型 的 な リス トは 次の 通 りで あ る。
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法 律 専 門家、 監 査 に あ た る人、 あ るいは これ らに似 た人 々.

これ らの 人 々はそ れぞ れ 異 った観 点 を もつ て お り、 多 くの組 織 に お い て は、

他 の 人 々 とい つ で も連 絡 を とれ る立 場に い る こ とは 少 ない。 開発 サ イ クル の

あ る適 当な 時 点 で、 吟味 と承 認 を行 な う ことで、 興 味 を も つて い る 個 々の グ

ル ープの 注 意 を よび 起 して、 そ れ らの人 々の参 加の も とに この吟 味 を続 け る

こ とに よって、 よ りよ く、 よ り信 頼性 の ある シス テ ムが 作 り出さ れ る こ とに

な るo

い くつか の例 を あげ て み よ う。

1.実 行 手 順書(runbook)を 認 め、 デ ー タセ ン ターの シス テ ム管 理手 順

を認 め る こ とに よつて、 これ が シス テ ム稼 動が ス ムーズ に行 なわ れ る よ う

な あ る レベ ルま で 書 き下 され る ことに な る。

2.シ ス テ ム分析 者 に よ って 作 り出さ れ た シス テ ムでの 要求 さ れ た 機 能 に 関

一51一

マ ネ ジ メン ト 彼 らがだ れ で あ るか 我 々は 知 ってい る。

ユ ーザ ー シス テ ム を望ん でい てそ れ を導 入 し ょうと してい る人

達。

デ ー タセ ン ター シス テ ム を作 り出 し、 情報 を処 理 す る工 場 の よ

うな もの。

シス テ ム分 析者 一 シス テ ムを定 義 し、 開 発サ イ ク ル を活 動させ る ,

人 々。二 股 的 には、 プ ロ ジ ェク トマ ネ ジメ ン トの

機 能が この グ ル ー プに付 ず い して い る こ.とが 多い。

プ ログ ラマ ー 設計 案 を意 味 の あ る コー ドに変 換 する 人 々

手 続作成 者 実務 部 門の 為 の マ ニ ュア ル を作 り出す仕 事 に 当 る人

々o

そ の他 外 部 に い る人 々で、 そ の シ入 テ ムに興 味 を も ってい る人。



す る記述が 、 プ ロ グ ラマ ーが プ ログ ラム設計 を行 うの に 適 切 で ある と彼 ら

が 同 意す るのは 、 開 発 プ ロセス の定 義 段 階 での 設計 デ ー タが 適 切 な レベ ルで

あ る場合 に限 られ る。

原 則14計 画 を立 て る こ とが で きな けれ ば 、 実行 は で きない

個 々の シス テ ムプ ロ ジ ェク トが特 異 な面 を持 ってい る こ とは、 不 幸 な こ と

で は あるが 事 実 で あ る。 「この プ ロ ジ ェク トの シス テ ムテス トを・どの よ うに

行 な うのか 」 とい った 質 問 に 対 して 「心配 す る な、 そ れは す で に 終 ってい て、

必 要 に な った らい つ で もや るさ 」 とい った 答が 返 って くる こ とが しば しば あ

る。 悲 しむべ き こ とで あ るが 、 同 じ人達 が 次 の 時 には 異 った 答 をす る もの で

あ る。

細 かい とこ ろは どの ように計 画 す べ きで あろ うか。 設計 の く り返 しと らよ

うど同 じ ように、 シス テ ム プロ ジ ェク トとい う ものは、 全 体 的 に細 か く計 画

す るの には 大 規 模す ぎ る こ とが 普 通 で あ る。 一 般的 な原 則 と して は、 そ の細

か さ の程 度 が ど うあれ 、 プ ロ ジ ェク トマ ネ ー ジ ャーが、 そ の全 体 的な プ ロ ジ

ェク トをあ る と ころ ま で レベ ル ダ ウ ンす る ことは 可能 であ る。 しか しな が ら、

細 部計画 に つ い て は彼 が 関係 す る こ とに な る次 の ス テ ップでの 活動 の 主 要 な

集 合 と して開 発 さ れ る ことが 重要 で あ る。 この ように して、 シス テ ムの 定義

か らシス テ ムの 作成 に 移 る 時 点で、 プ ログ ラムや 手続 きの 作成 あ るい は これ

らを シス テ ムテ ス トへ 統 合化 す る為 の 細 部に わ た る計 画 が準 備 され るべ きで

あ る。

シス テ ム プ ロ ジ ェク トを計 画 す る為 の 理想 的 な 万法 は あ る ので あろ うか。

開 発 プ ロ ジ ェク トを計 画す るい くつ か の 工夫 を の せ た文 献 はた くさ ん あ る。

これ らの本 で は 、 実 行 さ れ る イベ ン トの 順序 を決 めた り、 イベ ン トの 従属 関

係 を 明 らか に した り、 あるい は 各 イベ ン トに配 分 され るべ き リソー ス を決 め
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た りす る のに、 普通 ネ ッ トワー ク手 法 を活 用 してい る。 これ は様 々 な複雑 性

を もった シス テ ム プロ ジ ェ ク トのいず れ おい て も必 要 な こ とで あ る。

ネ ッ トワー ク を保 全 し、 そ れ を報 告す る ことはほ とん どの 場 合、意味の ある

こ とで あるが 、 果 して 大規 模 シス テ ムに 拾い て は ど うで あ ろ うか 。PERT,

CPMあ るい はい くらか 変 ってい て、簡 単 な手 法の 中か らい ずれ の ネ ッ ト

ワ ーク 手法 を選択す る かは、 相 対 的 にみ て シス テ ム プロ ジ ェク トの成 功に は

さ して 大 きな 影響 を与 え てい る とは 思え ない。

組織 の 中 に計画 管 理の シス テ ム導 入 す るこ とは、 強 い 意 志 と規 律 の訓練 に

な る。 あま り複雑 な計 画 シス テ ム を導入 した こ とに よる失 敗 の結 果 をみ て も、

計 画 シス テ ムか ら得 られ る利益 に 見合 うような 程度 の 組 織計 画 シス テ ム を注

意 深 く導 入 す るの が得 策 で あ る。

開 発 の次 の段 階 ま で に完 成 さ れ るべ きタス クの リス トでは、 タス ク間 の従

属 性、 ある いは 要 求 さ れ る リソース 等 の項 目に っい で の十 分 な 定 義が なさ れ

るべ きであ り、 報 告 シス テ ムは 、 これ らの タス クが どれ 位 うま く達成 さ れ た

か を示 す よ うに 作 り出さ れ るべ きで あ る。 シス テ ム努 力の 範 囲が そ れ 位 で あ

れ ば、 精巧 な ネ ソ トワ ーク を書い た り、 保 全 した りしな い で も普 通 は うま く

行 方え るは ず で あ る。 も し シス テ ム努 力の範 囲が 非 常 に大 規 模な もの で あれ

ば、 たぶ ん 人手 に よる 報 告 シス テ ムでは 追 い つか な くなつ て くるだ ろ う。

プ ロ ジ ェク トマネ ジ メ ン トシス テ ムは、 シス テ ム分析 者 に プ ロ ジェク トに

関連 した様 々な タクス を 明確 にす る よ うに しい る と きに、 役 に 立 つ 道具 と し

て、 最 近市 場 に現 われ 始 めて ぺた 峯の であ る。 これ らの シス テ ムでは、 各 々

の シス テ ム プ ロ ジ ェク トに共 通 して い る一 般的 な タス クの時 系 列 的 なデ ー タ

を も って い るか ら、 シス テ ム 分析者 が新 しい プ ・ ジ ェク トに対 面 した ときに、

そ こか ら役 に立 つ 知 識 をい ろい ろ と り入 れ る こ とが で きる とい う利 点が あ る。
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原則15手 続 きは プ ロ グ ラム と同 じ位 に 重要 で あ る。

開発 サ イ ク ル[(s・ け る 時 間 とコス トの 関係 に 示 した 図3-2を も う一 度 見

てみ る と、 も し導 入 が だ らだ ら行 な われ る と、 ア プ リケ ー シ ョン開発 のす べ

て の コス トが 失 なわ れ て しま うこ とが わか る。 導 入 に は2つ の 基本 的な 要 素

が あ る。(1)プ ロ グ ラ ムが、 本 デ ー タの様 々 な状 況の も とで 信頼 の で きる

状 態 を保つ よ うに す る こ と。.と(2)シ ス テ ム とユ ーザ ーが 気 持 よ く働 け る

よ うにす る こ とで あ る。

二番 目の 問 題 が は るか に難 か しい もの で あ る。 この 問題は、 ユー ザ ーが 理

解 す る こ とが で きて 、 合 理 的 で あ る手続 きを 設計す る ことに よつ て のみ 解 決

す る こ とが で き る。 これ を=達成 す る為 に 次の よ うなス テ ップが と られ る こ と

にな る。

1.ユ ーザ ーの手 続 き書 を書 く人達 が、 ユ ー ザ ーの 問題 をい つ で も気 にか け

る ような 組 織環 境 を 作 り出す よ うに努 力 す る。 プ ・グ ラム を担 当 してい る 部

門が 、 ユ ー ザ ーの 部 門が ど の よ うに運 営 され てい るか を 定義 す る こ とは普 通

むずか しい'もの で あ る。

2.プ ・グ ラ ムの 設 計 に 見 合 う ような手 続 きの仕 様 書 を開発 す る。

3.実 際の プ ・グ ラ ム と関連 づけ られ た 手続 きを完成 させ る。

4,プ ログ ラ ムが 導 入 され 始 め られ る 前に、 シ ス テ ムが 手 続 き通 りに適 切 に

稼 動す るか テス トを行 な う。

原則16移 行 も一 つ の シス テ ムで あ る

シス テ ムの 開発 ㌃ あた る ものは、 そ こに3つ の シス テ ムが あ る こ と を認 識

すべ きで あ る。

現 在稼 動 中 の シス テ ム、 開 発さ れ たシ ス テ ム、 そ して 現 在 の稼 動 方 式か ら

新 しい シス テ ムに 移行 す る為 の シス テ ムの3つ で あ る。
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た くさ ん の 開発 プ ロセス に おい て 、 この 移行 プ ロセスが 評 価 され て はい る

け れ ども、 フ.アイル や手 続 きを移 行 す る とい うこの 過程が、 開発 努 力 の成 功

に と って の キー ポ イ ン とな ってい る こ とま では 気 が っい てい ない こ とが 多い。

シス テ ムの 定義 段階 の で きるだ け 早 い機 会 に、 この移行 プ ・セス そ れ 自体

が 他 と異 った1つ の 開発 努 力 と して 分 離 さ れ、 独 立さ れ るべ きで あ る。

こ うす る ことに よ って、 移 行 シス テ ムに 光が あて られ、 開発 サ イ ク ルの成

功 の 要 因 πな るチ ェック とバ ラ ンス 特 性 に 関 しての検 討の 対 象 と して この 移

行 シス テム も加 え られ る ことに な る。

ま と め

2節 で述 べ られ た 問 題の 多 くは、 この 節 で 作 り出され た 原則 を 実 際 に 実行

す る こ とに よ って、 解 決 す る こ とが で きる。 この本 の残 りでは 、 ゴ ール達 成

の 為 に この シス テ ムプ ロセス に動 員 さ れ た 人 々の 助 け とな るい くつか の 基 本

的な ス トラク チ ェアル ス タ ンダ ー ドを開発 す る こ と を考え る こ とにす る。
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第4節 シ ス テ ム 開 発 サ イ ク ル は 主 要

ス トラク チ ュ ア ル ・ス タ ン ダ ー ドで あ る

概 要

プ ロ ジ ェク ト開 発 の成 功 の 基 本は 開 発 プ ・セ スそ れ 自体 を理解 す る こ とで

ある。 なさ れ て い る こ と とな され るべ き こと との 間 で の 時間 や コス トの 関係

に つ い ての 知 識 を もた ない で、 シス テ ム を閂 発す る こ とは 大西 洋 を羅 針 盤 な

しで 航 海す るの と同 じ位 むず か しい こ とで ある。

そ れ ぞ れ の ス テ ップで考 慮 さ れ結 論 を 出すべ き特 定 の事 項 と と もに、 い く

つ か のス テ ソプに よ く整理 さ れ てい る 開 発サ イ ク ルの 作業 マ ェー ズの 定 義 は、

シス テ ム ・マ ネ ー ジ ャーに と って 確か に プ ・ジ ェク ト進行 の 基本 的 な 助 け と

な る これが 基 本 的 なス トラクチ ユア ル ・ス タ ンダ ー ドで あ る。 この ス タ ン

ダ ー ドに よ って 「この プ ロ ジェ ク トサ イ ク ルの ど こにい るの か」 とか 「成 功

の チ ャ ンス は どれ 位 な のか 」 とか い った 質 問に 答 え る こ とが 可 能 に な る。

ま た この ス タンダ ー ドに よって、 前 の 節で 議論 した 原 則 をよ り容 易に 実 現

化す る とい う万 法 で プ ロ ジ ェク トライ フサ イク ル を形 成 し、 開 発 サ イ クル が

細 分 化さ れ るに つれ て 必要 と なるさ らに 細かい ス トラクチ ュア ルス タ ンダ ー

ドを開発 す る こ とが で きる。

喝

開 発 サ イ ク ル の 記 述

こ の 本 で 述 べ ら れ る よ う に 開 発 サ イ ク ル は6つ の フ ェ ー ズ か ら な っ て い る。

フ ェ ー ズ 名 称

1実 行 可 能 性 の 研 究

(FeasibilityStudy)
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皿

V

VI

開発 フ ェーズ の一 般 的 な 定 義 は 次の 通 りで ある。

の節 で 述べ る こ とにす る)

実 行 可能 性 の 研 究(フ ェー ズ1)

この フ ェーズ では 経済 的 、 技 術 的か つ稼 動 的 な観 点か らみ て、 そ の シス テ

ムが 実行 可 能 で あ るか ど うか とい う基 本 的 な 質 問 に 答える。

シス テム仕 様(フ ェー ズll)

この フ ェーズ では提 案 され た シス テ ム に含 まれ る機能 の 細 かい仕 様 書が

ユ ー ザ ーに わか り易 い言 葉 で 書 かれ るoま た いま まで の稼 動 万法 か ら新 しい

シス テ ムに移 行 す る為の 移 行 シス テ ムの 機能 の 細 か い仕様 書 も作 り出され る。

ま た ユ ーザ ーに 約 束 一され た シス テ ム の作成 に関 す る信 頼 性 を十 分 に 確 か め

る こ との で きる技術 的 な 設計 案 も作 られ る。

シス テ ム設計(フ ェーズ 皿)

この フ ェー ズ では 前の フ ェーズ で述 べ られ た 新 シス テ ムや 移 行 シス テ ムの

仕 様 に見 合 うよ らに、 あ る程度 細か い レベ ル で プ ロ グ ラム や手 続 きの 設 計が
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シ ス テ ム 仕 様 ・

(SystemSpecification)

シ ス テ ム 設 計

(SystemEngineering)

プ ロ グ ラ ム と 手 続 き の 開 発

(ProgramingandProcedureDevelopment)

導 入

(Implementation)

稼 動

(OPerations)

(さ ら に 細 か い 定 義 は 後



な され るo'

プ ログ ラ ム と手 続 きの 開 発(フ ェ;一・ズN)

この フ ェー ズ では、 プ ・ グ ラム と手続,きの 関係 をチ ェ ックす る為 の 個 々の

プ ログ ラムテス トや 限 られ た範 囲 での シス テ ムテス トを終 え てい る手 続 きの

マ ニ ュアルや プ ロ グ ラムを ま とめ あげ た、 仮の もの では あるが一 応の テ ス ト

を 終え て いて 文 書 化 さ れ た シス テ ムが作 り出さ れ る。

導 入(フ ェーズV)

この フ ェー ズ では 多量 の本 番 デ ー タに よって シス テ ムの 妥 当性が チ ェ ック

され、 それ に続 い て 古 い シス テ ムか ら新 しい シス テ ムペ の移 行 が行 な われ る。

稼 動(フ ェーズVl)

この フ ェー ズでは 稼 動 上の 要求 あ るい は デ ー タセ ン ター の環 境の 要 求 に よ

つて シス テ ムが 修 正 さ れ る。 また コス ト的 な面 での シス テ ム稼 動 効率 の 改 善

が 行 な われ る。

シ ステ ム 開発 サ イ クル と一 般 的 な 開発 ステ ップ との 関係

この 本 の残 りで も基礎 とな ってい る 上 で述 べ た 開発 サ イク ルは、 前 に述 べ

た シス テ ム開 発 の3つ の 基本 的な ス テ ップの 拡張 で ある。 表4-1で 示 さ れ

て い る ように、 シス テ ムの 定 義が3つ の フ ェー ズ に拡 張 さ れ、 シス テ ムの稼

動 が2つ の フ ェーズ に 拡 張 され てい る。

表4-1シ ス テ ム開発

シス テ ム 開発 の

一 般的 ス テ ップ

シ ス テ ム 開 発 サ イ ク ル

シ ス テ ム の 定 義

(Systemdefinition)

実行可 能性の研究

システ ム仕様
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シ ス テ ム の 成 就

(Systemsprocurement)

シ ス テ ム の 稼 動

(Systemsoperation)

シス テ ム 設 計

プ ログ ラ ム と手 続 きの 開 発

導 入

稼 動

開 発サ イ クル フ ェ ー ズの 活 用

開 発 サ イ ク ル を定 義 す るの に 良い 方 法は ない。 こ こで使 われ て い る開 発 サ

イク ルは、 そ れが 理 解さ れ 易 い とい うここ と実際 に役 立 つ とい う2つ の 理 由

か ら採 用さ れ てい る にす ぎない 。 さ らには 、 フ ェー ズ の形 で述 べ られて い る

開 発 サ イクルが 多 くの 開 発担 当の マ ネ ー ジャーに と って有 効 で ある とい う意

味 で正 しい とい うこ とが、 最 近 に な って い ろい ろな 文 献 で発 表 さ れ てい るあ

も これ を採 用 した1っ の根 極 に な つて い る。 い くつ か の フ ェーズ の 終 了時 点

の設 定 が い くらかず れ てい る こ とも あ るけ ども基 本 的 には 同 じで あ る開 発 フ

ェーズ の呼 び 万 は 人 に よ って様 々で あ る。 けれ ど も これ はさ さい な ことで あ

る。 重 要 な点 は、 開 発 プ ロセス には ラ イフサ イ クルが ある こ と とそ れ を 管理

す る為 の第1歩 は そ れ を定 義 し理 解 す る こ とで ある とい う こ とが 、 認 識 され

始 め た ことで ある。

開発 フ ェーズへ の ア プ ロー チの 類似 性 は、 私の 見方 と他の 人 達 の 開発 サ イ

ク ルの 表現 とを比 較 した表4-2を 見 れば ま った くは っき りす る。

今ま で 述べ た こ とは わか ってい た だ けた はず で あ る。 す な わ ら、 あ る組 織

の 中 で の 開発 サ イク ルが こ こで述 べ られた一 般 的 な パ ターン に 合 って い れば 、

ま たそ れ ぞ れの フ ェー ズで なす べ き仕 事 がそ の 組 織 のす べ て の メ ンバ ー に よ

っては っき り理 解さ れ てい れば、 そ れ が どの ように定 義さ れ て い る か は重 要

な こと では ない の で ある 。
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表4-2開 発 サ イクル への ア プ ロー チ 開 発 サ イ ク ル の部 類 分け

ー

O

O

l

この文献 で使われ シ ス テ ム 開 発 の 他 の 分 類

て い る シ ス テ ム 開

発 フ ェ ー ズ キ ャニ ング ブ ラ ン ドン ブ リ メ ン ソー ル オ ー リ ソ キ ー
ラ ー デ ン ギ ル

ダ ー ス リ ー ブ
カ イ ド

実行可能性の研究 実行可能 性の フ レ リ ミナ リ ィ 実行可能性 の 研究評価 調 査 プ ロ シ ェ ク ト

研究 スタデ ィ実行 評 価 マ ネ ジ の開始 と選択

可能性の分析 メ ン トの考 案

シス テ ム仕 様 細かい シ ス テ ム の 計 機能仕様書 シ ス テ ム シス テ ム調 査 シス テ ム分 析

シス テ ム分析 画の 設計 の完成 設計 と設計

と設計 シス テ ム設計

シス テ ム設計 プ ロ グ ラ ム ロ ジ ッ ク シス テ ム仕 様 プ ロ グ ラ プ ロ グ ラ ミ ン プ ロ グ ラ ム の

作成 設計 書の準備 ミ ン グ グ プ ア イ ル 設計 と作成

作成

プ ・グ ラ ム と手続 プ ロ グ ラ ム コ ー デ ィ ン グ プ ロ グ ラ ミ ン 手続 きの 開発 事務手続

きの 開 発 設計 ア セ ン ブ リ グ と テ ス ト 教 育・移行計画 シ ス テ ム テ ス

テ ス ト ファイルク リー ンア ト

文書化 ツププログラムテスト

導 入 最 終 テ ス ト 移行 と稼動 移行 と除去 移 行 並列実行 導 入

と移行

稼 動 稼 動 と保 全 監 査 シス テ ム稼 動 稼 動 修正 と保全

と保全



`

シ ステム の 定 義 を5つ の 開発 フ ェー ズ に 分 割 す る

シス テ ム開 発 の 中の シス テ ムの 定 義段 階 を実行 可 能 性の 研究、 シス テ ム仕

様、 シス テ ム設 計の3つ の フェー ズに 分 割 す るのに はい ろい ろ な理 由が あ る。

そ れ らを以 下 に示す。

1.分 割す る ことに よって 少 な く と も3つ の 設計 の くり返 しを 行 って シス テ

ムを 開発 す る ことにな り、 そ れ に よ って 良い シス、テ ムを開 発 す る チ ャ ンス

を 大 き くす る ことに な る。

2・ 分割 す る ことに よ って、 シス テ ム開 発 に興 味 を もってい る グ ル ー プが シ

ス テ ム を調査 して、 そ れが 彼 らの 目 的 に 合 ってい る こ とを 確か め る何 回 か

の機会 が 与 え られ る。 シス テ ム設 計は 最 初 の チ ェ ックポイ ン ト(実 行 可 能

性 の 研 究)で は もっ と も容 易 に 中 止 した り修 正 した りで きるが 、 最 後 の チ

ェ ック ポ イ ン ト(シ ンテ ム 設計 の フ ェーズ)で は 変更 は容 易 で は な い。 こ

れ らの3つ の フ ェーズが 終 った 時点 で の シス テ ム開 発の コス トは 大 した心

配 も しな い でそ の プ ・ ジ ェク トを中 止 で きる位 に低 い もの であ る。

3・ シス テ ムは そ れが 経 済 的 に妥 当で あ る ゆ えに(あ るい は 思 わ れ る ゆ え に)

導 入 さ れ る。 多 くの シス テ ムは、 そ の 設 計が 非 常に 細か い レベ ル ま で進 ま

ない 限 り、 正 確 な コス トを算 定 で きない ほ ど複雑 な もの で あ る。 設計 を く

り返 す たび に よ り よい コス トデ ータが 得 られ る。 この ように して、 シス テ

ム設 計 の フ ェー ズ で終 了す る シス テ ム プ ロジ ェク トにお け る コス ト見 積 り

の まち がい の 割 合 と同 じ位 にす る こ とが で きる。

4・ マ ネ ジ メ ン トは シxテ ム開 発の 初 期 の フ ェーズvatoい て 大 きな 影 響 力 を

も ってい る。 あ る意味 で、 これ が 上 の3つ の文 章 を ま とめ て い る こ とに な

る。 図の 下 の万 に6つ の 開発 フ ェー ズ を対 応ずけ て 説 明 して あ る 図4-1

は 、 シス テ ム活 動 に影 響 を及ぼ す要 因 のい くつか を表 わ して い る。 私 が 今
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ま で に経 験 を して きてい る大規 模 な処 理 シス テ ムに おい ては 、そ の開 発 あ

るい は 稼 動 コス トの ク ライテ リア と して 次の よ うな もの を使 ってい る。

開 発 コ ス ト

フ ェ ーーーーズ110,000ド ル

フ ェ、一 ズ 皿 .50,000ド ル

フ ェ ー ズm80,000ド ル

フ ェ ー ズ 皿250、000ド ル

フ ェ ー ズV250,000ド ル

稼 動 コ ス ト

フ ェ ー ズVI5,000,000ド ル

(年 当 り1,000,000ド ルで5年 の推 定)

稼 動 収 益

フ ェ ー ズVl1,250,000ド ル

(年 当た り250,000ド ルで5年 の 推定)

定 義 の段 階(フ ェー ズ1か らフ ェーズ 皿ま で)の どの 部分 に 合い て も プ ロ

ジ ェク トを中止 した り、遅 らせ た り、 全 く定 義 しな お した りす る こ とが で き

る。 そ して そ の時 の コス トは 最 大 で も、140,000ド ル で あ り、 これ は 全 開

発 コス トの 約20%、 そ の シス テ ム の推 定稼 動 コス トの 約36%。 シス テム

に よって もた らさ れ る稼 動 収益 の 約11%で あ る。 マネ ジ メ ン トの 注意 は特

に この3つ の 設計 フェ ー ズ で必 要 で あ り、 い ったん これ らが 終 了 して フ ェー

ズNへ 進 む こ とが 許 さ れれ ば 、 もは やそ こでの 質 問は 「多大 な 開発 な らび に

稼 動 コス トを得 る こ とが で きるか 」 とい うもので は な くて、 「これ らの コス

トか らい か に 価 値 を生 み 出 してい くのか」 とい う形式 に な る こ とは 明 白で あ

るo

θ

ヰ

、
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技 術 的 失敗 の リス ク

悪 い シス テ ムの リス ク
、

/

/タ プ リ ケ ー シ ョ ン の 累 積

コ ス ト

/一
}

シ ス テ ム の 定 義 シ ス テ ム の 作 成 シ ス テ ム を 稼 動 状 態 に す る

フ ェ ー ズ フ ェ ー ズ フ ェ ー ズ

1 皿 皿 m V Vl

図4-1コ ン ビ=L"一 ータ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン の リ ス ク と コ ス ト



t/t開 発 サイ クル にお け る平 行 開 発(
paralleldevelopment)の 効果

平 行 な努 力 は シス テ ムの ライ フサ イ クル を通 じて行 な われ る。 平行 な努 力

は 次 の よ うな 領 域 で行 な われ る。

(a)イ ン プ ッ ト、 ア ウ トプ ッ トあ るい は シス テ ムの コ ン5ロ ー ル とい つft-一

般 的 な領域 を含 め た 意 味 で、 ユ ーザ ーや デ ー タセ ン ターが どの よ うに シス

テ ム と関連す る のか を記 述 してい る仕 様 書 や 手続 きの 開 発

倒 以 前 の操 作 万法 か ら新 シス テ ムに移 行す る為 に 必要 とな る仕 様 書 や手続

きや プ ログ ラ ムの 開発

(c)シ ス テ ムへの デ ー タ を処 理す る為の 仕様 書 とそ の 為に 必 要 とな る プ ログ

ラム の開 発

'

(d)シ ステ ムに必 要 とさ れ るハ ー ドウ エア ーの 選択 と導 入 の検 討・ 提案 さ れ

た シス テ ムが 現 在 あ る計 算 機 構の 変 更 を要求 す る ときの み 必 要 とな る この

努 力 に つい て は この 節の 後 の 万 で詳 し くふ れ る こ とに す る。

それ ぞれ の開 発 フ ェーズの 終 了 時 点 におい て、 これ らの平 行 に 進 め られ て

い る努 力が 実 際に 他 の努 力 と適 切 に関連 して い る ど うか を、 仕様 書、 文 書・

テ ス トプ ロ グ ラム あ るいは そ の よ うな もの で、 は っき りと調査 す べ きで あ る・

この ように すれ ば 、 開 発 フ ェー ズの 終了 点に 奮い て 平 行 して進 め られ てい

る活動 の 中で す でに 終 ってい る もの が 進度 のおそ い活 動 に 追 い つか せ る為 の

、 本来 必要 な 遊 休 時 間 を定 義 す る こ とが で きる。 チ ェ ック ポ イ ン トが 少なす

ぎる とシス テ ムを 適 当 に 統合 す る こ とが で きない し、 逆に チ ェ ック ポ イ ン ト

が 多す ぎる と追 い つか せ る 時間 を 費い や しす ぎる こ とに な る。

シス テ ムが定 義 さ れ る期間 に い くつ かの 主 要 な チ ェ ックポ イ ン トを設定 す

る こ とに よ って、 シス テ ムに つい て広 い 見方(divergentviewpoint)

を してい て シス テ ム開 発 に利 害 関 係 を もってい る グル ー プが、 この 見 方 を シ

ー64一

■

●



■

ス テ ム の統 合 的な 定 義に も適 用す る こ とに つい て、 い くつか の 合理 的 な確 信

を与,え る こ とが で き る。

シス テ ム開発 サ イ クル に 拾け る も っ と も大 きな コス トの要 素 と な って い る

プ ログ ラ ム と手続 きの 開 発 フ ェー ズ を 分 割す る ことは で きな い。 とい うのは

そ の 多 くの 時間が 高度 に平 行 して 進 め られ てい る仕 事 の調整 の為 に費 や さ れ

てい るかち であ る。 この フ ェーズ 中 には、 そ れ ぞ れ の プ ログ ラムは コー デ ィ

ン久 コンパ イ ル、 テス ト、 文書 化 とい う段 階 を踏 む し、 シス テ ムのそ れ ぞ

れ の イ ンプ ソ トお ア ウ トブ ッ トは 手 順 や 情報 の 流 れの 中 で位 置 づ け られ る。

一 般 的 には この フ ェー ズは 平 行 して 進 め られ た活 動が お 互 い に完 ぺ き で あ

るか ど うか を見 る実験 、 す な わ らシス テ ムテ ス トを行 うこ とに よ って 終 了 す

る。 この フ ェー ズ で平行 して 進 め られ る計 画の 個 々に つい てい くつ か の チ ェ

ック ポ イン トを設け るのが 良い マ ネ ジメ ン トの 実 践 とい う こ とに な る。

2つ の主 要k平 行 して 進 め られ る開 発、 す な わ らプ ログ ラム と手 続、きの 開

発が 利 用可 能な リソース の 限 界の 中 で 遂行 で き る よ うにい か に リソー ス を 分

配す るの が 問題 とな る。 これ らの 仕 事 を1つ の 統 合化 され た ア ウ トプ ッ トと

す る為 に 同期 化さ せ よう試み るた び に、 遅れ てい る仕 事が 他 に追 い つ く為の

待 ら時 間が 生 じる ことに な る。 シス テ ムには 多 くの プ ・グ ラム と手 続 きが 含

ま れ てい るの で、 この プ ロセス をた び たび くりか え すの は コス ト高 の原 因 と

な るo

処 理の サ イ クル が ま った く異 ってい る ような シス テ ム もあ る。 こ の場 合 に

は、1つ の サ イ クルか ら他 の サ イ ク ルへ の デ ー タの 流れは シス テ ム の統 合化 が'

が 同期 化 で きる よ うな もの とな つてめ る。 た とえば、 日毎、 週毎 、 月毎 の処

理が あ る よ うな シス テ ムでは、 日毎 の処 理 の 手続 きゃ プ ログ ラ ムが単 体 と し

て テ ス トされ、 そ れ に 続 いて 週 毎 の ものが、 そ して 最 後に 月毎 の ものが テス
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トで きる よ うに、 ζ の フ ェーズ での 管 理が 行 な われ る必 要が ある。 この こ と

に よって、 追い つ かせ るた めの 時間 を ある合 理 的 な範 囲に 制限す る こ とに な

る し、一 万 で は 開発 フ ェーズ全 体 を 通 して の さ らに細 か い管 理が 可 能 に な る。

どん な 場 合 で も、 この フ ェーズ の 最 終 ア ウ トプ ッ トは 、 テス トデ ー タ や プ

ロ グ ラムや 手 続 きを総 合 化 して トー タル シス テ ムの 妥 当性 を試 して み る シス

テ ムテス トで ある。 、' ●

開発 サ イ クル の 範囲 内 で考 え うる他の トピ ック ス

,プ ・ ジ ェク トの選 択 や 設備 の選 択 を詳 し くと りあげ る ことは この本 の範 囲

外 の こ とで あ るが 、 これ らの トピ ックス を以 下 で簡 単 に と りあげ る こ とにす

るo

プ ロジ ェク トの選 択

開 発サ イ ク ルの第1フ ェーズは プ ロジ ェク トの 選 択 で あ る と感 じて い る著

者 もい る。 組 織 に 最 大の 利益(こ れ は ドル で換 算 さ れ てい るか、 次 に高 い 利

益 率 を も ってい るプ ロ ジ ェク トとの 優 先 順位 か の いず れ か で 評 価さ れ る)を

もた らす プ ロジ ェク トが 、 開発 サ イ クル に 組み こま れ る よ うに 選ば れ る ことが

が も っ とも重 要 な こ とで あ る。 この 主 題 だ け で も別の本 を 書 くの に十 分す ぎ

る く らい で あ る。 こ こで 我 々が 興 味 をい だ くのは 、 潜 在 的 に役 に 立つ と見 な

さ れ たプ ロ ジ ェク トをい くつ か 選び 、 そ れ らの中 か ら1つ の シス テ ムを 作 り

あげ てい く とい うシス テ ムマ ネー ジャ ーの 機 能の一 測 面 で あ る。
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設 備の 選 択

シス テ ム開 発 サ イ クルが 設備 の 選 択 と調 達の サイ クル の とこ ろで 混 乱 す る

こ とが よ くあ る。

これ は、 一 般 的に は初 期 の シス テ ムがそ れ 自身の ハー ドウ エア ー を 要求 す

る為で あ る。 大規 模 で 強力 な デ ー タ処 理 装 置の 出現 に よって、 ほ とん どの ア

プ リケ ー シ ・ン を含ん だ シス テ ム開 発の 為の デ ー タ処 理 の環 境 を 作 り出す こ

とが可 能に な って きた。

そ れ でそ の よ うな 設備 の環 境条 件 を越 え る よ うな ア プ リケ ー シ ョンに つい

て だけ 設備 の 選 択過 程 を踏 む こ とに な る。

これは 望 ま しい 傾向 で あ る。 デ ー タ セ ン ターはい ろ い ろな プ プ リケ ー シ ョ

ン を処 理 で きる工 場な のだ か ら、 シス テ ム開 発 とハ ー ドウ エア ー の 選択 の 間

での 混乱 を 起 こす よ うな 理 由は な に もない はず で ある。

シス テ ムが 自分の 目的 に見 合 うか ど うか を検討 す べ き ユー ザ ーが 関 係 の な

い様 々 の技 術 的 な 問題 に 関連 す る必要 は な に もない の であ る。

開 発 サ イ クルお 適 当 な フ ェーズ で(普 通は フ ェーズ 皿で あ るが)新 シス テ ム

ムが(負 荷 量 には 関係 な く)デ ー タセ ン ターの環 境 制 約の も とで稼 動す る こ

とが で きるか どうか が 決 定 され る とい うこ とが ここでの 前 提 とな ってい る。

例 え ば環 境 と して は バ ッチ 処 理 プ ログ ラムの為 に10万 バ イ トの コア、4

台の テ ー プ装 置、1億 バ イ トの デ ィス ク装 置が 利 用可 能 で あ る とい つ た 見 合

に表 現 さ れ る であ ろ う。IBMに よって 提供 され て い るInformationMa-

nagementSystemパ ッケ ー ジの よ うに イ ンター ラクテ ィブ で な おか つ統

合 化さ れて い るデ ー タベ ース の もとで稼 動す る ア プ リケー シ ョン を担 当す る

シス テ ムデ ザ イ ナ ー一に はさ らに 複雑 で 細 か い、環 境 の 定義 が 必要 にな って く

るo
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シス テ2.デ ザ イナ ー一・一の 興 味は 、 これ らの環 境の 制 約 の もとで 要 求さ れ て い

る機 能 を果 し うる経 済 的 な シス テ ムを つ く り うるか とい うこ とで あ る。 も し

で きる と した ら、 彼が 必 要な と きに 能 力 を提 供す るの は デ ー タ セ ンタ ーの 責

任 であ る。

しか しなが ら、 も しそ の シス テ ム設計 を実行 可 能 にす る為 に さ らに ハー ド

ウ エア ーを追 加 す る必 要 が あ りそ うな らば 、 選 択 と調 達 の過 程 は 開 発 サ イ ク

ルの フ ェー ズnに お・け るさ らに も う1つ の 平 行 して進 め られ る作 業 に な って

く る。'

●

開 発サ イ クル にお け る文書 と管 理 の 流れ

開 発サ イク ルの 個 々 の フ ェーズ では、 そ の イ ン プ ッ トとア ウ トプ ッ トが 定

義 され、 吟 味 と承 認(す な わ ら測 定 し、 分析 し、 マ ネ ジメ ン トの 決 定 が され

る ごと)を 受 け る必 要 が あ る。

図4-2は シス テ ム開 発サ イク ルvak・ け る文 書 と管 理の 流れ を示 した もの

で ある。 この 図 には 次 の ことが 述 べ られ てい る。

1.各 フ ェー ズでの 文 書や そ の 他の 技 術 的 な ア ウ トプ ッ トが、 い か に 次の 開

発 フ ェーズ ～の イ ンプ ッ トとな っ てい るか。

2・ 吟 味 と承 認 の機 能 に よつて・ 開 発 フ ェー ズ での 仕事 の 内容 を も とに して ・

いか に プ ロ ジ ェク トが 中止 させ られた り、 本 質的 な 変 更 を加 え られ た り、

あ る いは 何 の 変 更 も しない で続 行 させ られ た りで きるか。

開発 サ イ クル で の吟 味 と承認

吟 味 と承 認の 機能 は 、 各 開 発 フ ェ ーズ での ア ウ トプ ッ トを 次の よ うな ク ラ

イ テ リア の も とで 調 べ るべ きで ある。
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シス テ ムの 機 能 的妥 当性

シス テ ムの経 済的 価値

完成 ま での ス ケ ジ ュー ル

稼 動 面 での 評 価基準

だ れが 吟 味 と承 認の 機能 を果 す の に な る のか は 組織に よって 様 々で あ る。

表4-3は 産 業 界 での典 型 的 な シス テ ム 開発 機 能 組織 を示 した もの で あ り、

表4-3は 組 織 とい う観 点か ら見た 場 合 の、 吟 味 と承 認の 責 任 の 所在 を示 し

た もの で あ る。

どん なに特 定の 承 認サ イ ク ル で あろ う と も、 そ れは 公式 化 され 、 組 織 の 中

で十 分に 重 要 視さ れ る必 要が ある。 吟味 をす る 人 に よって 分 析 され た シス テ

ムの潜 在 能 力や 落 し穴 の 分析 結果 に も とず い て、 乏 しい 資源 が全 体 的 に 配 分

され るの で あ るか ら、そ の 人は 自分 の 代 表 す る組織 機能 に つ いて は 権 限 を も

って 説 明で きる よ うに すべ 窒で あ る。

納得 のい く吟 味 と承認 の手 順 書 を作 る こ とは むず か しい。 この む ずか しさ

の原 因 とな って い るい くつ か の要 因 を あげ る こ と。

1・ シ ス テ ムの 吟 味に あた って い る グル ー プは 、 シス テムが 自分 達 の と ころ

ま で具 体 的 化 され る ま では、 そ の シス テ ム の実 体 をつか む こ とは で きな い。

2'吟 味 を担 当す る グル ー プが、 シス テ ム プ ロ セス の 中て 積 極的 な 役 割 り を

努 め る こ とは ない し、 吟 味 の機 能 を遂行 す る責 任 を個人 に割 董 あ こ と もな

い 。 さ らには 、 ほ とん どの場 合 に は、 彼 らが シス テ ムに関 連 した 実 質 的 な

責任 を負 うこ とは な い。

3.吟 味が 組 織の 非 常に 低い レベ ル で行 な わ れ た り、 非 常に 粗雑 な方 法 で行

な われ た りす る不 幸 な 傾 向が み られ る。

4.開 発 グループは 提案 され た システム につ い て保 守的 にな るのが 普 通 で あ る。
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5.開 発 グル ープは、 開 発ス ケ ジ=一 ルに 関 しては 伝統 的 に の ろ まで あ り、

吟 味 を行 うだ け の十 分な時 間 は 与 え る ことが ない。

これ らの 問題 の 解 決万法 は2つ あ る。1つ は システムマネジメントに よる教 育

で あ り、 これ に よって吟 味 の 重要 性 を明 確 にす る こ とが で きる。 も う1つ は、

スケジュールは、 システム で何 が 望 まれ て い るの か につ い て の 同意 ほ ξには 神 聖

な ものではない ことをシステ ムマネージャー≒が 理解 す る ことで ある。(す な わ ら、

そ の 時 に 役立 た な い もの を くば る ことは、 そ の 価 値が 疑 われ る とい う こ と。)・
,

下 位 の ス トラ ク チ ュアル ス タンダ ー ド

シス テ ム開 発 を管 理す る主 要 なス トラクチュアルスタンダー ドは シス テ ム開 発 サ

イ クル そ れ 自身で あ る。 シス テ ム開発 サ イク ルのそ れぞ れ の フ ェーズ に おい

て、 そ の フ ェーズ 中 での.管理 に用い る こ との で き る他の ス トラクチュアルスタン

ダード を 定 義す る こ とが で きる。 これ らが 下位 の ス トラクチュアルスタンダー ドと

呼 ば れ る。 開 発 フ ェー ズ ご とに 分類 され た下 位 の ス トラクチュアルスタンダー ドの

リス トが 表4-4に あ る。 そ れ らはそ れ ぞれ の フェー ズ を取 り扱 う後 節 で 論

じる こ とにす る。 こ こで示 さ れ て い ぬ下 位 のス トラクチユァルス タンダー ドはけっ

して 完 全 な もの では ない。 これ は シス テ ムの 専 門家 が 彼 らの仕 事 を管 理 す る

為 に 使 って い る手 法 の い くつ か を 述べ た にす ぎな い。 これ らの提 示が 開 発 プ

ロ セス を 作 りあげ、 管 理す るの に使 え る ような様 々の 手法 の 発 表 の き つか け

に な る こ とを私 は 望ん でい る。

ま と め

この 節 で は基 本的 な ス トラクチユァルスタンダートで ある シス テ ム開 発 サ イ クル.

の 概 要 に ふ れた。 次節 以降 で は 開 発 フ ェーズ の各 々に つい て 詳 し く述 べ る こ

とに す る、 そ こでは 特 に適 切 に 活 用す る こ との で き る下 位の ス トラク チ ユア

ルス タンダ ー ドに つ い て 述べ る。
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表43シ ス テ ム 開 発 サ イ ク ル

マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 開 発 スタッフ

重 役 と 担 当 デ ータ セ ンタ ー シス テ ム 手 続 き と プ ログ ラム と シ ステ ム 監 査

経 理 重 役 の マ ネ ー ジャ ー 設 計 管 理 設計 と開 発 改 善 法 律等

1.プ ロ ジ ェ ク トの 開 始 要 求 P・RPCA P.C.A C

2.実 行 可能性 の研 究(フ ェ ーズ1)

A実 行 可能 性 の研 究 報 告

a要 求 の記 述

b稼 動 コス トの収 益

c開 発 コス ト

d開 発計 画

A PCA

C

P

C

C

C

P

P

P

C C R

ー

ペ

ω
ー

3.シ ス テ ム仕 様 (フ ェ ー ズ 皿)

Aシ ステム仕様の決定報告

a

b

C

d

e

f

機能的要求

技術設計

移行要求
稼動 コス トと収 益

開 発 コス ト

開発 計 画

A A
・

P

C

P

P

C

C

C C

C

C

P

C

P

C

C

P
.
P

C.A

C

C

C

C.A

C

C

C

C.A

4.シ ス テ ム計画(フ ェーズ 皿)

A手 順 マ ニ ュアル 仕様 書

Bプ ー"ブラ ミング仕 様 書

C移 行 マ ニ ュア ル仕 様 書

DDプ ロ ジェク ト ・マ ネ ジメ ン ト

a稼 動 コス トと収 益

b開 発 コス ト

c開 発計 画

d移 行計 画

A

A
亀
C

P

A

P

C

C

P

C R

R

C

C

C

C

C

A

A
.

.
C

P

C

P

P

C

C

C

P

C

C

C

C

C

C

C

P

C

C

C

A
・

A

A

A

P

.

・

.

・

C

C

C

C

A●C

C

C

C
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(続 き)表4-3

ス タッフシ ス テ ム 開 発マ ネ ジ メ ン ト

重 役 と 担 当 デ ー タセ ンタ ー シ ステ ム 手 続 き と プ ログ ラ ムの シス テ ム 監 査

経 理 重 役 の マ ネ ー ジャ ー 設 計 管 理 設計 と開 発 改 善 法 律 等

5.プ ロ グ ラ ム と手 続 き の 開 発(フ ェーズW)

A手 続 き マニ ュ アル作 成 A A A P A
－"

aア 一 夕'セ ン タ ー C C C P C A

bユ ー ザ ー C C C P C A

Bプ ログ ラ ム作 成 C C C.A P C

C移 行 手続 マニ ュ アル作成 P C C C A

Dシ ス テ ム統 合 化 テ ス ト C.A C P C.A

Eシ ス テ ム ・テ ス ト A C.A P C C C.A A

aテ ス ト実行 C C.A A C P C.A A

bテ ス ト ・デ ー タの 準備 と評 価 P A C C

Fプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト A P A

a稼 動 コス トと収 益 P C C C C

b開 発 コ ス ト

'

C C P C C C

c開 発計画 C. C P C C

d移 行計画 P: C C C C

6.導 入(フ ェ ーズV)

A平 列 テ ス ト P C.A C.A C C C.A A
一

Bプ アイル移 行 P、 C C.'A C C C A

c教 育と訓練 P C C C A

D分 割 P、 一 C.A A C A

7.保 守(フ ェ ー ズv[) R

A導 入後の評価 C. A C P C C C R

Bシ ス テム改善 C. A A
'

C.A C C P

ー

や

ふ
ー

D－ 承 認

ノ

C=吟 味 と助 言B=コ ン サ ル タ ン ト と ア シ ス タ ン トA－ 作 成 の責 任

●



重 役 と 経 理

担 当 重 役

生 産

マ ーケ テ ィ ング

シ ス ァ ム

マ 不 一 シ ャ ー

そ の 他

フ

能

ツタス

機

監 査

法 律

そ の 他

1

デー タセ ンタ ー
シ ス テ ム 開 発

の 作 業

へ

シ ス テ ム 設 計 プ ロ グ ラ ム の 手続 きと管理 シス テ ム改 善

設計 と開発

(1)担 当重 役 と打 (1)プ ログ ラ ミング ω 手続 き と管 ω システムを稼

合せなが ら仕様 システムの仕様書 理の仕様 書 動可能 にす る

書を開発する (2)テ ス ト ・シ ス テ ② 手 続 きマニ (2)シ ス テムの保

(2)プ ロ ジ ェク ト ・ ムの作成 ユアルの 作成 守

マネ ジメ ン ト (3)シ ス テ ムの改

差
口

図4-3典 型 的 な システ ム組 織
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(フ ェー ズ1)

実行 可能 性 の 研 究

(フ ェ ー ズ 皿)

シ ス テ ム 仕 様

(フ ェ ー ズm)

シ ス テ ム 設 計

(フ ェ ー ズN)

プ ロ グ ラ ム と 手 続 き の 開 発

(フ ェ ー ズV)

導 入

(フ ェ ー ズW)

シ ス テ ム の 稼 動

プ ロ ジ ェク トの概 要

コズ トの 評 価様 式

実行 可 能性 の研 究報 告 書

タ ス ク の リ ス ト

質 問 票'

マ トリ ックス 設 計(MatrixDesign)手 法

フ ロ ー ダ イ ア グ ラ ム

導 入 計 画 票

フ ァイル 作成 デ 一 夕 ソース マ トク ックス

シ ス テ ム 仕 様 報 告 書

タ ス ク の リ ス ト

シ ス テ ム の モ ジ ュ ー ル 化

プ ロ トタイ プ シス テ ムの シ ミ ュレー シ ョン

仕 様 書

移 行 日 程 表

タス クの リス ト

プ ロ グ ラム作成 の 慣行

テ ス ト作成 の 慣行

手 続 き作成 の 慣行

タ ス クの リス ト

除 去 の 測定

変 更の 管理

シス テ ム改 善

表4-4 下 位 の ス ト ラ ク チ ユ ア ル ・ス タ ン ダ ー ド
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第5節 実行 可能 性 の研 究 フ ェ ーズ

概 要

この フ ェーズ では 、 シス テ ムが経済 的 、技 術 的 、 そ して稼動 的 な面か ら、

実 行 可 能 か どうか とい う基本 的 な質 問 に答 え る。 この ことは、 お おま か に、

図5-1で ふれ て は い るが、 こ こで は、 もっ と立 ち入 って説明 す る ことにす

る。'・

イン プ ッ ト

実 行 可能 性 の研 究 フ ェーズへ の イ ンプ ッ トは、 そ れ を必 要 とす る ユ ーザ ー

の供述 で ある。 実行 可能 性 の研究 は ユ ー ザーの組 織 機 能(例 えば 財 政 とか生

産 の ような)、 あるい は マ ジ メン トの吟 味 機能 に よ って刺激 さ れ る。 どの よ

うな タ イプの要 求 につ いて も、 基本 的 に実行 可能 性 の研 究 を始 め る も とに な

る プ ロ ジ ェク トの概 要 説 明書(Prolegtoutlinestatement)

が正 式 に作 られ る。

前 述 の よ うに 、 プ ロ ジ ェク トの選 択 に関 す る問 題 は こ こでは ふ れ な い こ と

にす る。 この こ と 自体は 大 き な論題 で あ り、 こ こで書 かれ てい る問 題 と同様

に重 要 な ことで あ る。 ボ ース ・キ ャニ ング(BotbCannin9)と ブ ル

メ ンソ ール(Blumentbal)が プ ロ ジ ェク ト開 始 に関す る問 題 に つ いて

非 常 に くわ し く論 じてい る。

ア ウ トプ ッ ト

実行 可 能性 の研究 フ ェー ズの ア ウ トプ ッ トは 、"実 行可 能 性 の研究 報告 書"

と呼 ば れ る マネ ジメ ン トへ の報 告書 で あ る。 この報 告書 は以 下 の ような 質 問

に答 え る こ とに なろ う0

1.シ ス テ ムは いか な る問 題 を 解 くべ きか?(例 えば、部 品 在 庫更新 の た め
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の高 い人 件 費 、 工場 毎 の標準 化不 足)こ の質問 に対 して 明確 な解答 をす る

のは 困難 で ある。 そ うか とい って 不 明確 に答 え る と、結 局は 問題 を誤 って

解 いた り、 余 りに も 多 くの 問題 を解 こ うと して稼 働 コス トのか か る高 度 に

一一般化 され た シス テ ムを もらす こ とに な る。

2.シ ス テ ムは、 これ らの問題 を いかに 解 くので あ ろ うか?→ 例 え ば、 も し

工場 の標 準 化 が不 足 して い る な ら、 普通 は 、 工場 で の標 準 化 を促 進 す る手

続 や ら報 告 書が 書 か れ るべ きで あ る。

3.そ の システ ムは 開 発 され 得 るか?こ の質 問は 実 際 には、 そ れ 自身 をさ ら

にむ ず か しい い くつ か の質 問 に 分 け る ことに な る。

a)シ ス テ ムは そ の組 織 で の現 在 の技 術 力 の範 囲 に入 るもの な のか ・→ 例

え ば、 も しそ の シ ステ ムが 遠 隔処 理技 術(teleprocessing

tecbnology)の 広範 な使 用 を必 要 と.してい るのに対 して 、 そ の組 織

織 に そ の よ うな経 験 を もった専 門家 が い ない場 合、 そ の よ うな シ ステ.ム

を作 り出す可 能 性 は 、 は なは だ疑問 で あ る。'

b)そ の技 術 を外 部 の請 負業 者 か ら借 りて きた り、 組 織 の中 に とb入 れ た

りす る ことが 出来 るか?

c)こ の シス テ ム のた めの技 術 は安 定 してい るか?→ 例 えば 、 シ ステ ムは

現 在 の市場 には ま だ 出てい ない様 な容 量 とア クセ ス の特 性 を も った 大 容

量 記 憶装 置が 必要 か 、 あ るい は シス テ ムが 必 要 とす る ソフ トウ ェアは信

頼 性 が あ つて効 率 が よしaか。 ま た、B/M生 産 システ ム(Biilof

MaterialProductionSystem)を 採 用 してい る数 少 い

会 社 に お いて は、 た とえ、 リス ト処 理 に よ って フ ァイル を取 り扱 うソ フ

トウ ェア(listprocessingfilebandling

SoftWare)が 利用 可 能 で な くて もそ れ と同 じ ような こ とはで き る
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i

『

Φ

ー

ス ト ラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ド 手 続 き 図 表 目 的

ブ ・ジ ェク トの概 要

コ ス ト評 価 様式

実行 可能 性研 究 報 告 書

1.シ ス テ ム プ ロジェ ク トを経 済的 、

技 術的 、 稼 動的 な面 に おい て行 う

に値す るか ど うか を決定 す るた め

に 十 分詳 し く調 査す る こ と。

2,シ ス テ ムプ ロジェ ク トの範 囲 を

正確 に定 義 づけ る こ と。

3.そ の シス テム プ ロジェ ク トを組

織 全 体 の開 発 計画 に統 合 す る こと。

4.設 計 デ ータ を、 シ ステム ブ ・ジュ

± ク トを続 行 して い くブ ・ジ ェ ク

トグル ー ブが教 育 の道 具 と して 用

い る ことが で き る様式 に表 わす こ

と。

`1-　 w-一

マ ネジ メン ト

の 吟 味

「一 一}-

1フ ェー ズ 皿

>l
l仕
1

Ψ
一

ユ ー ザ ー組 織 →
プ ロ ジ ェ ク ト

の 概 要

↓ r

フ・一⊃

実行可能性
の 研 究

システ ム

様

責 任

ユ_ザ ーの 分析

稼動 面 での実 行 可能 性

経 済 面 での 実行 可能 性

シス テム開 発 の分析

技 術 面 で の実行 可能 性

マ ネジ メン トの評 価

利 用可能 な リソ ースに対 する プ ロ

ジェ ク トの 価値

実行可能性の

研 究 報 告 書

、

図5-1 フ ェ ー ズ1:実 行 可 能 性 の 研 究



だ ろ う。

4.シ ス テ ムは稼 動 的 な面 で受 け入 れ られ るで あろ うか?こ の質 問は しば

しぱ 省略 され る こ とが あ るが、 この シス テ ム の概 念 が実 際 の作 業 を して い

る人 々に と って 遠 い もの で あるか ど うか とい う事 、 あ るい は 、そ の シス テ

ムの ユ ー ザ ーに と っ て、 現 在 の方法 か らこの システ ムで提 案 さ れ た稼 動 方

法 に変 え る こ とが どれ ほ ど困難 なのか とし(う ことに は検 討 が 加 え られ るべ

きで あ る。 も し、 そ の シス テ ム を用 い る人 々が変 化に 対 して抵 抗 を示 し、

シス テ ムが非 常 に危 険 を伴 うよ うな こ とに なれば 、 そ の原 因 を 見 きわ め な

けれ ば な らない。 そ してそ の原 因 に よ って、 システ ムを中 止 しなけ れば な

らない か、 あ るい は ま た ユ ーザ ー と システ ム との間 が うま くい く様 に プ ロ

ジェク ト開発 を直 して 徹底 的 な教 育上 の努 力 を しなけ れば な らな いか のい

ず れ に きま る。 も しシ ステ ムが 、組 織 上 の各 部門 にわ た り、 解 かれ なけ れ

ば な らな いあ る特 定 の問 題 を持 っ てい るな らば、 これ も明確 にさ れね ば な

らない 。

5.経 済 的 には どうか?シ ス テ ムを作成 す る人 は、 開 発 の 見通 しと、 シス

テ ムの稼 動 コ ス トを 明 らか に しな けれ ば な らない し、 ユ ー ザ ー側 は、 そ の

シス テ ムが 自分達 に と って価 値 が あるか とい う見通 しをつ け ねば な らな い 。

これ らは 、 か な り変 更 の可 能性 の ある初期 の 推定値 として認識 さ れね ば な

らぬ が、 開 発 サ イク ルの 期間 中 に 更新 す る機 会 が 幾度 か あ る。

6.次 に何 が起 るか?こ の質 問 は、 実 際 に は、 次 の 開 発 フ ェーズ の た め の

計画 を述 べ ろ、 とい って い る よ うな もので あ る。

下 位 のス トラ クチ ュァル ス タ ンダ ー ド

実行 可 能 性 の研 究 フ ェー ズで役 に 立つ ス トラク チ ュア ル ス タンダ ー ドを 以
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∀

下に 詳 し く述 べ る。

1.プ ロ ジェク トの概 要

プ ロ ジ ェク トの概 要は 、 実行 可 能 性 の研 究 の初期 におい て、 全 て の 関係

者(来 た るべ き シス テ ム プ ロ ジェク トに 興味 を持 って い る人 々)が 、 シス

テ ム プ ロ ジ ェク トの もた らす もの に対 して共通 め理 解 を得 る よ うに させ る

為 に準 備 され た短 い文 書 で あ る。 これ は、 次の3つ の項 目 よ りな る。 問題

の 記述 、 問題 の範 囲、 そ して各 部 門 の責 任 の3つ で あ る。 問題 の 記 述 とは 、

何 故 システ ムが必 要 とされ るか を簡 単 に書 いた もの であ る。 将 来 の第`3世

代 の デ ー タセ ン ターが 現在 の第2世 代 の システ ム を効 率 よ く稼 動 す る こ と

が 出来 ない か ら必 要 なの か、 ある いは 、 い ろい ろ な部署 に対 して統 一 され

た シス テ ムが必 要 なた め な のか、 叉 はそ の両 方 なの か。 問題 の記 述 は特 殊

な もゐ で な く、 ど ち らか と言 えば 、 一 般 的 に書 か れ てい る(こ こで述 べ ら

れ て い る問 題 は、 調 べた ときに 前兆 と して あ らわれ て きて い た もの で、 必

ず しも新 しい システ ムに よって解 明 され るも ので は ない こ とは 認 識 され る

べ きで あ る。)

範 囲 の記述 は、 ある特定 の プ ロジ ェ ク トの領 域 を述べ る もの で あ る。 設

計 者 は 、 自由 に シス テ ムの物理 的 な面(基 本的 な イ ンプ ッ トと手続 き)を

変 え る事 が出 来 るのか 、 あるい は、 設計 者 は 現存 の物 理 的 な シス テ ムの内

容 の範 囲 内 で望 まれ て いる ア ウ トプ ッ トを作 らな くては いけ ない の か 。 一

般的 に、 初 期 の段 階 にお いて は シ ステ ム作成 の範 囲 を限 る こ とが 望 ま しい。

とい うのは 開発 フ ェーズ の初 めの頃 には 、 シス テ ムの範 囲 を拡 げ る傾 向 が

あ るか らで ある。

各 部 門 の責任 の 記述 は・ シス テ ム開 発 がそ の組 織 の通 常 の 開 発 責任 の範
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囲 を越 え て しま う よ うに な った とき、 そ れ が も し システ ム 開発 の時 期 な ら

ば だ れ が何 を、 また も し稼 動 の時 期 な らば だ れ が何 を行 うべ きか とい う規

則 に ふ れ て い る。

プ ロ ジェク トの概 要 は 一頁 に ま とめ るのが 望 ま しい。 プ ロ ジ ェク トの概

要 は 設 計仕 様 で もな く、 ま して や実 行 可能 性 の記 述 では ない。 それ は、 プ

ロ ジ ェク ト開始 時 に 出す こ との で き る単 な る文 書 で あ って、 そ の内容 は な

ぜそ れ を行 うか 、 どん な制 約 が あ るのか 、何 を誰 が 行 うのか、 とい う こ と

を 述 べ て い る も ので あ る。 プ ロ ジェク トの概 要 の例 を図5--2に 示す 。

●

2.コ ス ト評 価様 式

コ ス ト評価様 式(図5-3)は 重要 な ス トラク チ ュ ラル ス タン ダ ー ドで

あ る。 も しそれ が うま くデ ザ イ ンされ て い る と、 シス テ ム設 計者 に現 在 の

シス テ ム と計 画 さ れ て い る システ ムの両 方 を研究 さ せ た り、 性質 上稼 動 面

で欠 点 に な らな い よ うに シス テ ムに付 加 価値 をあ た え る とい1う こ とに よっ

て作 り出す ことの で きる機 能 を考 え させ た り、 定 義 させ た りす る・

有 効 な コス ト評価 様 式 を図5-3に 示 す。 様式 の1頁 目 には 次の 様 な こ

とを書 く。

1

2

3

4

5

6

シス テ ム の仮 定稼 動 期 間

シ ス テ ムの予 想開 発 費 用

現 シス テ ムの稼 動 コス ト

提 案 され た シス テ ムの予 想稼 動 コス ト

稼 動 コス ト利 益

経 済 的 妥 当性(プ ロ ジェク ト全 体 の価 値 と回 収 期 間 の見 地 か ら)

2頁 目は付 加 価値 に つい て書 く。 そ れは 、 付 加価 値 を作b出 す シス テ ム
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ー

○◎

ω

・図5-2プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要



コ ス ト 評 価 の ま と め 1頁

プ ロ ジ ェ ク ト%. 日付 修正% 作成者

ス ケ ジ ュ ール 1.提 案 さ れ た シス テムの仮 定 稼動

年

A

B

C

D

E

F

実 行可 能 性 の研究

シ ステ ム仕様

シス テム設 計

推定完成時期
2.提 案 され た プ ロ ジェ ク トの初 期投 資 額

ユ ー ザ ー 開発 部門

プログラム及び手続きの開一 一

導 入

稼 ・動

A実 行 可能 性 の研

Bシ ステム仕 様

Cシ ステム設 計

Dプ ログラム及びi続

E導 入

F設 備 の搬 入

G上 記 以外 の費 用

小 計

小 計

(ユ ーザ ー+開 発)

3,現 在 の シ ス テム 稼 動 コ ス ト

A'・ ・一 トウ ェフの メインテナンス費

B… 一 ドウェアのレンタル費

C」 一・一 ドウェア の稼 動 費

Dメ インテナンスのプログラミング費

Eイ ンブvト の コス ト英

Fア ウ トプットのコス トce

Gユ ー ザ ー の コ ス ト

H上 記 以 外 の 費 用

苦通信の設備を含む

年

年

年

年

年

/

/
/

/
/

/

/年

___ノ 年

____ノ 年

小 計

4.提 案 さ れ た プ ロ ジ ェ ク トの稼 動 コ ス ト

A'・ 一 ドゥェァの メインテナンス費

B'・ 一 ドウェアのレンタル費

Cハ ー ドウェア の 稼 動 費

Dメ インテナンスのプログラミング費

Eイ ンプットのコス ト若

年

年

年

年

年

/

/

/

/

/

Fア ウ トプ ットの コス ト+

Gユ ーザ ーの コ ス ト

H上 記 以 外 の 費 用

苦通信の設備を含む

小計

年

年

年

/

/

/

5.稼 動 コ ス トの利 益

6.妥

A

B

C

D

項 目2÷

稼 動 コ ス トの利 益 一提案 され た シス テム の初 期投 資額

提 案 され た シス テム の付 加価 値(P2参 照)

プ ロ ジェ ク ト全 体 の価値

回 収期 間(月)

項 目5十 項 目6B ×12

項 目1

$

月

7.承 認

承認項目 部門 サ イン 日付

機 能 面 ユ ー ザ ー

手続 き及び導入 部 の シ ス テ ム マ 不 一 ジ ャ ー

枝

管

面

理

シ ステム

開 発

全体の目的 と経 性評価 内 部

監 督
ゼ 不 ラ ル マ 不 一 ジ メ ン ト

■

図5-3 コ ス ト 評 価 様 式
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.

●

コ ス ト 評 価 の ま と め 2百
'、

プ ロ ジ ェ ク ト%プ ロ ジ ェ ク トタ イ トル 日付 修正% 作成者

シス テムの機 能

(シ ステ ムの機能 につ い て の短 い説 明)

機能の付加価値
`

$

$

$

$

$

・

A

.

合 計

図5-3 (続)
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の各 機能 とそ の シス テ ム の機 能 の推定 付加 価 値 の2つ を 記述す る短 い文 章

よりな る。

コ ス トの妥 当性様 式 は 、 各開 発 フ ェーズ の間 中更新 され なけ れば な らな

いo

3.実 行 可能 性研 究 報 告書

実 行 可能 性研 究 報 告 書 は、 ス トラ クチ ュア ルス タ ンダ ー ドと して用 い ら

れ る。 概 要報 告 書 の最初 の例 で あ る。 この手 法 は汎 用 性 が あ る。 ス ピ ーチ

に しろ、 カ リキ ュ ラ ムに しろ、 雑 誌 の文 章 、 あ るいは本 に しろ、何 か もの

を書 く時は 、 常 に概 要 を書 く～二とをす す め る。 シス テ ム設計 者 に お お まか

な概 要 を書 か せ る こ とは、 概 要 の中で 書 いた フ レ ーム ワー ク をもつ 報 告書

を作 るの に必 要 な項 目 を、 シス テ ム設 計者 に考慮 させ る こ とに な る。経 験

の ない 設計者 は、 概 要 の要 求 す る と ころ を満 足 させ るのは 無 理 で あ ろ う。

熟 練 した 設計者 は 、 多 分 ほ とん どの 要 点 を考 慮 して い る。 経験 の な い設計

者 も熟 練 設 計者 も、彼 らの ア イ デ アを、 企 業 に定 着 して い る方法 で ま とめ

る ように強 い られ る。 そ の ように す れ ば、'吟味 の 内容 をま とめ あげ、 次 の

開 発 フ ェーズ に必 要 と なっ て追 加 され た ス タ ッフ に知 識 を伝 え るの が容 易

に な るo

実行 可 能性 研 究 報 告 書 は 次 の よ うな節 に 分 け て構 成 さ れ るべ きで あ る。

1

皿

皿

W

V

実行可 能 性 の研 究 のま とめ

シス テ ムの理論 的根 拠

現 在 の シス テ ムの説 明

提案 され てい る シ ス テ ム の説 明

移 行 シス テ ムの要 件
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令

●

M経 済性 の 分 析 ・

W計 画 の要 件

実 行 可能 性 研究 報告 書 の も う少 し詳 しい概要 は 以下 の通 りで あ る。

1実 行 可能 性 の研 究 のま とめ

a解 くべ き問 題 の簡単 な 記述

b行 なわれ る研 究 の性 質

c問 題 に対 す る解 答 とな り うる システ ムの簡 単 な記 述

d推 奨

Hシ ステ ムの理 論 的根 拠

a問 題 の詳 細 な 記述

b問 題 の記述 に対 す る シス テ ムの解 の説明(も し開 発 さ れ るな らば、

そ の代替案 に つ いて の説 明)

cコ ス ト評 価 の ま とめ

d成 功 尺度 の 記述

eシ ス テム設 計 に 拾 け る制 約

皿 現在 の シス テ ムの 説 明(も し実行 可 能性 の研 究 が新 しい 機能 の要 求 に

答 え る もの で あれ ば この節 は 必要 で ない)

a

'D

C

d

e

f

手 続 き の フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム と そ の 説 明

シ ス テ ム の フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム と そ の 説 明

シ ス テ ム の イ ン プ ッ ト リス ト

シ ス テ ム の ア ウ トプ ッ ト リ ス ト

シ ス テ ム に よ り 維 持 さ れ る フ ァ イ ル の リス ト

現 在 の 管 理 方 針
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N提 案 され て い る シス テ ムの 説明

a

b

C

d

e

f

手 続 き の フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム とそ の 説 明

シ ス テ ム の フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム と そ の 説 明

シ ス テ ム の イ ン プ ッ ト リ ス ト

シ ス テ ム の ア ウ ト プ ッ ト リス ト

シ ス テ ム に よ り維 持 さ れ る フ ァ イ ル の リ ス ト

提 案 さ れ て い る 管 理 方 針

V移 行 シ ス テ ム の 要 件

A訓 練 に 必 要 な も の

1.新 しい イ ン プ ッ ト リ ス ト と そ れ ら の 機 能

2.新 し い ア ウ トプ ッ ト リ ス ト とそ れ ら の 機 能

3.マ ネ ー ジ メ ン トに 教 え る 必 要 の あ る も の

Bフ ァ イル の 移 行

1.新 し い シ ス テ ム で 作 られ る か 、 あ る い は 移 行 さ れ る 必 要 の あ る フ

ァ イ ル の リ ス ト

Vl経 済 性 の 分 析

Aコ ス ト評 価 様 式 を 説 明 す る デ ー タ

W計 画 の 要 件

A開 発 サ イ ク ル 全 体 の 総 合 ス ケ ジ=一 ル と リ ソ ー ス

Bシ ス テ ム 仕 様 の 詳 細 なt画

1.プ ロ ジ ェ ク ト組 織 の 必 要 と す る も の

2.研 究 さ れ る べ き 部,署

3.シ ス テ ム 仕 様 フ ェ ー ズ の タ ス ク リ ス ト
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●

マネ ジ メ ン トの 吟味

この開 発 フ ェ ーズ での 吟味 は 主 と して次 の3つ の 分野 に重 き がおか れ る。

1.提 案 さ れて い る シス テ ムは マ ネ ジメ ン トが直 面 す る実 際 の問題 の解 と

な るか。

2.こ の プ ロ ジ ェク トにさ らに リソース を割 り あて るのに 十 分 な経 済 的妥

当 性 は あ るか。

3.こ の プ ロ ジェ ク トが どの ように プ ロ ジ ェク ト開 発 の マス ター プ ランに

調 和適 合 す るか。

最初 の2つ の点 につ いては こ こまで の議 論 で 明白 で あ る。3番 目の 点 につ

い て はさ らに検 討 す る必要 が あ る。各 々の情報 シス テ ム開発 機 能 は 、 あ る決

め られた 期 間 にわ た って開発 され て い る システ ムの 一 般 的な性 質 を決 める長

期 マ ス タ ープ ラ ンの 中に入 る よ うに決 定 され るべ きで ある。 各 々の実行 可能

性 の研 究 が進 め られ て い くに つ れ て、 マ ス ター プラ ン と対比 して評 価 さ れね

ば な らない し、 また そ の結果 と して、 マ ス ター プ ラ ン と矛盾 しない よ うに一

部変 更 さ れ るか、 あ るいは マ ス タ ープ ラ ンの変 更 を ひ きお こす か のいず れ か

にな る。 マス ター プ ラ ンでは 、 ア プ リケ ー シ ョン開 発 のため の先行 した 要求

やア プ リケ ー シ ョンが 開発 され なけ れ ば な らな い順 序 を考慮 して い る。 そ し

て、 マ ス ター プ ラ ンでは他 の ア プ リケー シ ョンに デ ー タを提供 す るた め の先

行 要求 と同 時 に、 ア プ リケー シ ョンの ペ イオ フ を考慮 しなけ れば な らな い。

例 えば 、販 売 報 告 システ ムの開発 で は、受渡 情 報 の時 系列 フ ァ イル をつ く

る受 注 シ ステ ムが 開 発 され る こ とが前 提 とな る。-
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第6節 シ ス テ ム 仕 様 フ ェ ー ズ

概 要

この フ ェーズ では、 ユ ー ザ ーの た めに 、彼 らの なれ親 しん で い る言葉 で書

か れ た シ ス テ ムの詳 細 な機 能 仕 様 書 を作 る。 又 、従 来 の稼 動 の方 式 を新 しい

シス テ ムに 移行 す るた め の移 行 シス テ ムの詳 細 な機能仕様書 も作 る。さに は、

ユ ーザ ーに 約束 した シ ス テ ム を確 実 に 作成 す る ため に、 十 分 な詳 しさ を持 っ

た 技 術設t書 を も作 る。 図6-1は そ の概 要 で ある。 そ の 内容 は この節 で さ

らに詳 し ぐ説 明さ れ て い る。

イン プ ッ ト

この開 発 フ ェ ーズ の イ ン プ ッ トは、 実 行可 能 性 研 究報 告 書 とマネ ジ メ ン ト

の吟味 の結果 正式 に要 望 さ れ た変 更 とで あ る。

ア ウ トプ ッ ト

このフ ェーズ か ら出 る ア ウ トプ ッ トは、 シス テ ム仕 様 報告 書 で ある。 これ

は ユ ーザ ー のた め の シ ス テ ム を包括 的 に 書 いた もので あ り、 叉 詳細 設 計 が基

礎 と して い る基 礎 的 な技 術 設計 に つ いて も書 い て あ る文 書 で あ る。

下 位 の ス ト ラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ド

こ の 開 発 フ ェ ー ズ で 役 に 立 つ ス ト ラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ド を 以 下 に 述 べ

るo

1.タ ス ク リ ス ト

シ ス テ ム 仕 様 フ ェ ー ズ は 、 大 き な も の で あ り 、 詳 細 な 計 画 を 必 要 と す る 。

こ の 開 発 プ ロ セ ス の こ の フ ェ ー ズ に つ い て の 最 も 詳 細 な 分 析 は 、IBMの

一90一

,



■

ぜ

"St
udyOrganizationPlan"と い う一 連 の マ ニ ュ ア ル に

の っ て い る 。 こ の80Pは こ の フ ェ ー ズ を3つ の 主 要 な サ ブ フ ェ ー ズ に 分

類 し て い る 。

1.現 在 の 仕 事 の 理 解

2.シ ス テ ム に 要 求 さ れ る も の の 決 定

3.新 し い シ ス テ ム の 設 計

も っ と 詳 し い 分 類 は 、 ガ イ ド(Guide)のPlanningand

ControlofSystemsandProgrammingProject

Committeeに よ っ て な さ れ て し(る 。 こ れ で は 、 次 の よ う な 一 連 の タ

ス ク を 載 せ て い る 。

1

2

3

4

5

・6

7

&

作 業 計画 を 作 る

シス テ ムの 調 査

新 しい シス テ ム の全般 的 な設 計

ユ ーザ ーに よ って承 認 された 全 般的 な設計

新 しし(.シス テ ムの詳 細 計 画

移 行 の た め の全 般 的 計 画

シ スデ ム提 案 書

提 案 書 の評価 と承 認

大規 模 な プ ロ ジ ェク トに お いて は 、 このフ ェーズ で出 来 るだけ 多 量 の仕

事 を平 行 して す るのが望 ま しい。 この 平行作 業 の数 は 主 と して、 シス テ ム

に よ つて 機械 化 され る独 立 在機能 の数 に よって 制限 され る。 この よ うに し

て・ 例 えば マ ンパ ワー シス テ ム を考 え てみ ると、以 下 に述 べ る よ うな5つ

の 比較 的 独立 した設 計 努 力に 分類 出来 る。

1.デ ー ターの取 得 と管理
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l

q⊃

N

ー

ス トラクチュァルスタンダ ー ド 手 続 き 図 表 目 的

Aタ ス ク リス ト Lユ ーザ ーが 理解 で きる言 葉 で システ ムの稼 動

的な面で要求されるものの詳細な仕様書を作る
B質 問 票 こ とo

Cマ ト リ ッ ク ス 設 計
2.シ ス テム が作 れ る こ と を証 明 す るため に技術

手法
マ ネ ジ メ ン ト

的 な 設 計 を十 分 詳 しく行 な うこ と。

Dフ ロ ー ダ イ ア グ ラ

ナ
吟 味

一
3.プ ロ グ ラ ミン グ や 手 続 き の 設 計 を行 な う こ と

が で きる よ うに 、 情 報 ベ ー ス(infomation

ム ba8e)を 供 給 す る と と。

E導 入 計画表 4.そ の プ ロ ジ ェ ク トを続 行 す る か 否 か を マ ネ ジ

_一____1
`

▼ 一 　

|
メン トが決 定 す る ため の十 分 な費 用 と利 益 のデ

Fフ ァイ ル作成 デ ー w
1フ ェ ー ズ 皿

1 1
一夕 を用意 す る こと

。

タ ソ ー ス マ ト リ ッ ク

ス

フ ェ ーズ 皿
1|

シ ス テ ムll 責 任
一

シ ステ ム
一ヨ「

1
コ._ザ ー

Gシ ステム仕 様報告
仕 様 1設 計1

1
・ 稼 動 的 な 面 で要 求 す る もの を詳細 に述 べ る。

______」

書 。 費 用 と利 益 にっ い て必 要 な もの を評 価 す る。

・ 日常業 務 実 行 の問 題 を明確 にす る。

シ ステ ム開 発

Ψ ・ 詳 細 な技 術 的 な シス テム設 計 とマ・ネジ メン
「 一 一 ー 一 一 「'
1実 行 可 能 性l

l研 究 報 告 書 「

1」

1,一 一'

報 告

システム仕様

書

/

一

トの 仕 様 を作成 す る。 ・

● 詳細 な シ ステム開 発 ス タッフ の費 用 と新 し

い装置 に要 求 され る事項 を列 挙 す る。

'」 一 一 一^

マ 不 ジ メ ン ト

・ 利 用 で き る リソ ー ス に 対 して の プ ロ ジ ェ ク

トの価 値 を評 価 す る。

図6-1 フ ェ ー ズ 皿:シ ス テ ム 仕 様
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2.現 時 点 で の給 料処 理

3.月 毎、 四半 期 毎 、年 毎 の給料 処 理

4.従 業 員 の利益 計画

5.人 事 記録
θ

" 2.質 問 票

質 問票 は2つ の構 造 化 され た 目的 を達成 す る。

第1は 、 シ ステ ムの た め の特定 の 質 問票 を作 るた めには、 質 問 票 を作成

す る と ころ ま で理 解 す る必要 が ある こと。 そ して これに よって デ ー タ収 集

を行 う前 に あ る程 度 必 要 な設計 研 究 が 行 なわれ る ことに な る。

第2に 、 多 くの ところか ら くる デ ー タを 分析 に 適 す る ように、 共 通 要素

を見 つ け て整 理 す る必要 が あ る。 又 こ のデ ータは こみ い った性質 を も って

い るの で 多分 熟 練 した シス テ ム分 析者 が現 場 レベ ルの人 々 と一緒 に な って

質問 票 を検討 す る必 要 が生 じて くる。

3.マ トリ ックス設 計 手 法

マ トリ ック ス設 計 手 法 は、 今 日 シス テ ムの 設計 を行 う時 に しは しは 用 い

られ る。 この よ うな システ ムの例 と して、APS、TAGが あるoこ れ ら

の シス テ ムの基 本 原則 は 以 下 の如 くで あ る。

1・ シス テ ムの ア ウ トプ ッ ト、 フ ァ イル、 イン プ ッ トに お いて現 わ れ る

デ ー タ要 素 を識別 す る情報 要 素 の マ トリック スが作 れ る こ と。

2.マ トリックス が システ ム設 計 を出 来 るだ け完 全に 分 析す るた め の設

計道 具 とな る こと。

マ トリ ック ス設 計手 法 はそ れ が シス テ ムに つ い て考 え る上 での規 律 と し
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て しい られ るの で、 強 力 な構 造 化要素 とな る。TAGシ ス テ ムは 設計者 が

ア ウ トプ ッ トを基 準 に して、 全 体 の設 計 を考 慮 す る よ うに な って い る。設

計 者 は ア ウ トプ ッ ト(デ ー タ要 素 と日毎 、 週毎 とい うよ うな要 求す る期間

に よb内 訳 され た)を 仕 訳 す る ことに よb、TAGシ ス テ ムが ア ウ トプ ッ

トの要 求 を満 た す 一連 の基 礎 的 な フ ァ イル とイ ンプ ッ トを作 る ことを可能

にす る。 も し特 別 な ア ウ トプ ッ ト、 そ して い くつ か の イ ンプ ッ トとフ ァイ

ル が必 要 に応 じて与 え られ る とす れ ば、 システ ムは 情報 の流 れ か ら失 った

不 完 全 な項 目 の リス トを作 成 す る ζとにな るで あ ろ う。

ADSシ ステ ム を使 えば 、 設 計 者は 注 意 深 く設 計 さ れた 一 組 の様 式 に よ

って、 同 じ ような操作 を 手 で もって 行 な う こ とが 出来 るで あ ろ う し、 各 デ

ー タ要 素 に対 して別 の計算 規 則 や決 定 規則 を付 け加 え る こ とが 出来 る。

シ ス テ ム マネ ジ ャーに と って 重要 な こ とは 、 次 の ことで あ る。

1.一 度 イン プ ッ トが完 全 な 〔 トリ ック ス設計 に入 れ られ る と、 よけ い

な情報 を最 小 限 度 に押 え た情報 の流 れが で きた とい う確 信 をそ の マ ネ

ー ジャ ーほ 持 つ ことにな る。 これは 設 計 が技 術的 に 最 適 で ある とい う

こ とで は ない 。技 術的 に最 適 で あ るか ど うか は、 開発 サ イ クルの 次の

フ ェーズ の課 題 で あ る。 こ の フ ェーズの 目的 で あ る設 計 の技 術 的信 頼

性は、 マ ト リック設 計手 法 に よってそ の妥 当性 が確 認 さ れ た情 報 の流

れ に よ って 、 か な り高 め られ る。

2.設tは ユ ー ザ ー及び 技 術 の専 門 家 の両 者 が理 解 で きる様 式 で記録 さ

れ る。

いつ で も重 要 な ことは、 高度 に 構 造 化さ れ た形 式 で情報 の 流 れ を定義 す

るこ とが 、設 計 プ ロセス の コ ン ビ=一 夕ーrヒの助 け とな る とい う事 実 で あ

る。TAGシ ス テ ムは この傾 向 を実 際 に示 して くれて い る。 とい うのは 、
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TAGシ ス テ ムは 次 の5年 間 の 内 に シス テ ム設 計 の方 法 論 の全体 的 姿 をか

な り変 え る で あろ う し、 も っ と複 雑 な システ ムの問題 も解 け る よ うに なっ

て くるで あ ろ う。

■

●

4.

フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム(時 に は シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト と 呼 ば れ る)は 、

デ ー タ(イ ン プ ッ ト、 ア ウ ト プ ッ ト、 フ ァ イ ル)と プ ロ セ ス(プ ロ グ ラ ム

と 手 続 き)が シ ス テ ム に 必 要 な 機 能 を 遂 行 す る た め に 、 結 合 さ れ る 流 れ を

絵 で 表 示 し た も の で あ る 。(図6-2)

こ れ に よ り、 各 要 素 間 の 関 係 は 明 ら か に な り 、 書 か れ て い る プ ロ セ ス を

視 覚 で 理 解 す る こ と が で き る 。 幾 つ か の プ ロ セ ス 表 現 が 、 設 計 に 対 す る 各

グ ル ー プ の 異 っ た 見 方 を 表 わ す た め に な さ れ る 。 設 計 フ ェ ー ズ で 開 発 さ れ

た シ ス テ ム の 同 じ プ ロ セ ス を 表 わ す の に も2つ の フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム が あ

り 、1つ は デ ー タ フn－ を 、 も う1つ は コ ン ト ロ ー ル フ ロ ー を 表 わ し て い

るo(図6-3)

図 表1・ 図6-3に お け る 図 表1.は 、 処 理 が 要 求 す る も の を 満 た す 為 に 必

要 な シ ス テ ム の デ ー タ フ ロ ー を 表 わ す 、 こ れ は 伝 統 的 な シ ス テ ム フ ロ ー 図

表 で あ る 。 こ の 図 表 を も と に し て 明 確 に す る 必 要 の あ る イ ン プ ッ ト、 ア ウ

ト プ ッ ト、 フ ァ イ ル 、 プ ロ グ ラ ム そ し て 手 続 き を 確 認 せ る 。

図 表2.図6-3に お け る 図 表2.は 、 シ ス テ ム の コ ン ト ロ ー ル フ ロ ー を 表

わ す 、 ビ ジ ネ ス 指 向 型 の シ ス テ ム で の コ ン ト ロ ー ル は 、 シ ス テ ム に ガ い て

必 要 欠 くべ か ら ざ る 部 分 で あ る 。 そ れ ら は 手 続 き 化 さ れ て い る と 同 時 に プ

ロ グ ラ ム 化 さ れ て い て 、 そ れ ら の 相 互 関 係 は 非 常 に 複 雑 で あ る
。 設 計 プ ロ

セ ス の 初 期 に 設 計 さ れ ね ば な ら な い 、 あ る 特 定 の1組 の プ ロ グ ラ ム と 手 続
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図6-2フ ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム

一96一

●



ム

ト

イ

一

夕

シ

1

1

P

1

1
収 集 1

2

P

1

2

＼

20枚 の タ イ

ム シ ー トに対

す る パ ッ チ コ

ン ト ロ ー ル レ

コ ー ドを 作 り

出 す

P

1

1

1

ー
ユ

す べ て の 修 正

に 対 す る パ ッ

チ コ ン トロ ー

ル レ コ ー ドを

作 り出 す

P

1

2

1

2

●

週 毎
インプット

P

F

l

F

1

20に 等 し く

な い パ ッ チ を

チ ェ ッ ク す る

F

1

P

F

1

●

従業 員

プアイ

編集 実 行

顧客 プ ア イル
の形 式 に トラン

ザ クシ ョン を編

集 す る

訂正 した上 で
エ ラー リス トを

打 つ

も しエ ラーが

なけ ればPG2

を実行 、 あれば

訂正 を待 つ

PG

1

編 集 済

トランザ クシ

ョンフアイル

F

㍉

F

2

毎

業

コ

ロ

門

従

の

ト

ル

部

の
員

ン

一

i

l

編 集 済

トランザクシヨ3

ンプアイル

/[

1

1

1.パ ッ「re)コントロ

ー ル 合計 を チ

ェ ッ クす る

2.F3に 対 す る

コン トロール 合

計 を 設 定 しチ

ェ ッ クす る

3.F2か ら の 率

と最 大 の 値 の

妥 当 性 を み る

P

2

正 規時

の コント
ロール 合

合計

F

3

F

同様3

P

¢

1

¢

-

エ フ ー

リス ト

次の処理PG
の実行2

1

P

¢

1

何 の コントロ
ー ル活 動 も

お こさ ない

次の処理
の実行

G

2

P

etc

■ フー一 タ フ ロ ー ダ イ ア グ ラム

図 表1

コ ン トロ ー ル フローダイアグ ラム

図 表2

▼ 略 字

1:イ ン プ ッ ト

":ア ウ トプ ッ ト

F:プ ア イ ル

P:手 続 き

PG:プ ロ グ ラム

例

PI2

は イ ン プ ッ ト2

の 手続 き

図6-3コ ン ト ロ ー ル フ ロ ー と デ ー タ フ ロ ー を 表 わ す 図 表 の 関 係

一97一



きに そ の コ ン トロ ール 活 動 を結 び つ け る コ ン トロ ール フ ローダ イヤ グ ラム

は 、 有用 な 構造fヒ手 法 で あ る。 こ こで、 コ ン トロールは 十 分 に検討 さ れ、

シス テ ムの基礎 的 な 仕様 書 に ま とめ られ・ そ して・ それ らの 吟味 ・ 注 釈 ・

修 正 が容 易 に理 解 出来 る ような様 式 で書 きあげ られ る。

す べ て の手 続 き、 プ ロ グ ラム、 イ ンプ ッ ト、 フ ァ イル 、 ア ウ トプ ッ トの

間で の 関係 が 明 らか にさ れ 、 そ れ らの定義 が仕様 書 の他 の セ ク シ ョンで見

つ け る こ とが 出来 る様 に、 ラペ ル付 け され 、 確認 さ れ て い る こ とが 、 デ ー

タフ ロ ーダ イアグ ラム(図 表1.)を み る とわ か る。 同 じ様 に して手続 き と

プ ロ グ ラ ムの間 で の コ ン トロ ール の 関係 が 明 らか に さ れ、個 々の プ ロ グラ

ム と手 続 きの特 定 の コ ン トロール仕 様 書 が 吟味 と これ に続 く詳細 設 計 のた

めに重 きを おい て とり扱 わ れ る。

5.導 入 計画 表

シ ステ ム開発 プ ロセ ス で、 最 も困 難 な仕 事 の1つ が 、 移 行 プロ セ ス の計

画 と実 行 で あ る。 困難 に な る原 因 と して 、(1肢 術的 システ ム(即 ち、 仕様

書 と プ ・ グラ ム)が 移 行 プ ロセ ス と等 価 で あ る と、 ほ とん ど の シス テ ム設

計者 が考 えて い る こ と と(2)開 発 プ ロセス に参 加 す る ～二と を、 シス テ ムの

ユ ー ザーが 嫌 が る こ とで あ る。 シス テ ムの仕 様 フ ェー ズ の期 間 では 、 シス

テ ムが ユ ーザ ーの要求 す る もの で ある こ とを確 か め る ことに 、特 に 注 意 を

払 わ な けれ ば な らない。 前 の 節 に おい て、 議 論 した フ ロー ダ イヤ グ ラムに

お け る処 理 で の手 続 き と コ ン トロー ル との 明 らかに され た 関係 は 、 シ ス テ

ムの ユ ーザ ーが シス テ ム との イ ン ターフ ェ イスを容 易 に思 い浮 べ させ る よ

うにす る為 には 有役 で あ る。 移 行 計画 表 は ユ ーザ ーと シス テ ムの設 言†者 が

訓 練 、 デ ー タフ ローの 手続 化、 そ して プ アィ ル作成 に どの く らい努 力 して
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表6-1導 入 計 画表 人 事 イン プ ッ ト様 式

様 式 の タイトル 様式% 機 能 困難度 必 要'な 知 識
総 ユ ー ザ ー数

部署 ユ ー ザ ー

新従業員

(NE)

5.6,7, 新 従業 員 の コン ピュ ー ター

フ ァイ ル の作 成

中 ダ ミーの社 会 保償 番 号 の計 算 をす る

新 従業 員 に 様式 の 説 明 をす る10表 ・

を作 用

給与 情 報 を 求め る

40 100

私 的 な プロフ

ィ ルの変 更

(CT)

5,6.7. 私 的 プ ロ フ ィ ー ル に でて く

る デ ー タ ー の 変 更

易 カ ー ド型 式 は 含まれ て い ない

通常 ち よつ とした特 殊 な変 更 しか し

な い い くつか の表 を使 用

40 60

公 的 な プ ロフ

ィール 変更

(NT)

5.6,7. 公 的 プ ロフ ィ ー ルに で て く

る デ ー タ ー の 変 更

易 最 も明 らかな もの

通常 ち よつと した特 殊 な 変更 しか し

ない い くつ か の表 を使 用

40 100

マ ス タ ー フ ァ

イ ル の 調 整

(AJ)

3. 上 の 両 プ ロ フ ィ ー ル に で て

こ な い デ ー タ ー の 変 更

†

難 カ ー ドが プ ランク で あ つた り、適 切

な欄 が読 まれ なけ れば いけ な い とい

うこ とが大き な問題 であ る。

表 は い ろい ろ使 う

1つ だけ の 変更 とめ うのは まれ で あ

る

1
'

5

…

…

等

…

…

等

…

…

等
'

…

…

等

…

…

等

…

…

等

…

…

等



い るか を認識 さ せ る為 の道 見 で あ る。

導 入 計画表(表6-1)は 、 文 書 の型 式、 複 雑 さ、 文 書 が 用 い られ る部

署 の数 、 そ してそれ を用 い る入 の 数 に よって 分類 され た、 シ ステ ムの ユ ー

ザ ーが 取 り扱 わ ね ば な らぬ、 文 書 の リス トを表 わ して いる。 移 行 計画 表 を

準 備 す る と、 広範 囲 に わ た る教 育 の手 続 化、訓 練 及 び教 育 が 考 慮 さ れ ねば

な らぬ領 域 がす ぐさ ま 明 らか に な る。 『複雑 なる文 書 の使 用 を教 え込 まれ

るべ き80ケ 所 の400も のユ ー ザー が実 際 の問題 を 提示 す る こ とを見落

す ユ ーザ ーや システ ム プ ラ ンナ ーは まれ で あ る。 基本 的 には 、 移行 計画 表

は移 行 に 関す る問題 へ の 実 際的 な ア プ ロー チ を とる よ うに設 計 さ れ 構造fヒ

要 素 で あ る。

も

6.フ ァ イ ル 作 成 デ ー タ ソ ー ス マ ト リ ッ ク ス

シ ス テ ム を 計 画 す る 際 に 、 移 行 プ ロ セ ス の 基 礎 的 構 成 部 分 の1つ で あ る

フ ァ イ ル 作 成 と 移 行 プ ロ セ ス に 必 要 と な る 全 て の フ ィ ー ル ドを 記 載 す る マ

ト リ ッ ク ス を 開 発 す る こ と は 、 フ ァ イ ル 作 成 コ ス トを 見 積 も る の 場 合 の 助

け と な る 。 次 の フ ェ ー ズ で は こ れ ら の 移 行 プ ロ セ ス を 手 続 き 仕 様 書 と プ ロ

グ ラ ム 仕 様 書 に 公 式 化 し、 そ し て 最 後 に 、 手 続 き マ ニ ュ ア ル と 仮 の プ ロ グ.

ラ ム に 公 式fヒ す る 。 フ ァ イ ル 作 成 デ ー タ ソ ー ス マ ト リ ッ ク ス の 例 と 表6-

2に 示 す 。
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表6-2フ ァ イ ル 作 成 デ ー タ ー ソ ー ス マ ト リ ッ ク ス

入 事 デ ー タ ベ ー ス

■

●

部署 コー ド 部署 コー ド表(人 事 マニュアル)

最 終 学 歴 ア プ リケー シ ョン様 式

給 料 マ ス タ ー フ ァ イ ル か ら あ

る フ ィ ー ル ドを抜 き出 し、 人

事 マ ス タ ー フ ァ イ ル の イ ン プ

ッ ト ト ラ ン ザ グ ヨ ン を 作 る の

に プ ・ グ ラム が 必 要 か?

検察と転記を手作業で行なう

検察と転記を手作業で行なう

ワ

7.シ ステ ム仕 様 報 告書

シス テ ム仕 様 は、 開 発 フ ェーズ で集 約 され た もの で ある
。 この報 告 書は

以 下 の読 者 と、 彼 らの要求 す る もの を満 足 させ ね ば な らな い。

(∂ 彼 らが 受け入 れ た り、 拒否 した り して い る プ ロ ジェク トの全体 を正 し

く認 識 しなけ れ は な らない ジ ェネ ラル マ ネ ー ジメ ン ト

ω 稼 動 面 で の ニ ー ドに合 致 して い る形 式 で彼 の望 む機 能 の細 か い と ころ

まで を・そ の シス テ ムが 遂行 してい くか ど うか につ いて の判 定 を下 さ な

けれ ば な らない シス テ ムの ユ ー ザー
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(c)予 想 さ れ る時 間 と コス トの ス ケ ジ ュール の中 で提 示 さ れ た仕 様 書 か ら

作 業 シス テ ム を作 成 す る ことが 出来 る とい う確 信 を もって い る技 術 設 計

者

(δ シス テ ム統 合 化 に おい て も っ とも重 要 な測 面 を 自 ら確 か め るべ き立 場

に あ る管理 者 と監 査役

(e)移 行 チ ーム(移 行 チ ー ム とい う概 念 は、 移行 努 力 をそ れ 自体1つ の プ

ロ ジ ェ ク トとみ な して計 画 し実 行 す る人 々の必 要 性 を強 調 す る為 に こ こ

で は 用 い る)

(f)提 案 され た シス テ ムの ロー ドが現 在 の計 算環 境(conputational

environment)の 中 で実 行 可 能 か ど うか 、計 算 環境 は拡 張 さ れ るべ き

か ど うか 、 シス テ ム の制約 は 計算 環境 の変 更 を行 な うのに十 分か どうか

な どを検 討 しな け れば な らない ハ ー ドウ ェアの獲 得 を担 当 す る部 門

以 上 の こ とを成 す た め に、 次 の よ うな仕様 の概 要 が提 案 さ れ て い る。

シス テ ム仕 様報 告書

(提 案 さ れ て い る概 要)

1シ ス テ ムのま とめ

A

B

C

D

E

そ の シス テ ム につ い て の短 か い解 説

そ の シ ステ ムに よつ て解 か れ る問 題 に つい て の 記述

これ らの問 題 の答 とな る シス テ ムに つ いて の記 述

スケ ジ ュー ル の ま とめ

成 功尺 度(す なわ ち、 シス テ ム の成 功 の程 度 が測 定 さ れ る評 価基 準)

に つ いて の記 述

皿 新 しい シス テ ムの機 能 的仕 様

A用 語 集
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●

●

●

Bシ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト と そ の 説 明(シ ス テ ム の 手 続 き あ る い は 物

理 的 な 面 が 強 調 さ れ る レ ベ ル で の)

Cシ ス テ ム 機 能 の 説 明

Dイ ン プ ッ トの 説 明

Eア ウ トプ ッ トの 説 明

Fフ ァ イ ル の 説 明

皿 コ ン ト ロ ー ル 仕 様

Aコ ン ト ロ ー ル フ ロ ー チ ャ ー ト とそ の 説 明

移 行 シ ス テ ム の 機 能 的 仕 様

A移 行 シ ス テ ム の 大 き さ

1.導 入 計 画 表

2.フ ァ イ ル 作 成 デ ー タ ソ ー ス マ ト リ ッ ク ス

3.訓 練 及 び 教 育 上 に 関 す る 要 求

4.組 織 上 の 責 任 と そ の 割 当 て

B移 行 シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト と そ の 説 明

1.シ ス テ ム の デ ー タ フ ロ ー

2.シ ス テ ム の コ ン ト ロ ー ル フ ロ ー

C必 要 と さ れ る プ ロ グ ラ ム の 手 続 き の 説 明

V技 術 仕 様

Aシ ス テ ム の 主 要 な 構 成 部 分 へ の ブ レ ー ク ダ ウ ン(シ ス テ ム は 、 そ の

シ ス テ ム の 大 き さ に よ っ て い ろ い ろ な レ ベ ル で 述 べ ら れ る 。 例 え ば 、

受 注 シ ス テ ム に つ い て は 、 編 集 サ イ ク ル 価 格 サ イ ク ル 等 の レ ベ ル が あ

隻 、 ま た あ る と き に は 実 行 の レ ベ ル に お い て 述 べ られ る こ と も あ る 。

シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト及 び そ の 説 明 は 、 シ ス テ ム の モ ジ ュ ー ルfヒ
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の 説 明 を す る の に 役 立 つ)

B上 で 述 べ ら れ た 各 々 の 要 素 に つ い て は 、 次 の 様 な こ と が 必 要 と な る 。

1.処 理 ロ ジ ッ ク の 説 明

2.必 要 な コ ン ピ ュ ー タ タ イ ム の 推 定

3.イ ン プ ッ ト の 説 明

4.ア ウ ト プ ッ ト の 説 明

5・ ㌘ イルの蹴

上63.4.5に つ い て は 、 次 の 様 な 情 報 が 記 載 さ れ る 。

a取b扱 い

b量 に つ い て は そ の 平 均 値 、 最 大 値 、 そ し て 年 間 成 長 率

cフ ィaル ドの 説 明 で は 、 フ ィ ー ル ドの 大 き さ 、 コ ー デ ィ ン グ の

構 造 、 フ ィ ー ル ド の ソ ー ス(イ ン プ ッ トあ る い は 計 算 ル ー ル)

Cこ れ ら の デ ー タ は シ ス テ ム の 情 報 フ ロ ー を 妥 当 な も の に す る で あ ろ

う マ ト リ ッ ク ス 設 計 の 様 式 に 記 入 さ れ る こ と が 望 ま し い 。

D周 辺 の 制 約

1.ハ ー ド ウ エ ア

2.ソ フ ト ウ ェ ア

3.パ ー フ ォ ー マ ン ス

4.監 査 記 録

5.適 合 性 か ら の 要 求(他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン と の イ ン タ ー フ ェ イ ス)

W経 済 性 の 分 析

Aコ ス ト評 価 様 式 の 説 明 デ ー タ

計 画 の 要 求 す る も の

A開 発 サ イ ク ル の バ ラ ン ズ を 取 る た め の 全 体 の ス ケ ジ ュ ー ル と リ ソ 一
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ス

Bシ ス テ ム 設 計 フ ェ ー ズ で の 詳 細 な 計 画

1.プ ロ ジ ェ ク ト組 織 の 要 求 事 項

2.シ ス テ ム 設 計 フ ェ ー ズ の タ ス ク リ ス ト

3.ネ ッ ト ワ ー ク ダ イ ヤ グ ラ ム(も し プ ロ ジ ェ ク トが そ れ を 必 要 と す

る程 、 十 分 大 き い 場 合)

●
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第7節 シ ス テ ム 設 計 フ ェ ー ズ

概 要

この段階 は 、新 シス テ ム お よび 前 に議論 した 移 行 シ ステ ムの仕様 書 に適合

す る詳 細 プ ログ ラム と手続 きの設 計 を行 う。 これ は 図7-1で 図表 化 され、

この章 で詳 説さ れ て い る。

イン プ ッ ト

シス テ ム設計 フ ェー ズへ の イン プ ッ トは 、 シ ス テ ム仕 様 報告 書 と、 マネ ジ

メ ン トの吟 味結 果 と して必 要 な何 らか の公 式 な修 正 書 とか らな る。

ア ウ トプ ッ ト

シス テ ム設計 フ ェー ズ の ア ウ トプ ッ トは プロ グ ラ ム仕様 書、 手 続 き仕様 書 、

移 行仕 様 書 で あ る。

プ ログ ラム仕様 書 とは コ ン ピュー タに実行 さ れ る内 容 の細 目記 述 書 で あ る。

プ ロ グ ラ ム仕 様 書 は、 外 部 契 約者 が 、仕 様 書か ら プ ログ ラム を正 確 に コー ド

化 出来 る位 の詳細 な レベ ル で書 か れ るべ きで あ る。

手続 き仕 様 書は 骨格 的 な イ ンプ ッ ト手 順 の形 体 を と るべ き で あ り、 全 て の

イ ン プ ッ トフ ォ ー ム・ ア ウ トプ ッ トレポ ー トの 予備 設計 、 手 作業 シス テ ムの

フ ロー ダ イヤ グ ラ ム、 各 トラ ン ザク シ ョンを取 り扱 う手順 の 記述、 手 続 きマ

ニ ュア ル の概 要 を含 む べ きで あ る。

移 行 仕様 書 は 、 旧 シ ス テ ムか ら新 シ ステ ムへ の移 行 す るの に必 要 な、 プ ロ

グ ラム仕様 書 と手 続 き仕 様 書 で あ る。移 行 作 業 を監 督 しつづ け る為 に、 プ ロ

ジ ェク トの この段 階 で 、1つ の活 動 と して移 行 作 業 を設 定す る価値 が あ る。
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ス トラクチュアルスタンダ ード

Aタ ス ク リス ト

Bシ ス テ ム の モ ジ ュ ー

ル 化 と イ ン タ ー フ ェ ー

ス の 削 減

Cシ ス テ ム の プ ロ ト タ

イ プ

D仕 様標準

E移 行時間表

手 続 き 図 表

} シ ス テ ム

L⌒

マ ネ ジ メ ン ト

の 吟 味

プ ロ グ ラム

仕 様 垂

続
様

行
書

「

1

ブmグ ラ ム1

お よ び 手 続1

き の 開 発l

L____」

移行 プ ログ
ラ ム仕 様書

移行手続き
仕 様 書

図7-1 フ ェ ー ズ 皿 シ ス テ ム 設 計

句 ●

目 的

1.プ ログ ラへ 手続 き、移 行 シス テ

ム領域 で の最終 設 計 仕様 書 の作成

2・ シ ステ ムの存在 全 期間に わ た つて

更新 さ れ、 保 守 しうる形 式 で設計仕

様 書 を記録 す る。 そ れ は全 プ ロジェ

ク ト・グル ープ に対 す る システ ム作

業 に拡 張 出来 るだ ろ う。

3.開 発 コ ス トと時 間表 お よび運 用 コ

ス トの正 確 な見 積 り を提供 す る、詳

細 な設 計 仕 様書 に基 づ く最終 コス ト

分析 の 提供

責 任

シ ス テ ム 開 発

■ シ ス テ ム ・フ ロ ー 、 フ ァ イ ル 、 プ

ロ グ ラム 、 手 続 き、 コ ン トロ ー ル

の 詳 細 設 計

・修 正 コス トの 見 積 りの 作 成

ユ ーザ ー

・運 用 目的 に 対す る仕様 変更 の評 価

・移 行 計画 の 明確 化

。財務 目的 に 対 する費 用 の評価

マ 不 ジメ ン トの 評価

・使 用 可能 資源 に対 す る ブ ・ジ ェク

トの価 値



下 位 の ス トラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ド

こ の フ ェ ー ズ で 適 用 し う る 主 な ス ト ラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ドは 次 の 通 り 。

O

O

O

O

O

適 切 な タ ス ク ・ リ ス トの 定 義

シ ス テ ム の モ ジ ュ ー ル 化 と イ ン タ ー フ ェ ー ズ の 削 減

シ ス テ ム の プ ロ ト タ イ プ

仕 様 標 準

移 行 時 間 表

●

■

1.タ ス ク ・ リ ス ト

シ ス テ ム 設 計 は か な り 複 雑 な 作 業 で あ る 。 こ れ を 示 す た め に 、 組 織 が 当

面 す る 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト の 規 模 を 示 す 、 あ る 典 形 的 で 、 明 確 な パ ラ メ ー タ

ー を 示 そ う
。

イ ン プ ッ トの 数25

ア ウ ト プ ッ トの 数50

レ ユ ー ド タ イ プ の 数50

フ ィ ー ル ドの 数500

プ ロ グ ラ ム の 数100

明 ら か に 、 こ の 規 模 の プ ロ ジ ェ ク ト を 管 理 し よ う と す る 際 に 生 ず る 、 リ

ソ ー ス マ ネ ジ メ ン ト と意 思 措 通 の 上 で の 諸 困 難 を 解 決 す る た め の 注 意 深 く

て ・ 詳 細 な 計 画 が 必 要 と な る。 こ の 段 階 を 計 画 す る 上 で の 最 初 の 原 則 は 、

"分 割 と克 服"(divideandconguer)と し て 最 も よ く表 現

さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の フ ェ ー ズ は 平 行 し て 進 め ら れ る い くつ か の サ プ プ

ロ ジ ェ ク トに 分 割 さ れ る べ き で あ り
、 サ ブ プ ロ ジ ェ ク トは 、 で き る だ け 早

い 時 期 に 個 々 に 独 立 に 定 義 さ れ る べ き で あ る 。 シ ス テ ム 仕 様 フ ェ ー ズ の タ
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●

●

◎

ス ク ・リス トの定 義 を議 論す る際 、私 は シ ステ ムの 中に 含 まれ る独 立 の機

能 とい う基礎 に立 って、 サ ブ プロ ジェ ク トを 平行 して開発 して ゆ く可 能性

を述べ た。 こ こで もう一度 、 この フ ェーズ でま た 平行 作業 を設 定 す る こと

に な る最 も論 理 的 な基礎 を提 示 す る ことにな るだ ろ う。 この フ ェーズ での

作 業 を平 行 化され る別 の可 能 性 は 、作成 され る3つ の異 な る ア ウ トプ ッ ト

に関 連 す る。 す な わ ちそ れ らは プ ロ グ ラム仕様 書 、 手続 き仕 様 書 、 移行 仕

様書 で あ る。

プ ログ ラ ム仕様 書 の作成 作 業

プ ロ グ ラ ム仕 様 書 の作成 作 業 に は 次 の ことが 含 まれ る。

Aシ ス テ ム ・ レ ベ ル の 仕 様 書(全 て の プ ロ グ ラ ム の た め の 共 通 デ ー タ を

含 む プ ロ グ ラ ム 仕 様 書 の 部 分)t

1.全 て の イ ン プ ッ ト ・ア ウ ト プ ッ トの 定 義

2.シ ス テ ム ・モ ジ ュ ー ル の 定 義

こ れ は シ ス テ ム を 独 立 に 作 動 し う る よ り 小 さ い サ ブ シ ス テ ム に 分 割

す る こ と で あ る 。 各 サ ブ シ ス テ ム に 対 し、 処 理 機 能 が 明 確 に さ れ 、 サ

ブ シ ス テ ム 間 の デ ー タ の 伝 送 を す る フ ァ イ ル が 決 め ら れ る 。

3.シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト、 フ ァ イ ル の 定 義 、 テ ー ブ ル の 定 義 、 高

度 の プ ロ グ ラ ム 仕 様 書 が 各 サ ブ シ ス テ ム に 対 し 開 発 さ れ る 。 ζ の 時 点

で 、 個 々 の サ ブ シ ス テ ム の タ イ ミ ン グ を 必 要 とす る 記 憶 域 の 大 き さ を

分 析 す る 。

4.シ ス テ ム に お い て プ ア イ ル と プ ロ グ ラ ム 使 用 に よ つ て 相 互 参 照 さ れ

る 全 て の フ ィ ー ル ドの マ ス タ ー テ ー ブ ル が 開 発 さ れ る 。 こ れ は フ ェ ー

ズ 皿 で 討 論 さ れ る マ ト リ ッ ク ス 設 計 手 法 の 当 然 の 結 果 と な っ て い る 。

5.先 ず 概 念 的 な テ ス ト ・プ ラ ン を 開 発 す る 。 次 に シ ス テ ム ・テ ス ト の
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方 針 を 明 らか に し、 っ いで個 々のサ ブ システ ム をテ ス トす る方 針 を開

発 す べ きで あ る。

Bプ ログ ラム ・レベ ル の仕様 書

1.高 レベ ルの仕 様 書 を 吟味す る

2.プ ログ ラ ム のた め の詳 細 な文 書 に よる仕様 書 の作成

3.プ ログ ラム の た め の フ ロー チ ャー ト

4.プ ロ グ ラム ・テ ス ト ・プ ランの作 成

次 の ような 順序 で作 業 部隊 が徐 々に拡 大す る のは あき らかで あ る。

1.A(1)と(2)は シス テ ムのマ ス タ ーデ ザ イナ ー に ょb行 なわ れ る。

2.A(3)か ら(5)Aで は個 々のサ ブ シス テ ムに 責 任 を もつ デザ イナ ーに よ

り行 な わ れ る。 これ らの作 業 は マス タ ーデ ザ イナ ー の監督 を受け る。

3.B(1}か ら(4)ま で は、 プ ログ ラム、 デ ザ イ ナー に よb行 なわ れ 、 サ ブ

シ ステ ム ・デ ザ イ ナ ー の監 督 を受 け る。

シス テ ムの設 計 は 、 構築 が進 むに つれ て シス テ ムお よび プ ログ ラムの

建 造 物(architecture)と して、 多 くの プ ログ ラマー-vaよb書

き上 げ られ て きた 。 これ は この本 の最 初 の 方 で そ の類似 性 を検 討 した製

品 開 発 と非 常 に よ く対応 した一 般 的 な見 解 で あ る。

手続 き仕 様 書 の作 成 作業

このフ ェー ズ で の手続 き仕 様 書 は、 イン ブ ヅ ト ・ア ウ トプ ットが何 か ら

構成 され 、 この情報 が コ ン ピュ ー ター ル ー ムか ら物理 的 にい か に流 入 ・流

出す るか を詳 細 に確 定す る必要 性 を意 味 して い る。 また シス テ ム ・ トラ ン

ザク シ ョ ンを文 書 化 しは じめ る ことが必 要 で あ り、 そ うす れば この フ ェー

ズの終 了 時 点 で、 ユ ーザ ーの 部 門 が この新 シス テ ムの 下 で い かに機 能 す る

か 目 で見 る こ とが 出来 るだ ろ う。
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こ れ を 達 成 す る た め に 開 発 タ ス ク の 次 の よ う な リ ス ト が 考 慮 さ れ ね ば な

ら な レ、。

Aイ ン プ ッ ト フ ォ ー ム の 設 計

1.ど ん な 情 報 が 必 要 で あb、 そ れ は ど ん な フ ォ ー ム で あ る べ き か を 確

定 す る た め に 、 コ ン ピ ェ ー タ ー シ ス テ ム の フ ロ ー ・ ダ イ ヤ グ ラ ム と イ

ン プ ッ トの 定 義 を 使 う。

2.ユ ー ザ ー と 協 力 して 、 最 適 な フ ォ ー ム ・ デ ザ イ ン を 確 定 す る。

Bア ウ ト プ ヅ ト ・ レ ポ ー ト の レ イ ア ウ ト

1.各 々 の レ ポ ー トに ど ん な 情 報 が 書 か れ 、 どん な 順 序 で か か れ る べ き

か を 確 定 す る た め に 、 コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム の フ ロ ー ダ イ ア グ ラ ム

と ア ウ ト プ ッ ト の 定 義 を 使 う。

2.ユ ー ザ ー と協 力 し て 、 各 レ ポ ー1が い か に 使 わ れ る か を 確 定 す る 。

3.各 レポ ー トの レイ ア ウ トを設 計 す る。

C手 作 業 の外 部 システ ム ・フ ロ ー ・ダ イア グ ラムを描 く。

1・ コ ン ピ ュ一 夕ー シス デ ムの フ ロー ・ダ イア グ ラムと プ ログ ラム仕様

書 を使 って、 トランザ クシ ョンが コン ピュー ターシス テ ムを通 じて い

か に流 れ エ ラー訂正 が いか に なされ る。 あ るい は また、 シス テ ムは何

を管 理 しよ う と して い るか を確 定す る。

2.次 の こ とを確 定 す るた めに ユ ーザ ー と協 力 す る。

aど ん な要 員 が使 用可 能 か

b彼 の部 門 が供 給 す るもの は 準備 出来 て い るか

c彼 が計 画 した組織 は どうか

d新 しい仕 事 の 構成は ど うか

3.伝 票 作業 の流 れ の概 要
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4.コ ン ト ロ ー ル 手 続 き の 概 要

5.エ ラ ー 訂 正 手 続 き の 概 要

6.手 作 業 シ ス テ ム の 作 業 流 れ 図 の 作 成

Dト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ マ ト リ ッ ク ス の 準 備

1.プ ロ グ ラ ム 仕 様 書 を 使 っ て 、 各 トラ ン ザ ク シ ョ ン が 、 そ の シ ス テ ム

で い か に 処 理 さ れ 、 全 て の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン が い か に 相 互 作 用 す る か

を 確 定 す る 。

2.Fラ ン ザ ク シ ョ ン の 相 互 作 用 を 示 す マ ト リ ッ ク ス を 描 く。

3.各 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン が シ ス テ ム でhか に 処 理 さ れ る か に つhて の 概

要 を 作 成 す る 。

Eユ ー ザ ー マ ニ ュ ア ル の 草 案 作 成

1.次 の 点 に つ い て ユ ー ザ ー と プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ー ダ ー が 協 働 す る

aユ ー ザ ー マ ニ ュ ア ル に 必 要 な 項 目 を 決 定 す る。

bど の よ う な 種 類 の 要 員 が マ ニ ュ ア ル ま た は マ ニ ュ ア ル の 一 部 を 使

用 す る か を 決 定 す る 。

cユ ー ザ ー マ ニ ュ ア ル を ど の よ う な 様 式 に す る か 決 定 す る 。

移 行 仕 様 書 の 作 成 作 業

移 行 過 程 は2つ の 主 要 な 面 を 持 つ

旧 シ ス テ ム の デ ー タ を 新 シ ス テ ム が 処 理 し う る 形 式 に 交 換 す る 手 続 き と 、

プ ロ グ ラ ムo

新 シ ス テ ム を 受 け 入 れ 、 適 切 に 利 用 す る た め に 、 ユ ー ザ ー側 の 条 件 を整

え る の に 必 要 な 教 育 。 こ の こ と を 達 成 す る た め に 、 次 の よ う な タ ス ク を完

了 し な け れ ぱ な ら な い 。

Aフ ァ イ ル の 移 行
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フ ェ ーズllで 、 われわ れ は達 成 され るべ きフ ァ イル移 行 プロ セ ス を一

般 的 に 明 らか に した フ ァ イル移 行 テー ブル を作成 した。 この フ ェー ズ で

わ れわ れ は これ らの タス ク の詳 細 な仕様 書 を作成 すべ きで あ る。

L各 々の タス ク に対 し、次 の項 目 か らな る移行 仕様 書 を作成 す る。

aデ ー タ ・フ ロー図

b手 続 き仕 様書

cプ ログ ラム仕様 書(必 要 な場合)

B導 入 教育

1.移 行 さ れ るい ろい ろ な部 署 で 実行 され る ことにな る。 教育 と移行 作

業 の ス ケ ジ ュー ル を作 成す る。

2.各 タス クのた め の仕様 の作 成

この フ ェ ー ズは か な り長期 に な り うる し、 プ ロ グラ ム、手 続 き、移

行 計 画等 の グル ー プが 関連 した 活 動 を含む こ とに な るの で 、 こ の段 階

での きめ細 か い ス ケ ジ ュール を設定 す る為 の注意 深 い 計 画表 を 作 らな

け れば な らな い。 各 グル ープ内 で の 吟味 、品 質管 理 、 あ るいは 諸 仕様

書 の 内容 が うま く一致 す るこ とを確 か め るため に協 同 して行 なわ れ る

吟味 な どに適 切 な時 間 をさか ね ば な らな い。 フ ェーズ 皿で討 論 した よ

うに 、 チ ェ ック ポ イ ン トの数 は費 や され る資金 と強 い関係 を もつ。

2.シ ス テ ムの モ ジュー ル 化 とイン ター フ ェース の削減

デ ジタル装 置 の 設計 は共 通 の構 成 要素 の数 を最 小 にす る よ うな論 理 機 能

をま とめ あげ る とか、 これ ら構成 要 素間 の イ ン ター フ ェ ース を削 減 す ると

か い った 、 い くつ か の 問題 に関連 して い る。 これ らの テ クニ ック を うま く

適用 した 結果 が・ 拡 張 可能 性 と保 守 の容 易性 を も った モ ジ ュー ル とい う美
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学 的 に も好 ま しい 設 計 で あ る。 デ ィジ タル装 置 の設計者 が より単純 な設 計

を探 索 す る ときに、 彼 の助 け とな る。 性質 上 数学 的 な、 多 くの強 力 な設 計

手段 を も って い る。、これ らの設 計 手 段は、 設計 者 が で き るだけ 設 計 を正 確

に し よう とす る こ と と、.論理 条 件 を数 学 的 に 記述 す る能 力 を も って い る と

い う2つ の理 由 か ら役 に 立つ こ とに な る。

情 報 シ ステ ム の設 計者 は 同 じ目標 を達 成 し ようと して い る のだ が、 ま だ

問題 を正 確 に 記述 す る方法 を開発 してい ない し、 数学的 に適 切 に表 現 し う

る情 報 システ ムの 構成 要 素 は ま だ あ りえ な い。 だ か らシス テ ム設計 者 は、

処 理 ロ ジ ックの 要素 化 とシ ステ ムの イン ター フ ェー スの最 少 化 を創 造 的 に

もの ご とを組 み合 わせ て い くこ とに よって果 たさ なければ な らない 。

高 度 に創 造 的 で あ る設計 合 成 の過 程 自体 の うま い表現 法 は 今後 の開 発 を

行 っ てい る よ うな 状況 で あ るけ れ ど も、 設計 合成 の過 程 の結 果 を明瞭 にす

る こ とは で きる。 果 た さねば な らない こ とは、 シス テ ム設計 の全 て の レベ
■

ル の モ ジ ュール 化 で あ る。 モ ジ ュー ル化 には い くっ か の特 徴 が あ る。

ω 機 能 の ユ ニ ー クさ。 各 モ ジュ ールはそ れ が シス テ ム設 計 の どん な レ

ベ ル で あって も、 シス テ ム のた め のユ ニー クな一連 の 機 能 を果 たす べ き

で あ る。 この よ うにす れ ば、 も し これ らの諸 機 能 を持 って い る シス テ ム

に 修 正 が必 要 とな った時 に は 、特 定 の モ ジュー ルだ け を対 象 に す れば よ

い こ とにな る。

⑱ 論 理 的 な完 全 さ。 モ ジ ュー ルは そ の仕 様 に モ ジ ュールへ の インプ ッ

ト ・デ ー タ とモ ジ ェ ール か らの ア ウ トプ ッ ト ・デ ー タお よび デ ータ変換

を実 施す るた めの処 理 規 則 が書 かれ て い る場 合 に限 って、 論理 的 に完 全

な 設 計機 能 とな る。 モ ジュ ー ルが 論理 的 に完全 な場 合 ・ 各 モ ジ ュ ールは

詳 細 に 設計 さ れ 、 コ ー ド化さ れ・ システ ム の他 の全 て のモ ジ ュール とは
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独 立に テ ス トす る ととが で きる。 だ か らモ ジュ ール化は 作業 を行 うに際

して 、 平行 作 業 を可 能 と し、 大規 模 プ ロ ジ ェク トが実 施 され る時 に はい

つ で も基 本 とな る もの で あ る。

(Oモ ジ ュール 間 の デ ー タ イン タフ ェース の最 小 化。 辞書 に よる と、 イ

ン タフ ェー ス とは2つ の物 体 間又 は 空 間 間 の共 通 の境 界 と定 義 して ある。

情報 シス テ ムの場 合 には、 デ ー タ ・フ ァ イル がそ れ を必要 とす る計算過

程 間 での イ ン タフ ェ ースで あ る。

あ る意 味 に お いて、 構 造 の応 力図 形 と情報 システ ムの モ ジ ュ ール 化 と

間 に は 類 似 性 が ある。構 造 の各 接 合点 は 接合 点 の構 造 エ レ メン トの張 力

で バ ランス を保 ってい る。 ある構 造 エ レメ ン トが変 化す れば 構 造組 織 の

数 ケ所 の 接 合点 で張 力 に変 化 が起 る。 構 造 エ レメ ン トが情報 シス テ ムの

処理 モ ジュ ール で あ る と考 えた場 合 も同 じ状 態 を見 る ととが 出来 る。 こ

の場 合 の 接 合 点は 処理 モ ジュー ルで あ り、 バ ラ ンスを保 たれ て い るデ ー

タ ・イン タフ ェー スで あ る。 シス テ ムの設 計 中 に処理 モ ジュ ー ルの要 求

事 項 は 変 るか も知 れ ない。 この変 化は 、 順 々 に シ ステ ム化 の イ ン タフ ェ

ース点 で の処 理 モ ジュー ルの要求 事項 に変 化 を引 き起す 。

上 記 の類似 性 か らモ ジュール 間 の デ ー タ ・イ ン タフ ェース の数 を最 少 に

す る よ う努 力す べ きだ とい うことが 解 る。明 らかに イン ター フ ェ ース の数

が 少 なけ れ ば少 ない ほ ど、 処理 モ ジ ュールは そ れだ け独 立性 を保 つ ことが

で き、 設 計 要求 の変 更 か らもた らさ れ る シ ョ ック の大 きさ はそ れ だ け小 さ

くて 済 む。

O)包 含性(Comprehensibility)。 シ ステ ムを モ ジ ュールfヒす る

第4の そ して 多 分最 も重 要 な理 由は 、 全 体 的 な見方 を しない とN'単 純 に

は これ を理 解 出来 ない とい う ことで あ る。 モ ジュール 設計 は 、 シス テ ム

ー115一



を細か さ の異 った い くつ か の レベ ルに 分割 す る こと を可 能 にす る。 この

分割 で は順 々に各 モ ジ ュー ル ・レベ ル が仕様 書 に書 か れ て い るモ ジ ュー

ル よ り更 に細 か くされ て い く。 大規 模 な シ ステ ムには必 然的 に性 質 上 モ

ジ ューで あ るとい え る。 そ うで なけ れば 決 して組 み 上げ る こ とは で きな

い だ ろ う。 そ こで この特 性 を必 然的 友 も の と認 め、 モ ジュール を積 極 的

に利 用 す る ことが 助言 され る。

⑧ モ ジュ ール の レベ ル。 モ ジュー ル とサ ブル ーテ ィン とを 同義語 だ と

み なす こ とが よ くある。 実 際 には サブ ル ーテ ィンは シ ステ ム設 計者 が 関

係 す る モ ジュール の よb下 位 の有 用 な レベ ル の こ とで あ る。 図7-2は

とれ らのモ ジ ュール の レベ ル を示 して い る。 それ は又、 仕様 書 作 成過 程

の階 層 的 性質 を示 して い る。 フ ェーズllで の仕 様 書 は プ ロ グ ラム ・レベ

ル程 度 まで の設 計 に対 して 作 成 すべ きで ある。 フ ェーズ 田で の設 計者 は

フ ェー ズ 皿で定 義 され た、 最 低 の レベ ル の仕様 書 を変 更 で きる 自由度 を

持 つ べ きで あ る。 同様 に フ ェ ーズmで の 仕様 書 は、 この レベ ル で の修 正

は プ ログ ラ ミン グフ ェ ーズ(フ ェーズ 皿)で 起 こるで あろ うとい う認 識

の も とで、 サ ブル ーテ ィ ン ・レベ ルま で含 むべ きで あ る。

実 際 仕様 書 とは、 最 も総 体 的 な もの か ら、 モ ジュ ールへ の イ ン プ ッ ト

モ ジュ ールか らの ア ウ トプ ッ ト、 次の処 理 で使用 す るた め保 持 して い る

デ ー タ とい った 実施 さ れ る処 理 機 能 の 最 も低位 の細 目 レベ ル まで の シス

テ ムデ ザ インの各 レベ ルで の モ ジュー ル を記述 した もの で あ る。 各 モ ジ

ュ ール は 次 の よ うな情報 を含 ん だ形 で 定義 され るこ とに なる。

Aモ ジ ュール の記 述

1.目 的

2.イ ンプ ッ ト
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報 告 業 務

モ ジ ュ ー ル レベ ル 予測された所得の

計算
予測されなか つた所

得の計算

特 別 所 得 の計算 総 所 得 の検討

サウフレーテ ィ ン レ ベ ル 賃率の計算 総所得の計算

図7-2 シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル の レ ベ ル 表 示



3.ア ウ トプ ッ ト

4.保 持 して お くフ ァイル(又 は デ ー タ ・エ レ メン ト)

5.果 たす べ き処理

6.次 の レベ ル のモ ジ ューールにつ い ての簡 単 な説明

仕様 書 は 設計 過 程 で次 々に 作 り上 げ られ る。 そ して仕 様 書 が作 り上げ

られ る速 度 が 設 計作 業 の進 捗 を よ く反映 してい る。

命

3.シ ス テ ムの プ ロ トタ イプ'

開 発 過程 は危 険 度 が 高 い。 製 品開 発 に 関係 して い る人 々は 、 危険 を少 な

くす る最 も うまい 方 法 の 一 つは 開 発 さ れ る製 品 の プ ロ トタイ プを作 る こ と

だ とい うこ とを学 ん で きて い る。 プ ロ トタ イプは、 一 艀 に 開 発サ イク ルが

継 続 され るに つれ て、精 度 と複雑 さの レベ ルが増 大 して きた時 点 で作 られ

るo

情報 シ ステ ム開 発 にた ず さ わ る人 々は、 プ ロ トタ イプ システ ム開 発 の コ

ス トが高 く、 プ ロ トタ イ プの性 質 につ いて あ る混 乱 が あるた め、 普通 は 製

品 開 発 者 の先 導 に従 がわ な か った。

ち ゃん と した 定義 は い くつか あ る。 第1に 、 プ ロ トタイプ は モ デル で あ

るか ら、 プ ロ トタ イプ は、 そ れ が 説 明 し よ うと して い るもの のあ る特 定 の

特 性 だ け を表 わ す。 か くしてモ デ ルは 飛行 機 の実 物 模 型 に な りうる し、そ

れ は 飛行 機 を 目で 見 な が ら学 ぶ の に役 だつ 。 それ は ま た 飛行 機 の数学 モ デ

ルに も な りうる し、 これ は 気体 力学 の性 質 を学 ぶ のに役 立つ 。 更 にそ れ は

工場 生 産 に移 さ れ る 前に きび し くテ ス トさ れ る設 計 段 階 の 最初 の飛 行 機 で

もあ る。

プ ロ トタイ プは さ ま ざ ま な 目的 に役 立 つ。 そ こ で、 情 報 シ ス テ ム の ブ ロ
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ト タ イ プ を 設 計 す る 場 合 、 プ ロ ト タ イ プ の 目 的 が 何 で あ る か 決 め る 必 要 が

あ る 。 プ ロ ト タ イ プ を 作 成 す る に 当 っ て 次 の 様 な い く つ か の 理 由 が あ る 。

ω プ ・ ト タ イ プ は 重 要 な 基 本 水 準 標(ベ ン チ マ ー ク)で あ る 。 実 際 に 役

立 つ プ ロ ト タ イ プ を 作 る に は 多 く の 設 計 上 、 経 済 上 、 製 品 上 の 問 題 が 完

全 に 解 決 さ れ ね ば な ら な い 。 シ ス テ ム ・ プ ロ ジ ェ ク ト プ ロ ト タ イ プ は 、

シ ス テ ム 設 計 フ ェ ー ズ の 間 に 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ っ て 達 成 す る こ と

が で き る 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 法 を 選 択 す る 際 に い く つ か の 決 定 段 階 が

あ る 。 複 雑 な タ イ ミ ン グ と待 ち 行 列 の 関 係(航 空 座 席 予 約 が そ の 典 型 で

あ る よ う な 高 い 需 要 度 を も つ オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム)を 含 む 設 計 の 重 要

な 面 は 、 正 確 な 言 葉 で 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ロ ジ ッ ク や シ ス テ ム の 構 成 要

素 を モ デ ル 化 す る こ と で 最 も よ く 表 わ さ れ る 。 高 度 の 解 析 シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン と 実 行 す る 。 汎 用 シ ミ=レ ー シ ョ ン 言 語 に はGPSSや
、SIM-

SCRIPTが あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ ー のIBMシ ス テ ム360系 統 の ア

プ リ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム を シ ミ ュ レ ー トす る の に 役 立 ち 、 パ ラ メ ー タ

化 し た ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 要 素 の ビ ル デ ィ ン グ ・ プ ロ.ッ ク を 利 用 す る こ と

の で き る 特 定 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言 語 はCS.Sで あ る 。 こ れ ら の シ ス テ

ム で モ デ ル 化 さ れ る 適 用 分 野 は 、 極 端 に 詳 細 な 仕 様 書 を必 要 と す る が
、

性 能 評 価 に 関 す る 程 度 の 高 い 解 答 を 次 々 と ア ナ リ ス トに 与 え る 。

一 般 的 に い っ て
、 主 に バ ッ チ 処 理 を 指 向 し て い る 情 報 シ ス テ ム は 、

1960年 代 の タ イ ミ ン グ ・ プ ロ グ ラ ム を 発 展 さ せ た も の で あ る モ デ ル

言 語 で 、 う ま く 表 現 す る こ と が で き る 。

こ れ ら の う ち 最 も 広 く 利 用 さ れ て い る も の は 、SCERTと い う ソ フ

ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ で あ る 。SCERTで は 、 フ ァ イ ル や レ コ ー ドの

性 質 、 フ ァ イ ル の 活 動(フ ァ イ ル で の レ コ ー ドの 活 動 し な い も の に 対 す
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る活動 す る もの の割 合)、 処 理 機 能、 お よびハ ー ドウ ェア とソフ トウ ェ

アの構 成等 を表 わす パ ラ メ ー タに よって 、 プ ログ ラ ムまた は プ ロ グ ラム

体 系 を 記述す る よ うに 考慮 して あ る。 ア ウ トプ ッ トは 、提案 中 の シス テ

ムのハ ー ドウ ェアの 構成 要 素 ご との 使用状 況 を表 わす 一連 の レポ ー トで

ある。 ア ウ トプ ッ トレ ポ ー トは ど こを変 更 した ら提案 中 の シ ステ ム の性

能 を改 善 す るこ とが で き るか を示 す のに 使 う こ とが で きる。

要 約 す る と システ ムの 設計 フ ェ ーズの 結 果 と して 情報 シ ステ ムの設 計

案 を シ ミュ レー トす る こ とは 貴 重 な基本 水準 標(ベ ンチ マ ー ク)を 提供

す る。 シ ミュレ ー シ ョ ン を実 行 す るた め には、 設 計 をか な り細 かい レベ

ル で行 う必 要 が あ る。 この よ うに 、 シ ミュ レー シ ョンの ア ウ トプ ッ トは

適切 な ポ イ ン トを充 分考 慮 した 設 計 で あ る とい う証 拠 で あ り、 そ して ま

た 設 計 をいか に改 善 す る か とい う性能 に 関 す る デ ー タを提供 す る もの で

あ る。

(B)プ ロ トタ イプ の特 徴は 目で 見 る こ とが 出 来 る こ とで あ る。 システ ム ・

デ ザ イ ナ ーが直 面 す る よ り困 難 な問 題 の1っ は 、 シス テ ム を設 計 して も

ら う側 の人 々が 、稼 動 シス テ ムが 実 際 ど うなる のか理 解 す るこ とが 出来

ない(も し くは理 解 し よ うと しない)こ とであ る。 新 製品 の開 発 サ イク

ル の この段階 では 、 実 物 模 型 が 作 られ る。 それ は 触 れ る こ とが 出来 る し、

にお い をかい だ り、 テ ス トした りす る こ と もで き る し、 将 来 参 加 が 予定

され てい るデ ザ イナ ー や ユ ーザ ー が 多 くの様 々な方 法 で分 析 して み る こ

とが出 来 る。 プ ロ トタイ プ情 報 シス テ ムを 開発 す るのは非 常 に 高 くつ く

た め、 これ まで この分 野 では プ ロ トタイ プが殆 ん ど作 られ な か った。 例

外 と して い くつか の 大規 模 な命 令 ・統 制 シス テ ムが あ る が、 この場 合 は

軍 が、 利 用者 と一 緒 に な って、 相 互作 用 を もつ 構成 要 素 の プ ロ トタ イブ
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`

をテ ス トす るの に か な りの額 の投 資 を して きた。 経 済的 に見 て、 状況 は

一般的 に 開発 サ イク ル 内で妥 当 とみな され た費 用 で
、 プ ロ ト タイ プ シス

テ ム を開発 し、 テス ト出 来 る ように変 りつ つ あ る。MARKIV、

COGENT2と かGI8と か し(った タ イプの フ ァイル マネ ジ メ ン ト言

語 を使 って プ ログ ラム を作 成 す る費 用は 、小 グル ー プの デ ザイ ナー とか

ユ ーザ ー が テ ス トした り評 価 した り した い と思 って い るデ ー タ ・ペ ース

とか、 イン プ ッ ト手続 きとか、 ア ウ トプ ッ ト・レポー・トの簡 単 な テス ト

プ ログ ラ ムを手 続 き指 向 の言 語 で 作成 す る費用 よ りず っ と少 ない
。 これ

は イン ター ラク テ ィブ な タ イム シェ ア リン グの も とで これ らの シ ス テ ム

が開 発 され、 ユ ー ザー テ ス ・トが行 なわ れる場 合 には 特 にそ うで あ る。 プ

ロ ジ ェク トの規 模 が増 大す るにつ れ て
、 運用上 役 に立 た ない と考 え られ

て い る プ ロ トタ イプ シス テ ムの開 発 が、 シス テム開発 プ ロセ ス内 で 受け

入 れ られ る ように な り、 望 ま しい もの とな るだ ろ う。 プ ロ トタ イ プシ ス

テ ムの設 計は 非 常 にむ ず か しい問題 で あ る。 も しプロ トタ イ プが あま り

単 純 で あ る場 合 には、 役 に立 た ない だ ろ うし、 も し全 て を包 含 し よう と

す る と・ トー タル シス テ ム の プロ トタイプを作 る場合 の費 用 で しか 作れ

ない だ ろ う。

4.仕 様 書

4種 類 の仕 様書 が この段 階 で 作成 され る。

A

B

C

D

プ ログ ラ ム仕 様 書

手続 き仕様 書

移 行 仕様 書

コ ン トロー ル仕様 書
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プ ロ グ ラムむ よび 手続 きの両 仕 様書 を開 発す る に あた って は 、 修正 を管

理 し、 関係 先へ 連 絡 す るた めの 計 画 に充 分 注 意 を払 うべ きで ある。IBM

シス テ ム360のDOSの プ ロ グ ラ ム仕 様書 は テ キ ス トで2万 頁以 上 に わ

た って 記載 され て い る。 か な り大規模 な商 業 ア プ リケ ーシ ョンの プ ログ ラ

ム仕様 書 は数 千 頁 の テ キス トに相 当す るも のに な るだ ろ う。 この よ うに 大

規模 な テ キス トの 内 容 の保 守 は、 有効 に コン ピュー タに 委ね る こ とが 出来

るた め の1つ の フ ァ イル保守 作業 にな る。 も しこの 作 業 が行 なわ れ れば 、

副 次的 な利益 が得 られ る。 とい うのは 主要 な設 計情 報 を システ ムに組 み入

れ る イン プ ッ ト文 書 が 設計 され る ことに な る か らで あ る。 これ らの うちい

くつか の 例 は 次 の通 りで あ る。

1.図7-3は イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ トお よび 各 ア ウ トプ ッ トの行 き先

を示 した シス テ ム 内 の各 処理 を 記載 した もので あ る。 それ は典型 的 な デ

ー タ、 また は シス テ ムフ ロー ・ダ イヤ グ ラ ム と内容 上 同一 の もの で あ る

が、 容 易 に保 守 す る こ とが 出来 る し、 各処 理 が相 互参 照 をす るフ ァ イル

を 自動 的 に見 つ け 出す こ とが で きる。

2.図7-4は フ ァ イル の物 理 的 性 質 を記載 した もの で あ る。 レコ ー ドの

特 徴 は原 始 言 語(Sourcelangage)を 活 用 して 設計 の 段階 で

定 義す る ことが 出 来 る。 原 始 主 語 の形 式 を よ く注意 して構 成 す る と、 各

フ ィー ル ドに存 在 す る レコー ドの タ イプ とフ ァイル を表 わす 。 相 互参 照

リス トを プ ログ ラム で作 成 す るこ とが で き るだ ろ う。

3.図7-5は シ ス テ ム内 の各 フ ィール ドを記載 した もの で あ る。 『シス

テ ム ・モ ジ ュール とか、 処理 仕 様 書 とい ったそ の他 の プ ログ ラム仕 様 書

は、 物 語 の よ うな形 式 で あ り、 この節 の方 で モ ジュ ール につ いて 議論 し

た 際 に 指 摘 した よ うに 、標 準 的 な仕 様書 の 概要 を作 成 す る こ とに よって 、
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図7-3.ラ ン リ ス ト の ラ ォ ー マ ッ ト シ ー ト
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も っ と も よ く構 成 す るこ とが で き る。 』`

実 際 の ところ、 コ ン トロー ル仕様 書 の内 容は 、 プ ログ ラ ムお よび 手続

き仕 様 書 に記 載 され る。 しか しな が ら、 必 要 とされ る ものは 、 コ ン トロ

ール を シス テ ム の全 て の イン ターフ ェース に関 連 づ け、 どん な コ ン ト ロ

ールが各 イン タフ ェー スに 関 して 設定 され るの か を記述 し、 この コ ン ト

ロ ール が システ ム を通 じて行 な われ る方 法 を記述 した 全 般的 な仕 様 書 で

あ る。 フ ェー ズ 皿で 説 明 さ れた 平 行作 業 を管理 す る為 の流 れ 図 とデ ー タ

流れ 図が 、 この設 計 フ ェー ズ での適 切 な細 目の レベル を示す のに 拡張 さ

れ るの が望 ま しい 。

移 行 仕様 書 は、 プロ グ ラ ムお よび 手 続 き仕 様 が一 緒 に な った もの で あ

り、 これ らを開 発す るた めに は 次 の規 則 を 守 るべ きで あ る。

、

⑨

5.移 行 時間 表

テ レ ビで 月着 陸 を見 守 るわ れ わ れ に は役 に立 た ないが ヤ 航空 宇 宙 士 が作

った シ ナ リオ や脚 本 を使 っ て いた とい う こ とには驚 うか され た。 そ れ らに

は航 空 宇宙 士 が 多分 出 くわす ものや、 一 定 の 時系 列 の特 定 の時 点で 、 多 分

行 うべ き と ころの もの が 記載 され てい た。 『移 行 を行 う前 に実 施 され ねば

な らない 出来 事 を 記述 した シナ リオ を準備 す る こ とは 、移 行 過程 を計 画す

る手 法 と して た いへ ん 役 立 つ。 』移行 過 程 の複 雑 さ を説 明す るた め に、1

つ の 大規模 な シス テ ム(そ れ に私 は 詳 しい)を 考 え よ う。 移行 され るべ き

各 場所 で の リーーードタ イムは16週 間 必 要 であ つて、 そ の 期 間 中に40以 上

の実 施 すべ き行 為 が あ っ た。

この よ うな複雑 な仕 事 を定 義 す る作 業 は 簡 単 な 仕 事 で ない ば か りか、 訓

練、 教 材 や手 続 き書 を作 成 した り、 移 行 計 画 を実 施す る プ ログ ラム を作 る
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こ と も簡 単 では ない 。 有 効 な ス トラ クチ ュァ ルス タンダ ー ドは 移 行時 間表

や脚 本 文書 に して、 シス テ ム のユ ー ザ ー と開 発担 当者 の両者 が そ の文 書 を

も とに して 吟 味 した り、 議論 で き る ようにす る こ とで あ る。 も し計 画 が う

ま く提 示 され る な らば 、 そ の計 画は 開発 に 反 対 の側 か ら も、 そ の 計 画 に必

要 な修 正 が 引 きだ され るだ ろ う。

移行 時 間表 の例 を図7-6に 掲 げ て 拾 く。

活 動 さ し向け られ る要 員

16週 間 前

シ ステム 概念 の 吟味 す る

担 当 マ ネ ジ メン トとと もに

限 られ た 責 任 の 中での

人 的 資 源の 必要 量 を きめ る

移 行 対 象 部 門 で

導 入の ス タ ッフ を選 ぶ

労 働組 合 の官吏 に 連絡 す る

14週 間 前

マ ス タ ーフ ァイ ルを作 る 方針 につ いて 吟 味す る

マ ス ター フ ァイ ル を作 る 手順(用 紙 、 ラベ ル、 作 業票)

につい て吟 味 す る

図7-6移 行 時 間 表
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第8節 プロ グ ラムお よび手 続 きの開 発

概 要

こ の フ ェ ーズで は、 手 続 き マニ ュア ル とプ ロ グ ラ ムを完 備 した、仮 の もの

で は あ るが テ ス トが すん でい て文 書fヒ され た シス テ ムを作 成す る。 シ ス テ ム

は 、 個 々の プ ログ ラムテ ス トお よび プ ロ グ ラム と手 続 き間 の関連 を確 認 す る

為 の限 定 さ れ た シ ス テ ム ・テ ス トを終了 して い る。 そ の状 況 が 図8-1に 概

略 的 に記載 さ れ て い る し、 この章 の残 った部 分 で さ らに詳 説 され て い る。

イ ン プ ッ ト

こ のフ ェ ーズへ の イン プ ッ トは 前 の フ ェーズ で作成 され た、 プ ログ ラ ム、

手続 き、 移 行 仕 様 書 お よび マ ネ ジ メ ン トの 吟味 の結 果 と して 公 式 に 要求 され

る変 更 項 目 とか らな る。

ア ウ トプ ッ ト

この フ ェーズ の ア ウ トプ ッ トは 前 の フ ェーズ で詳 し く述 べ られ 、 設 計 さ れ

た プ ロ グ ラム と手 続 きで あ る。 こ の よ うに、1か ら3ま で の フ ェ ーズは仕 様

設 計 の 段 階 で あ るけ れ ど も、 フ ェーズ4は 作成 の段 階 で あ る。 そ の製 品 は 仮

で あ るが 文 書fヒされ た プ ロ グ ラム と手続 きを集tPた もので ある。 あ る一 定 量

の デ ー タに ょるア ウ トプ ッ ト製 品 の テ ス トは、 そ の シス テ ムが 統 一 体 と して

実 行 し う る とい う こ とを証 明 しよ うとす る も ので あ った。

◎
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ス トラクチュアルス タンダ{ド

Aタ ス ク リス ト

B

C

D

プログラム作成規則

テス ト作成規則

手続き作成規則

■

手 続 き 図 表

仮 の

プログラム

プログラムの文書

)

マ ネ ジ メン ト

の 吟 味

プ ロ グラム と

手続 きの開 発

完 全な 手続 き

マ ニ ュ アル

仮 の

移 行

プログラム

移 行

システム

プログラム文 書

完全左

移行手順

目 的

1.す べ て の プ ロ グ ラム をテ スFし 文 書

に す る こ と0

2.ブ ・グ ラム を システ ムへ 統 合化 す る

こ と。

3.手 続 きマ ニ ュア ル を完 成す る こと。

4.移 行 手順 と計 画 を完 成す る こ と。

5.プ ロ グ ラム、 手続 き、 移 行努 力を統

合化 して トー タ ル シス テム のテ ス トを

行 うこ と。

6.コ ス トと ス ケジ ュ 』ル のすべ ての 見

積 りの 妥当 性 を調べ 、 必要 があれ ば更

新 す る こ と。

責 任

シス テム開 発

すべ て の プ ログ ラム と手続 きを開発 し

テ ス トす るo

稼 動 コス トを再評 価 す る。
ユ ー ザー

仕様 と コス トに 関 す る変 更 を 目的 と見

合わせ て評 価 す る。

移 行時 の訓 練 と教 育 の 計画 を立 て る。

導 入の ス ケジュ ール をた てる。

ア 一夕 セ ン ター

移 行 時 の訓 練 計 画 を立 て る とと もに、

新 設備 の 導 入 を助 け る 。

マ ネ ジ メン ト

計 画 に対 す る進 歩 を評 価 する。

図8-1フ ェ ー ズN:プ ロ グ ラ ム と 手 続 き の 開 発



下位 の ス トラ クチ ュアル ス タ ン ダ ー ド

この フ ェ ーズ で 適 用可 能 な ス トラクチ ュア ル ス タ ンダ ー ドは 次 の通 りで あ

るo

eタ ス ク ・リス ト

@プ ロ グ ラム作 成 規則

・ テ ス ト作成 規 則

。 手続 き作成 規則

●

1.タ ス ク ・リス ト

購 入 者 に対 し、 家 の 詳 細設 計 を行 う契 約 をす る建 設 業 者 を考 えて み よう。

仕様 書 、 価格 、 譲渡 日は全 て承 諾 を得 て い る。 建 設 業者 は、 建築 、 電気 、

水道 工事 とい った、 設 計 の あ らゆ る面 の詳 細 青図 を作 成 しお えた。 建 設業

者 が 利益 を得 る手 腕 は ス ケ ジュ ー ル通 り ビル を完 成 す るた めに、 業者 の リ

ソー ス をい か に うま く組 織 し、 調整 す るか に よる。 彼 は何 時 まで に、 どん

な 順序 で何 を各 個 人 が 達 成 しなけ れば な らない か を知 らね ば な らない し、

計画 上 の変 動 に対 応 で き なけ れ ば な らない。 例え ば、4週 間雨続 き の こと

も あ る し、 重 要 な 材料 の 引 き渡 しが 遅れ る こ とも あ る し、 顧 客 が 仕様書 に

変 更 を要求 す るか も知 れ ない。(そ れは、 も し彼 が 利巧 な男 で あれ ば、 顧

客 に は 費用 が余 計 にか か って、 彼 には利益 を もた らす だ ろ う。)

今 度 は、 情 報 シ ス テ ム の作成 者 で あ る時 点 で考 え てみ よ う。 彼 は 一 連 の

ぶ

ち ゃん とした仕 様 書(プ ロ グ ラ ム、 手続 き、 移行)を も って い る し、 彼 自

身 も価 格 とス ケ ジ ュール を決 定 して い る。 彼 は いま や ス ケ ジュ ール に合 わ

せ て プ ロジ ェク トを完 成 す る よ うに 彼の リソ ース(プ ログ ラマ ー・ 手 続 き

記述 者 、 テス ト時 間要 件 とい った)を 組織 しなけ れば な らな い。 彼 は 定 め

一130一

●

`



■

●

られ た 時間 内 で各 個 人 が 達 成 で きる ものは何 で あ り、 サ ブル ー テ ィン、 モ

ジ ュー ル、 プ ログ ラム、 お よび サ イクルが 作成 され 、 テス トされ る順 序 を

理 解 しなけ れ ば な らない。 彼 は また彼 の計 画 に影響 をお よぼす 多 くの変 動

要因 を処 理 しなけ れば な らな い。 第1に 、 テ ス ト環 境 の コ ン トロ ールは天

気 予報 とほ とん ど同程 度 の 確実 さ しか ない し、 第2に 、 要員 の 高度 の移動

(退 職 した り、 配 置 転換 で)で 苦 しむ だ ろ う し、 第3に 、仕 様 書 の変 更要

求 に苦 しむだ ろ う。 あ る場 合 にそ れは 、 システ ム の構 成要素 が互 い に うま

く調 和 す る(作 成 が よ り反 復 的 で、 確定 した技 術 で あ り、 そ の仕 様書 要件

が もっ とは っき り理 解 で き る よ うにな って い る)よ うに な っ て い るか らで

あ り、 ある場合 は、 何 かを行 う より よい方法 が 発 見 され るか らで あ り、 あ

る場 合 には 、 ユ ー ザ ー がそ の シス テ ムを 使 う日が 近ず き、 そ の シス テ ムに

つ い て よ り深 く検討 しは じめ るにつ れ、 ユ ーザ ーが システ ム修 正 の要求 書

を作成 す るか らで あ る。

不 幸 な ことなが ら、 ユ ーザ ー は、 一 般 的 にい って、 家 の建設 者 がそ うで

あ るよ うに、 彼 の突 然起 った 妙案 には 法外 な費用 を支払 らわ なけ れ ば とい

った条 件 が とと の って い な い。建 設者 と同 じよ うに、 この フ ェ ーズ で必要

とさ れ る ことは 、 タス ク リス トの作 成 で ある。 このフ ェーズ は 開 発 サ イ ク

ル の他 の フ ェーズ よ りも よ り生 産指 向的 で あ る。 一般 に これ は 次 の ように

なさ れ るべ きで あ る。

1.や るべ き全 て の タス ク ・リス トを作成 す る。

2.タ ス ク ・リス トに要 員 の要件 を並 べ る。

3.タ ス ク ・リスFを 実 行 しなけ れば な らない 順序 に並 べ 変 え る。

4.項 目3'の 制 約 内 で、 平 行的 方法 で実行 出来 る多 くの タ ス ク を調整 し

て み る。
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5.予 想 最終 日 を計 算 す る。 そ れ を強 制さ れた最 終 日 と比 較 し、 同様 に 、

各 リソ ース を 予定 され て い る 平行業 務 と比較 す る。

6.思 い通 りの最 終 日に な るま でs各 リソー ス と平行 業務 の 均衡 を と っ

て い く。

これ は多 くの方法 で行 う ことが 出来 る。 大規模 プ ロ ジ ェク トでは 、 ネ ッ

ト ・ワー ク 図表 と コン トロー ル ・シ ス テ ムが役 立つ。CPMま た はPER

T、 また は これ らを基 に した 多 くの パ ヅケ ー ジに つ い ての議 論 は、 利 用 出

来 る多 くの参 考 文献 をみ るのが 一番 よい。 プ ラ ン ナー に と って重要 な こ と

は、 どの く らい 詳 細 な ものが 必 要 か とい う こ とで あ る。 これ は作成 上 の 問

題 で あ るけ れ ど も、 実 際 に役 立っ プ ロ グ ラ ム と手続 き を開 発 す る上 で、 フ

ェ ーズか らはず れ るこ とは 大変 な罰 で あ る。 この フ ェーズ で作 業す る人 々

の ま さ に本 質 部隊 で の あ る業務 の遅 れ は 、 プ ロ ジ ェク ト全 体 に わ た る重 大

な遅 れ とコス ト高 をもた らす こ とに な る。 こ うしてみ る と次 の質 問 が 起 き

て く る。 この フ ェ ーズ は どの程 度 の 詳 細 さ で計 画す べ きで あ るか?

3っ の典型 的 な シ ス テ ム開 発 要 員 の 作 業 を検 討 してみ よう。 妥 当 な見 積

りは 要 員 の作 業 の40%が この開 発 段 階 で 費 や され るとみ なす こ とで あ る。

うま く計画す れ ば、 平 均 で2週 間 の作 業 タ スクが1つ の ある限 られ た ア ウ

トプ ッ トを生 む よ うに、 作 業 タス ク を定 義す る こ とに な るだ ろ う。 これ ら

の 要 因 が与 え られ れば 、 この タ イ プの シ ステ ム作 業 が も って い る計 画 作 業

の数 を計算 す る こ とが 出来 る。 この様 子 は 表8-1に 要 約 され て い る。

情 報 シス テ ム を作成 す るマ ネ ジメ ン ト技 術 は 、単 純 拾 よび 中程 度 の複雑

と して表 中 に分 類 され て い る シ ス テ ムでは なん とな く理解 で き るが、 よ り

大 規模 な シス テ ム(そ の よ うな シ ステ ムは 次第 に何 度 も起 きつ つ あ る)を

処 理 す るの に必 要 な マ ネ ジ メ ン ト技 術 は、 これ ま でほ とん ど証 明 す る機 会
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が な か っ デξ。

表8-1プ ロ グ ラ ムtsよ び 手 続 き 開 発 の タ ス ク 計 画(フ ェ ー ズIV)

複雑度

特 性
例

全開 発 延 年 計 画 タスク数

延 年(フ ェーズIV)(フ ェーズIV)

φ

単 純

中程度

の複雑

複 雑

設定 され た 販 売 お よび

経 費 の デ ー タ ・ベ ース

か ら得 意 先 お よび商品

利益 の計 算

一 般的 給 与 お よび労 働

分 析

オ ー ダー エ ン トリー シ

ス テ ム(受 注、 伝 票 発

行 、 売 り掛 け、 在庫管

理 、販 売分 析)

2

10

100

0.8

4

40

20

104

1040

■

ス ケ ジュール 化 されね ば な らな い タス クの数 や 、 この フ ェー ズ で作 成 さ

れ、統 合 され ね ば な らない プ ログ ラムや、 手 続 き を検 討 す る こ とが 唯 一 の

結 論 とな る。 す な わ ち、 フ ェーズNの 開 発作 業 で は、 一連 の組み 立 て の流

れ を明 らか に し、 管 理 す る こと を強 調 しなけ れば な らない とい う ことで あ

る。 各 組 み 立 て グ ル ー プは、 そ の グル ー プよ り上 位 の、 テ ス トされ た 構成

要 素 に統 合 しな け れば な らな い。 よ り下位 の組 み 立 て(subassembly)

は 、・開発 フ ェ ーズ の全 域 に わた って、 出来 るだ け 早 く行 なわ ねば な らない。
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そ う しない と下位 組み 立 て の間 の 調整 は非 常 に高 価 な もの と なる。 各 開 発

プ ロ ジ ェク,トは ユ ニー ク では あるけ れ ど も、 下位 組 み 立て をつ な ぎ合 わせ

て い く(likage)と い う確 実 な戦略 は、 一－re的 に い って、 どれ に も あ

ては ま る し役 立 つ もの で ある。

Aプ ログ ラム の下位 組 み 立 て

下 に示 す 順 序 は一 般 に 、 プ ログ ラム、 また は プ ログ ラム の構 成 単 位 を、

下 位 組 立 品に つ な ぎ合 わせ るのに 適用 出来 る。

1.構 成 単位 をっ な ぎ合 わせ る仕 様 書 を検 討 し、 何 か 変 更 が あれ ば 同 時

に 個 々の構 成 単位 を変更 す る。

2.リ ンケ ー ジを設 計 す る。

3.リ ンケ ー ジを コ ー ド化す る。

4.リ ンケ ー ジを検 証 す るテ ス ト ・デ ー タを作 成 す る。

5.リ ンケ ー ジを コ ン パ イル す る。

6.構 成 単位 、 リン ケ ー ジ仕様 書 を テス トす る。

下 位 組 立 を行 う仕 事 の順 序 は、 も しそ れが 、 サ ブル ー テ ィン をモ ジ ュ

ール に また は、 プロ グ ラム を サ イク ルにつ な ご う とす る場 合 には、 同 じ

で あ る。 これ は、 モ ジ ュール が シス テ ムの本 質 的 特 性 で あ る とい う、以

前 に行 った ポ イ ン トを例 証す る もの で あ る。 も し、 モ ジ ュー ルが シス テ

ム設 計 の最 初 に認 識 され てい る場 合 は、 この フ ェー ズ で完 全 な下位 組 立

の リンケ ー ジが そ の結 果 と して作 られ るだ ろ う。 も しモ ジュー ルが 正 確

に ち ゃん とつ な がれ て い ない場 合 には 、 下位 組 立 を論 理 的 に順 序 づ け る

のは むず か し くな るだ ろ う。

B手 続 きの開 発

下 記 は手続 き開発 の 秩 序 だ った 順 序 を説 明 す る もので あ る。
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1

2

3

4

5

手続 き仕様 書 を検 討 し、 い か な る変 更 も同 時 に行 う。

フ ォー ム設計 の完了

手 続 きの 記載

ユ ー ザー を抽 出 して 手続 きの テ ス ト

手 続 きに訂正 を加え る。

C手 続 き とプ ロ グ ラ ムの統 合

下位 組 立 ての過 程 で ので き るだけ 早 い時 期 に、 手続 き と移行 の過 程 を

明細 に規 定 す る こ とに よって作 成 された テ ス ト ・デ ー タ を使 用す べ きで

ある。 こ の意 味 は 分析 に よって よ りも、 テ ス トを通 じて、 プ ロ グラ ム と

手続 き の仕 様 書 の一 貫 性 を検 証 す る とい う ことで ある。 手 続 きは 次 の方

法 で 下位 組 み 立 て 的 につ な ぐ ことが 出来 る。 第1に 、 一 連 の手続 きに よ

って コ ン ピュー タ ・イン プ ッ トを作 成 す る。 これ らは一 見妥 当 な もの で

あ る と思 われ る ものが 作成 さ れ た か ど うか 調べ るテ ス トをす べ きで ある。

第2に 、 手続 きを経 て作 られ た イ ンプ ッ トは、 で き るだけ 早 い時 期 に、

下位 組 立て の プ ログ ラムに対 してテ ス トす べ きで あ る。

2.プ ログ ラム作 成 規 則

テ ス トの容 易 さ,、保 守 の容 易 さ とい う、結果 的 に もた らさ れ る利 益 を も

つ、.プ ロ グ ラ ムの モ ジ ュー ル 化 を達 成す る こ とが望 ま しい とい う こ とに つ

い ては ほ とん ど議 論 され て い ない。 しか しな が ら、 プロ グ ラ ムが モ ジェー

ル的 に 設 計 され る設 計標 準 を述 べ る こ とと、 そ れ が プ ログ ラム グル ー プ内

で実 行 され る よう監 督す る こ とは別 の問題 で あ る。 しか しなが ら、 プ ログ

ラ ムの モ ジュー ル 化 を促進 す るい くつ か の ス トラク チ ュアル ス タンダ ー ド

が ある。 これ らに つ いて これか ら述 べ る。
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A言 葉 の選択

COBOLの よ うな手 続 き向 きの言葉 は 、 プ ログ ラムの定 義 の 際 にす

ぐに い くつか のモ ジ ュー ル を作 り出す とい うこ と を知 るべ きで あ る。

COBOLを 例 に と る と、 ま さ に プログ ラム の環 境、 デ ー タの定 義、 お

よび手 続 きの 部分 が あ る。 ア セ ンブ ラー ・レベ ル の コー テ ィング では、

この モ ジ ュー ル の最 低 レベ ル でさ え あい まい に な る傾 向 が ある。 『も っ

と基本 的 な レベル に 関 して い う と、一 般 に デ ー タ ・ベ ー ス とか、 フ ァイ

ル.マ ネ ジ メ ン トと して 関 係す る言 語 で は、 シ ステ ムは、 コ ー ド化 を構

造 モ ジ ュ ール に しよ うとす る。MARKIVを 例 に とる と、 プ ログ ラ マ

ー は フ ァイ ル保 守 の過程 を、 各 処理 を定 義 す るた び に、 フ ァイル の保 守

行 為 の形 でモ ジ ュール化 しなけ れぱ な らな い。 彼 は プ ログ ラム を、 少 な

くと も一 般 的 なモ ジュ ールに さ らに構 成 しなけ れ ば な らない。 例 えば 、

フ ァ イル保 守 行 為 、論 理 的 お よび 計算 的 処 理、 ア ウ トプ ッ トの作 成等 で

あ る。 フ ァ イル 保 守 で の よ うに、 モ ジ ュ ール 化 の 構成 は プ ログ ラマ ーに

押 しつけ られ る。 論 理 的 お よび 計 算的 処 理 のた めには ・ 定 め られた 各 々

の決 定 内 で 関連 す る全 ての行 為 をグル ー プ化 しなけ れ ば な らない。 ア ウ

トプ ッ トのた め には 、 各 ア ウ トプ ッ トの 全 て の行 為 が1つ の統 一体 と し

て 定 義 され る。 フ ァ イル ・マ ネ ジメ ン ト言 語 を 、 プ ログ ラマーが 問題 を

速 や か に定 義 し、 コ ー ド化す る の を助 け る上 で非 常 に 強 力 な もの に して

い るのは 、 この ような特 質 で あ る。 プ ログ ラ マーは 、 言 語 の諸特 質 に よ

って 、 問題 に対 す る賢 明 な構 造的 な解 に尊 び か れ る。

B言 葉 の コ ー ド化規 則

1.い くつ か の 構造 的 手 法 が 有役 で あ る。 『 プ ロ グ ラム を少 な くと も標

準的 特 性 の任意 のモ ジ ュール 数 にモ ジ ュール 化す る こ と。 例え ば、 エ
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リアの確 保、 フ ァ イル処 理 、 レコー ド処 理、 ア ウ トプ ッ トの作 成、 プ

ログ ラムの終 止等 で あ る。

2.プ ログ ラ ムを、 どの モ ジュー ル に対 して も、 あ る任 意 の大 きさ の 制

約 の もとで、 論理 的 に機 能 的 な根 拠 に基ず いた モ ジュー ル 化 す る こ と。

他 のモ ジ ュール につ いて は無 関係 に コンパ イル し、 テス トでき るモ ジ

ュール に、 関連 す るサ ブ ルー テ ィ ンを集 め るこ とが必 要 とな るか も し

れ ない。

C詳 細 設 計 を よ り高 位 の 設計に 関 連ず け る こ と

これは 詳 細 プロ グ ラ ム設 計 を、 前 の 設計 フ ェー ズ中 に行 った よ り高位

の プ ログ ラム設計 に関連 ず け る こ と を意 味す る。 プ・ グ ラム仕様 書は 各

機 能 の イン プ ッ トとア ウ トプ ッ トお よび 関連す る処理 規則 を記 述 す る こ

とに よっ て、 実 施 され るべ き一 連 の機 能 の相互 関係 を説 明す るも ので あ

る。 フ ェーズ 皿 で、 これ らは モ ジュー ル の相互 関連 お よび 文章 で の仕様

書 に 対す る、処 理 行 為へ の相 互 関 係 を明 らか にす る、 概 要 プ ロ グ ラ ム流

れ図 に よって 記録 され てい るモ ジ ュール 化設 計 で関係 ず け さ れ る。 この

フ ェーズ(フ ェー ズ4)で フ ァ イル 図表 が定 義 され、 よ り低 レベ ル の 詳'

細 設 計が 作成 さ るべ きで あ る。 そ れ か ら流 れ図は 原始 コ ー ドと相 互 参 照

され る。 この よ うに して モ ジュー ル を、 次第 次第 に高 位 の プ ロ グ ラ ム仕

様 書 か ら引 きだ す ように す る。 この処 理 の 大半 は、 プ ログ ラマー の時 間

を節 約す る ため に機 械 化 す る こ とが で き る。 高位 のモ ジュ ール流 れ 図 は、

AUTFLOWの よ うな流 れ 図 を 作 る こ との で きる言 語 の中 のNOTE

に よって定 義 す る こ とが で きる。 この よ うに して、 プロ グ ラム、 レコー

ドの プ ログ ラム部 分 の構 造 を作 る。AUTFLOWsま たは 類似 の言 語

に よ り処 理 され た、 詳 細 原 始 コー ドは、 原始 コー ドの流 れ 図 表 を図 式 的
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に 作成 す る。

3.テ ス ト作 成規 則

私 は も しシス テ ム開 発 マ ネジ ャ ーが、 フ ッ トボ ール の コー チの よ うに、

ゲ ー ムをふ りか え っ て調 べ る こ とが出来 るな らば、 ある点 で ギ苦 しさ のあ

ま り立 ち上 り叫ぶ だ ろ う。。 こ こが われ わ れが 試 合 を失 った ところ だ"と 。

良 いテ ス ト手続 きに は、 い くつ か の望 ま しい特 性 が あ る。 そ れ は以 下 の

よ うな点 で ある。

6

e

e

●

●

●

各 テ ス トが充 分 考 えぬ か れ てい る こ と。

テ ス トの進 捗 が測定 出来 る こ と。

1回 の テ ス トを短 か くす る こ と。

テ ス トとテ ス トの 間 の準 備 を 最少 にす る こ と。

テ ス ト ・デ ー タが シス テ ムの そ の後 の保 守 用 に使 い う る こ とo

テ ス ト・デ ー タ作成 の た め の有 効 な方 法 が あ るこ と。

こ れ ら の 特 性 の い く つ か を 、 テ ス ト ・'ユ ー テ ィ リテ ィ 、 ま た は モ ニ タ ー

シ ス テ ム の コ ン ト ロ ー ル の 下 で 全 て の テ ス ト を 処 理 さ せ る よ う に す る こ と

に よ っ て 、 テ ス ト の 環 境 に 組 み 入 れ る こ と が 出 来 る 。・こ の よ う な シ ス テ ム

で は 、 テ ス トの イ ン プ ッ ト を 、 テ ス トの た め に 必 要 と さ れ る 論 理 フ ァ イ ル

に 続 け て 送 り 込 み 、 こ れ ら の 論 理 フ ァ イ ル か ら、 そ の 後 の プ ロ グ ラ マ ー の

分 析 の た め の 情 報 を コ ン ト ロ ー ル ・モ ニ タ ー に よ っ て 自 動 的 に 収 集 出 来 る

よ う に 、 全 て の テ ス トデ ー タ を 保 守 可 能 な 形 式 に 組 織 づ け る こ と に な る 。

こ の よ う な シ ス テ ム は 、 附 加 的 な も の と し て 、 テ ス トデ ー タ を パ ラ メ ー タ

ー に も と つ い て 作 っ た り、'あ る い は 現 存 の デ ー タ ・フ ァ イ ル か ら 続 々 に 送

り込 ん だ り、 あ る 条 件 の も と で の 保 守 を し た りす る の に 便 利 な フ ォ ー マ ッ
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トに して抽 出す る こ とに よっ てテ ス ト ・デ ー タを作 った りす る性 格 を もっ

て い る・ ま た、 鞠 援 助 多 く肪 ス ト づ 一 ・は・ テ ス ト・モ ニ ・一

で コン トロ ールす る之 とが 出来 る。 ζの タイ プ¢)ユーテ ィ リテ ィ とモ ニ タ

ーは、 あ る所 与 の テ ス ト環境 に積 極 的 に 作用 をお よぼ す 上で、
.非 常 に有 効

で あ るo

これ は 全 て、 テ ス トを コ ミ牛ニケ ー シ ョンを重 ん じた りモ ー ト ・ジ ョッ

プ ・エ ン トリ7環 境 を通 じて実行 させ る ように す る ことに よっ てsな し遂

げ る こ とが 出来 る。 よ くあ るのは、 良 い テス ト ・シス テ ムの特 質 とい うも

のは 広 く認 識 さ れ て は い る もの の、 多 くの場 合 に、 そ の特質 が手続 き的 に

実 行 さ せ る よ うに しな けれ ば な らない場 合 には 、 そ の特 質 を無 視 して しま

う とい う こ とで あ る。 リモ ー ト・ジ ョッブ ・エ ン トリー ・シ ステ ム が意 味

す る、 プ ログ ラマー と コ ン ピュー タとを引 き離 す とい う こ とは、 計画 お よ

び必要 細 目 を達 成 さ せ る よ うに 強制 す る こ とで あ り、 さ もなけ れ ば 有益 な

テ ス トは 全 くなさ れ ない だ ろ う。 も し リモ ー ト ・ジ ョ ッブ ・エ ン ト リー ・

シス テ ムが うま く作 動 しない な らば、 そ の結果 は、 病気 よ りもは るか に悪

い治療 で あ る こ と とな るだ ろ う。

しか しなが ら、 テ ス ト自体 は 設 計 され ねば な らな い。 い くつ か の気 の き

い た手 法 が 、 ス トラ ク チ ュア ルス タ ンダ ー ドが 取 りうる方 向 を示 してい る。

1.テ ス ト計画 の基 礎 と して の流 れ 図表 を使 い、 次 の こ とを行 う。

aす か しの上 張 り紙 を使 って、 ・一組 のテ ス ト ・デ ー タが 設 計 され た ら

流 れ 図 の箱 の と ころ に色線 を引 く。

b各 々のテ ス ト ・デー タの組 を追加 す る こ とvaN.全 ての 流 れ 図 の箱 が

少 な くとも1回 は通 過 す るま で、別 の 色線 を反復 す る。

cテ ス ト ・デ ー・一夕 の各 組 は、 イン プ ッ ト ・レ コー ドの内容 に よ'って注
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意 深 く記述 す べ きで あ り、 テ ス トご との、 個 々の デー タに対 す る、 ア

ウ トプ ットの結 果 を予 想 す べ きで ある。

d次 に テ ス ト計 画 は 、"赤 テ ス ト"、 そ れ に続 く"青 テス ト ㌧"黄

テ ス ト"等 と処 理 す る こ とか らな る。

eテ ス ト状況 の評 価 は%で 表 わ され、 そ の場 合、90%と は流 れ 図 箱

の90%が テ ス ト ・デvタ で主首 よ く通 過 した こ とを 意味 す る。

2.類 似 の手 法 は 、 プ ログ ラム の全 て の決 定 点 を印 刷 し、 次 に決 定点 の各

々の テ ス ト ・デ ー タの 記録 を リス トす る とい うや りか た で あ る。 も う一一

度 最初 の手法 に戻 って い えば 、 各 々の イン プ ッ ト ・テ ス ト・レ コー ドと

そ れ に よ.って作 り.出され るべ き結 果 は 、 テ ス トに先 だ って 、 は っき りと

説 明 さ るべ きで ある。

この両 手法 お よび これ らに類 似 した 手法 を使え ば 、 非常 に少 数 のテ ス ト

・デ ー タで充 分 に 説 明 で き る よ うにす る レ、無 理 な く、 プ ロ グ ラ マーが、

テ ス ト実行 前 に予 想 結果 を確認 す るた めに、 自分 の プ ログ ラム を注 意 深 く

デス ク ・チ ェ ックす る よ うに さ せ るだ ろ う。

これ まで の検 討 内容 は、 サ ブル ーテ ィンか らモ ジ ュールへ 、 さ らに プ ロ

グ ラ ムへ とい う、1単 位 ま たは 下 位組 立 テ ス トに 一 般 的 に適 用す る こ とが

で き る。 これ以 上 の レベ ル の テ ス トで は、 次 の こ とに関 心 を払 うべ きで あ

る。 単 体 は 適切 に結 合 してい る か?(す なわ ち、 テ ス トに よって論 証 可 能

な下 位 組 立間 の デ ー タの流 れ の こ とで ある)お よび シス テ ム の手 続 き書 の

要求 事 項 に基ず い て、 外 部 的 に 作 成 され た デ ー タは 、 仕様 書 の問 題 を示 し

てい るか?こ れ ま で 述べ て きた 手法 は い くつか 適応 性 を も って い るが、

シス テ ム を有 効 に 働 かす こ とが 出来 るテス ト ・デ ー タ を作 成す る。 最少 の

手 続 を作 り出す こ と のた め には 、 さ らに 他 の手法 が必 要 で あ る。
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4.手 続 き作成 規則

手 続 き を文書 化す る人 に、手続 きをシステムの ユ ーザが容 易 に理 解 で き る

よ うな レベル で彼 の文 書 を書 かせ るた め の2・3の 手 法が あ る。 単 にパ ラ

グ ラフ に分 け て書 か れ た マニ ュア ル は、そ れに従 って何か に 使 お うとす る

場 合 には 制 約 が 多 す ぎる。 パ ラグ ラフ形 式 の文 書 を もとに して、 使 用 す る

場 合 の こと を考 慮 した、 マ ニ ュア ル構 成 の別 の方法 が あ る。 これ らの手 法

は マ ニ ュア ル作成 に あた って は 適切 で あ り、 以 下 に 述べ る。

A演 劇脚 本 形 式

こ の手法 は、 複 数 の人 ま たは部 門 で、 各 々異 な る責任 を もって い る場

合 に、 そ れ に従 って行 う手 続 き を説 明す る場 合 に有益 で あ る。 パ ラグ ラ

フ形 式 を使 う代 りに、 文書 が あた か も演 劇脚 本 の よ うに 作成 さ れ、 役 者

名 がつ け られ る と ころに従 業 員 名 や部 門 名 が つけ られ、 対 話 のか かれ る

と ころ に指 示 が か条 書 に され る。 図8--2は この手 法 を使 って書 か れ た

短 か い指 示 で ある。 そ れ らは複 数 の入 が いか に して1つ の 形式 に ま とめ

あげ られ るか を示 して い る。

9

●
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主題:

任

新従業員

給 与 カ ー ド、,949を 完 成 す る 方 法

為

第1行 目に名 前 と住 所 を書 く

第2行 目 に社 会 保 障 番号 を書 く

カ ー ドの一 番 下 に名 前 を書 く

監 督者 に カ ー ドを渡 す

第3行 目に従 業 員 の 業務 を書 く

給 与 部 に カ ー ドを送 る

第4行 目の従 業 員 の認 識番 号 を書 く

給 与 フ ァ イル に カー ドをフ ァ イルす る

図8-2演 劇 脚 本 形 式

B分 割 頁 方式

この 手法 は、1つ の特 定 の業 務 が行 な われ る 際 に、1グ ル ー プま たは

1つ の タ イプの 従 業員 が そ れ に従 う詳 細指 示 、 例 え ば給 与管 理 の合 計 時

間値 を書 いた り、 新 従 業 員人 事 記録 カー ドに書 き入 れ る とい つた 指示 を

記載 す る場 合 に 使 うの に有 効 であ る。 そ れは ま た あ る特 定 の事項 が ど う

処理 さ れ たか を説 明す るのに も有益 で あ る。

指 示 は概 要 で始 ま り、 それ に続 い て2頁 の左 側 に一 般 指示 、 右側 に特

定 指 示 が くる。 これ は そ の仕 事 を よ く知 って い る担 当係 が、 為 さ ねば な

らない こ との チ ェ ック用 として左側 を使 い、 彼 が確 信 が な い項 目 をす み

や か に 見 いだ す の に右 側 を使 え る よ うに す る。 頁 の右 側 の特定 の 指示 は、

新 し く来 た係 を訓 練 し、 手 続 きが1歩1歩 注 意深 く守 られ るの を保 障 す
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るた めに 使わ れ る。

図8-3は この タ イ プの文 書 の例 で あ り、 従業 員 の 出生 年 月 日 が いか

に 記 入 さ れ、 人 事 シス テ ムに転 記 さ れ るか を説 明す る もの で あ る。

'

新 規 従 業 員様 式 に

出生年 月 日 を記載 .

す る

人 物概 要 変更 様 式 、

カー ドタイ プ31

Cで 出生年 月 日を

変 更す る。

出 生 年 月 日

従 業 員 の出 生年 月 日は、新 規 従 業 員 様 式 に も

とず い て人 事 係 に よって、 人 事 シス テ ムに入

れ られ る。 も しそ れが 間違 ってい る場 合 に は 、

人物 概 要変 更様 式 で変 更 され る。

項 目 に対 す るいか な る変 更 で あっ て も、 新人

物 概 要 を印刷 す る よ うにす る。

A.出 生 年 月 日を、 第6行 目 の第4欄 か ら9

欄 に記 載 す るo

B.月 月 日 日 年年 と記 載す る。

A.出 生 年 月 日を29横 か ら34欄 に 記入 す

るo

B.月 月 日日 年 年 と記 載 す る。

●

図8-3分 割 頁 方 式

C相 互参 照 説 明 図

この種 の 図表 は 手 続 き記載 者 に とって も、保守 シス テ ムの ア ナ リス ト

に と って も有 益 な道 具 で あ る。 手続 き記載者 を必 要 とす るのは、 彼 の マ
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ニ ュ アル 作業 流 れ 図 とプ ログ ラマ ーの シス テ ム流 れ 図 と を統 合 す る必 要

性 か らで あ る。 各 マ ニ ュ アル 作業 流 れ箱 に は、 丁 度 シス テ ム流 れ 図 の各

プ ログ ラム箱 に 、 プ ロ グ ラム処 理 番 号 が示 され る の と同 じ ように、 手続

き番 号 が示 さ れ る。 これ は 次 の よ うな効果 を もつ。

1.手 続 きが 各項 日 ご とに書 か れ るの を保 証す る。

2.プ ログ ラム に変 更 が な さ れ る場 合x保 守 プ ロ グ ラマ ーは変 更 に よっ

て どの 手続 きが影 響 を受 け るか が速 や か に知 り、 手続 き記 載 者 に知 ら

せ る と とが 出来 る。

●
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第9節 導 入

概 要

この フ ェー ズで は 大量 の稼 動 デ ー タ の下 で システ ムを検 証 し、 次 に旧 シス

テ ムか ら新 システ ムへ の移 行 を完了 す る。 そ れ は 図9-1で 図表fヒ され てお

り、 この章 で さ らに詳 し く述 べ られ て い る。

イ ン プ ッ ト

この フ ェーズ の イ ンプ ッ トは、 新 システ ム、 お よび 新 シス テ ムを実 行 す る

の に 必要 な プ ログ ラ ム と手続 きで あ り、新 シ ステ ムへ の移 行 に必 要 な プ ロ グ

ラム と手続 きで あ る。 更 に、 イ ンプ ッ トに は マネ ジ メ ン トの吟 味 に よって 公

式 に要 求 され る変 更 項 目 もあ る。

ア ウ トプ ッ ト

この フ ェーズ か らの ア ウ トプ ッ トは新 システ ムを実 行す るの に必 要 な、 証

明ず み の プ ログ ラム と手 続 きで あ る。 重要 な こ とは 、 移行 プ ロ グラ ム と手続

きは もは や い らな い とい うこ とであ る。

下 位 の ス トラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ド

定 義 さ れ た ス ト ラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ドは タ ス ク ・ リ ス ト で あ り 、 分 割

評 価 で あ る 。

1.タ ス ク ・ リ ス ト

こ の フ ェ ー ズ は2つ の 別 々 の サ ブ フ ェ ー ズ を も つ 。 第1に 、 シ ス テ ム の

稼 動 能 力 が 証 明 さ れ ね ば な ら な い 。 前 の フ ェ ー ズ で は 、 シ ス テ ム統 合 テ ス

トで 述 べ た よ う に 、 理 想 的 な 、 研 究 室 的 条 件 の 下 で 、 シ ス テ ム が 稼 動 可 解
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ふ
Φ

ー

ス トラクチュアルスタンダー ド 手 続 き 図 表 目 的

Aタ ス ク リス ト

B分 割 の評 価

仮 の

プログラム

1.約 束 され た 機能 を実行 す る シス テ ム

能 力 を調 べ る こ と。

2,す べ て の操 作 を新 シ ステムに移 行 す

る こ と。

3.必 要 に応 じて プ ログ ラム、 手続 きお

よび文 書 を更 新 す る こと。

マネジメント

の 吟 味
〉

〃

→ 7エ ーズM仮 の
・手続 き書 ÷

フェrズV

導 入
責 任

ユー ザ ー

少 量 の デ ー タで システ ム をテ ス トする。

仕様 上 の変更 を要 求 す る。

修 正 が な され た あと で、 システ ムへ の

デ ー タを ます 。

コス ト評 価 を続け る。

デ ー タセ ン ター

少 量の デ ー タ で システ ム をテ ス トす る。

仕様 上 の変 更 を要求 す る。

修正 が な され たあ とで、 システ ムへ の

デ ー タ をます。

シ ステム開 発

ユ ーザ ーや デ ー タの要 求 に応 じて仕 様

を修 正 し、 プ ログ ラムや 手続 き を変更

す る。

変更 にか か る コス トを明 らか にす る。

マ ネ ジメ ン ト

計 画 に対 す る進歩 を評 価 す るp

新 シス テム の結果 を評 価 し始め る。

＼_ /⌒ 、・

仮の
o

プログラム

仮の
移行
手続き書

1
保証

され た

プログラム

保 証 され た
手続 きマ ニ

ュア ル

シ ス テ ム

アウ トプッ ト

〔

プ ログ ラム文 書

図9-1 フ ェ ー ズV:導 入
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であ る とい うこ と を証 明 したそれ は 次 の よ うな特 性 を も ってい た。

1.シ ステ ム に よって 定 義 され た標準 手続 き に従 って、 シス テ ムへ の イ

ン プ ッ トの作 成。

2.シ ス テ ムに よって 実行 され る標 準手 続 きに従 って、 エ ラー 分析 の実

施 。

3.稼 動動 向 か らの、 シ ス テム稼 動 をテ ス トす る ため の"生"デ ー タ の

利 用

4.シ ステ ムの 実行 に基 ず いた 、 プ ログ ラム と手続 き改 善。

5.複 数 の部 門 か らの 多 量 の デ ー タを分 割す る際 の問 題 点 を指 摘す るた

め の 分散 分 析 に使 え る、 正確 な稼 動効 果 推定 値 の確 立。

この フ ェー ズで、 システ ム が"実 世 界"条 件 の下 で作 動可 解 で あ る とい

うこ とを証 明 しなけれ ば な らない。 これ は 平行 して稼動 テ ス トを 実 施 す る

こ とに よって行 う こ とが で きる。 平行 して稼 動 させ る場 合に 、 新 シ ステ ム

と旧 システ ムの両 方 が 、旧 システ ムを と りさ って も安 全 で ある とい うこ と

を示 す 。 充 分 な証 拠 が あ るま で、 特 定 の そ の場 所 、 または 複 数 の場 所 で稼

動 され る。 シス テ ム ・テ ス トの結 果・ 理想 的 な状 況の下 で実行 した 際 に、

そ の シ ステ ムが、 生 デ ー タ で適切 に 作動 あ るこ とを示す 場合 で あ って も、

ト

ち

そ れは実 世界 のほん の 近 似 に しかす ぎ ない。 システ ム ・テス トは 、 ス ケ ジ

ューに 合 わせ ねば な らない とい う制 約 とか 、オ ペ レー ター の特質 と対 立 す

べ きも の では ない 。平 行 した稼 動 は、 稼 動 現場 で の シス テ ムの実 行 能 力 を

評 価 し、 一 方 では 、 稼 動 現場 を システ ムの失 敗 の危 機か ら守 る もの で あ る。

現実 の 状 況 の下 で、 シ ステ ムが い か に作 動 す る か を調査 す る第3の 方法

は、 パ イ ロ ッ ト稼 動 テ ス トで あ る。 これ に は、 システ ムの最 初 の ユ ー ザ ー

と して・1ケ 所2た は 複数 ケ所 の現 場 を とbあ げ る。 ユ ーザ ー と協 同 で得
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た 経験 か ら、 よ り極 端 な分 割 を計 画す る。

シ ス テ ム次第 で、 これ らの手法 を組 み合 わせ て 使 用す る。 これ らの シス

テ ム と本来 の シス テ ムの間 の相 異 が多 きす ぎ るた め、 平 行 した稼動 が で き

ない シス テ ム も あ り うる。 シ ス テム ・テ ス トか ら、 平行 した稼 動 また はパ

イロ ッ ト稼 動 な しで高 い割 合 の 分割 へ 進 む こ とは、"捨 身 で か か る"ア プ

ロ ーチ と して 説 明 され て い る。 この 手法 の 危 険 が 、 いか な る大 規模 な シス

テ ム に とって も、 い か に危 険 な ものか保 証 す るの は困 難 で ある。

2.分 割(CutOVer)の 評 価

実 行 す べ き シス テ ムの能 力 をテ ス トす るた めに 、 何 段 階 か に分 け て テス

トを行 う手法 の 利益 の1つ は 、 分割 の際 に、 シス テ ムが いか に うま く作動

して い るか を正 確 に確認 す るた めの、 有益 な 情報 が 作成 され る とい う こ と

で あ る。 この よ うに、 システ ム ・テ ス ト、 平行 テ ス ト、 パ イ ロ ッ ト ・テ ス

トの全 て が、 主首 よい 分割 をす るの に必要 な情報 に も とず い た 標準 を作成

す べ き で あ る。 分割 の例 は、 フ ァイル移 行 、 イ ン プ ッ トの準備 とそ の エ ラ

ー率、 シ ステ ム、 イン プ ッ ト ・エ ラー率 、 コ ン ピュー タ利用 率 等 で ある。

これ らの領域 の 各 々で の計 画利 用 数字 が、 分割 の各 ス テ ップにつ い て 作成

され得 る し、そ・の ステ ップが達 成 さ れ るにつ れ て、 実 現値 と比 較 す る こと

が で き る。 この ように して、 も し シス テ ムの 運 用 が、 ジ ィオ パ ーデ ィ

(jeopardy)で あ る な らば 、 分 割 過 程 の初 期 の 段階 で発 見 す るこ と

が で き る。
㎡
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第10節 シ ス テ ム 移 動

4

概 要

こ の フ ェ ー ズ で は 、 稼 動 面 で の 要 求 と デ ー タ ・セ ン タ ー の 環 境 か ら の 要 求

が 指 示 す る よ う に 、 シ ス テ ム を 修 正 す る 。 こ の フ ェ ー ズ で は 、 ま た 、 費 用 を

正 当 化 し う る 場 合 に は 、 い つ で も シ ス テ ム の 稼 動 効 率 を 改 善 し よ う と す る 。'

こ の フ ェ ー ズ が 図10-1で 図 表fヒ さ れ 、 さ ら に こ の 節 の 内 容 に 合 わ せ て 詳

し く説 明 す る 。

イ ン プ ッ ト と ア ウ ト プ ヅ ト

シ ス テ ム 開 発 の 他 の フ ェ ー ズ と 違 っ て 、 シ ス テ ム稼 動 は 、 始 め と 終 り を は

っ き り定 義 して い な い 。 そ の イ ン プ ッ トは シ ス テ ム で あ り、 そ の ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン も、 そ の ア ウ トプ ッ ト と 同 じ く シ ス テ ム で あ る 。 ま た そ の イ ン プ

ッ トは 、 ビ ジ ネ ス 条 件 、 技 術 、 マ ネ ジ メ ン ト の 政 策 、 政 府 の 規 制 、 ま た は そ

の 他 の 理 由 に 伴 っ て 、 そ の 形 が 変 る か も知 れ な い 。

下 位 の ス ト ラ ク チ ュ ァ ル ス タ ン ダ ー ド

こ の フ ェ ー ズ で の 適 切 な ス ト ラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ド と は 、 変 更 と シ ス

テ ム 改 善 の 管 理 で あ る 。

1.変 更 の管 理

稼 動 システ ムには 、 保 守 費 用 の ライフ ・サ イクル が あ る。 先ず 第1に 保

守 費用 は2つ の 要素 か らな る。

1.シ ス テ ムか ら不安 定 要 因(ま たは ム シ)を 取b除 く。

2.シ ス テ ム を変 更 条件 また は追 加 要件 に合 せ て変 更 す る。
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一
〇
〇

ー

ス トラクチュアルスタンダ ー ド

A変 更の管理

Bシ ステ ム改 善

●

▼

手 続 き 図 表

変更の要求

仮 の

プログ ラム

の

手 続 きマニュァ

仮 の

プログ ラム

マ 不 ジメ ン ト

の 吟 味

シス テ ム稼 動

仮 の

手続 きマニュア

シ ス ァ ム

アウ トプット

図10-1 フ ェ ー ズMシ ス テ ム 稼 動

目 的

1.ア プ リケー シ ョンや シス テム技 術 の

状況 か らの変更 要求 κ従 って システ ム

を修 正 す る こと。

2.シ ステ ムを より信頼 性 が高 くて効 果

的 に す る努 力 を続 け るむ

責 任

ユ ーザ ー

新 しい 稼動 条件 、 新 しい報告 書 あるい

は改 訂 さ れた 報 告 書、 新 しい価 格政 策

等 に 合 うよ うな 変更 を要 求 す る。

フ一一 タセ ン ター

稼 動効 率 を上げ る こ とに努 力 を集 中す

るo

システ ム 開発

要 求 に 応 じて 仕様 書 を修 正 し、 プ ログ

ラムや 手 続 きを書 きかえ るoす な わ ち

プ ログ ラム メイ ンテ ナン ス

マ ネ ジ メン ト

シス テムの 収 益 性 を評 価 す る。

デ ー タ処 理 の総 コ ス トへ の効果 を評 価

する。
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一 定 期間 後 、不 安 定 要因 が 一 般的 にい って、 シス テ ムか ら取 り除 か れ る。

(決 して完 全 で は ないが)そ して要 件 の変更 が 問題 の基点 とな る。 あ る時

点 に お い て、変 更 要 件 は 、 シス テ ムお よび そ の設 言→概念 が、 本 来 考 え てい

た もの とは異 な る物 理 的環 境 を強引 に 取 り入 れ ようとさせ るた め に、 ます

ます 大 きな もの と な る。 新 しい変 更 が シ ステ ムに導入 され るに つ れ て、 そ

の 変更 は、 訂 正 しなけ れ ば な らない 不安 定要 因 をまた作 り出す 。 これ らの

概 念 を図10-2に 示 す 。

図表 をみ てみ る と、 ある時 点 では、 そ の シ ステ ム を物 理 的 環 境 を よ りよ

く説明 す る他 の シス テ ム と取 り換 え た方 が 効 率的 に な る、 い とい う ことが

解 る。

課 さ ね ば な らな い ス トラク チ ュア ル スタ ンダ ー ドは、 シス テ ムに なさ れ

る変 更 の タイ プ と、 変 更 の 頻度 と、 変 更 の 費用 と を記録 した もの で あ る。

そ して この変 更費 用 は、 シ ス テ ムが、 そ の ライフ ・サ イ クル最 終 の段 階 に

な った とき、 そ の費 用が 明 らか に な る よ うに、 稼 動 費用 と相 互 関 連 づけ ら

れ ね ば な らない。

由

旬

2.シ ス テ ム改善

シス テ ムの技 術 が 未熟 で あ る とい う証拠 の1つ は、 類 似 した プ ロセ ス の

概 念 が利 用 され な い とい う こ とで あ る㌃'≒新 製 品が 工場 で生 産 に入 る場 合に

は、 そ の製 品 は 開発 グル ー プの 手 を離 れ、 工場 技 術者 が、 標 準 製造 費 の も

とでそ の製 品 を 引 きつ ぐと とも に、 製 品 の コ ス トと信頼 性 に対 す る改 善 は

続 け て い く こ とに な る。 この こ とは、 も しチ ー タセ ン ター が 工場 で あ り、

シ ステ ムが製 品 で あ る とす る な らば、 シス テ ム稼 動 費 を削減 し、 そ の信 頼

性 を増 大 す る こ とが 、真 に組 織 の奨 励 要 因 に な るか ら、 デ ー タ ・セ ン ター
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夕

が シス テ ム を保 守 す べ きで あ る。

明 らか に ス トラ ク チ ュア ル ス タンダ ー ドは シス テ ム組 織(理 想的 には デ

ー タセ ン ター)に 於 け る1グ ル ー プに、 シス テ ムが 導入 され た後 で、 シ ス

テ ム を改 善 す るた め に特定 の 責任 を与 え る こ とで あ り、 そ の グル ー プに良

い 仕 事 をす るた め の刺 激 を与 え る こ とで あ る。これを行kう1つ の方法は、改 善

を行 うグル ー プが 、 彼 等 の 改善 努 力 に よ って な され た 節 減額 の何 割 か をデ

ー タセ ン ターに請 求 さ せ る こ とで あ る。 この よ うに してxも し彼 等 が1年

の コン ピ ュー タ時間 で、2.0000ド ル節減 す る とい うシ ステ ム変更 を し

た場 合 には、 そ の何 割 か が 彼等 の も の とな り、残 りの何 割 か が デ ー タ ・セ

ン タ_の も の とな る よ うにす べ き で あ る。 この よ うな計 画 に よ って 、彼 等

は シ ス テ ムを絶 え.ず よ り効 率 的に す る刺 激 を与 え られ る だろ う。

●
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第11節 ス トラ ク チ ュ ア ル ス タ ン ダ ー ドの 設 計

概 念 の要 約

われ わ れ は この本 の中 で 次 の よ うな考 え を開 発 して きた。

1.シ ス テ ム開 発 が 、 ピー ター ・ ドラ ッガ ーの言葉 を借 りれ ば、"知 的 作 業"

で あ る ので、 も と もと困 難 な業務 で あ り、 わ れわ れ は、 高 質 の知 的 作 業 を

妥 当 な費 用 で生 産す る経 験 が浅 い。

2.わ れ わ れが 情 報 シス テ ム開発 と対 比 す るの に最 も よい ものは 、製 品 開 発

の サ イ ク ルで あ る。

3.シ ステ ム開 発 上 、 わ れ わ れ が認 識 す べ きい くつ か の基 本 的 原 理 が ある。

これ らの原理(原 則 として こ こでは 述 べ られ て い る)は 、 開発 サ イ クル に

統 合 さ るべ きで あ る。

4.ス トラクチ ュ アル ス タンダ ー ドは人 々に、 ある 定性 的s定 量 的基 準 が ア

ウ トプ ッ トの質 を保 証 しうる よ うに、 ア ウ トプ ッ トが 充 分 に標 準 化 され て

い る品 質 の高 い 作 業 を考 え 出す よ うにす るた め の 、標 準 モ デ ル で ある。

5.シ ス テ ム開 発 の プ ロセ ス は、 主要 なス トラク チ ュア ル ス タン ダ ー ドま た

は 開 発 シス テ ム のモ デル で あ る。そ れ らはさ らに 細 か いス トラク チ ュアル

ス タン ダ ー ドに分 割 で き る。 これ らの ス トラ ク チ ュア ル ス タンダ ー ド開 発

過 程 を導 び き、 管 理 す る手 段 を提供 す る。 ス トラクチ ュアル ス タ ンダ ー ド

　

を 設 計 す る ガ イ ド ラ イ ン が あ る か ど う か と い う疑 問 が 生 ず る 。

6.こ こ で 開 発 さ れ た ス ト ラ ク チ ュ ァ ル ス タ ンB'一 ー ドは 、 ス ト ラ ク チ ュ ア ル

ス タ ン ダ ー ドの 設 計 へ の 有 益 な ガ イ ドラ イ ン に な り う る 、 一 般 的 範 躊 に 入

る も の で あ る 。 こ れ ら の ガ イ ド ラ イ ン を 以 下 に 説 明 す る 。
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構 造化 特 性 と して の推 定

厳格 に推 定 す る こ とが 開 発過 程 に課 せ られ る場合 は いつ で も、 そ の開 発過

程 が妄 想 か ら ときは なた れ、 より確 固 た る足 がか りを作 っ てい く傾 向 が ある。

コス ト評 価 様 式(図5-3x82～83)は 、 ス トラ クチ ュア ル ス タ ン ダー

ドと して 評 価 案 を使用 した1例 で ある。 同 様 に、 プ ロ トタ イプ ・シ ステ ムの

シミ ュ レー シ ョンは 、 実 際 に役 立 つ シス テ ムに 先 だ って、 有効 性 を評 価 す る

た めK案 出 した もの で あ る。

この本 では検 討 さ れ て い る2・3の 例LLI外 で はふれ てい ない け れ ど も、 評

価 過 程 が提 案 シ ステ ムの全 て の各 々の部分 の コス トをカバ ーす るた めに 、 フ

ェーズ 皿、 フ ェー ズ 田に も同 様 に拡 張 され るべ きで あ る。 例 え ば コア記 憶装

置 の必 要量 、 プ ログ ラ ムの大 きさ、 処理 件 数 、 フ ァ イル 作成 と移行 な どで あ

る。 詳 細 見積 りの開発 では 、"実 現 可 能 な 限 り多 くの代 替案 を考 慮 せ よ"と

い う原 則 を しっか り守 る よ うにす る。 なぜ な ら詳細 見 積 りは、 提案 した代 替

案 を最終 的 に評価 す るた め の、 冷 静 な 論理 的基 礎 を提供 す るか らで あ る。

/

構 造化 特性 と しての 概 要(outline)様 式 の使 用

との本 では ス トラク チ ュア ルス タ ンダ ー ドと して、 概 要 また は 様 式 の使 用

に つ い てい くつ か の例 が 書 い て ある。 実行 可 能性 研究 報 告書 シス テ ム仕 様 報

告書 は 、 概 要 の使 用が い か に して プ ロ ジ ェク トを構 造 化 し うるか を示 して い

る。 同様 に、ADSシ ス テ ムで示 す様 に、 相 互 参照 マ トリ ック スへ の 設 計 デ

ー タ を滅 らす 様 式 の使 用 は・貴 重 な構造 化手 段 で ある。 最近 出版 され た2冊

の本 は 、そ の ほ とん どの ペ ー ジを、 シス テ ム開 発 の構造化 手 段 と して 様 式 と

概 要 を使 用 す るテ ーマ に費 や して い る。

一455_



構造 化 特 性 と して の 図表 の 使用

わ れ わ れ はい くっ か の 図表 形 態 を と りあげ て きた。 開発過 程 を 計画す る ネ

ッ トワ ー ク図表 、 シス テ ム全 体 の デ ー タの流 れ とコ ン トロー ル の流 れ の相 互

関係 を示 す 流れ 図、 そ して プ ログ ラム流 れ 図等 で あ る。 これ らの 事 の全 て に

お い て、 図表 は、 計 画 が行動 の 重要 な部 分 に な る場 合 に、 何 か を行 うた め の

計 画 に ほ か な らな い。 ピー ター ・ ドラ ッガーは、 知 的作 業 に お いて は、 計画

と行 動 は 分 割 す る こ とが で きない 、 と 「断 絶 の時 代 」の中で 指 摘 して い る。

上 記 の 図表 の形態 は 、 この特 性 の優 れ た事例 で あ り、 そ れ らの事例 が なぜ 有

益 な ス トラ クチ ュア ル ス タ ンダー ドで あるか を説 明 してい る。

要 約

私 は、 こ の本 の結果 と して、 システ ム開 発 者 同 志 で、 開発 プ ロセ ス を構 造

fヒす るア イデ アの交 換 が あ り、 わ れ わ れ の仕 事 の よ り困難 な興 味 も あ る分野

で 、 よ り広範 囲 に使 い うる手 法 を構 造 化 した ものが、 実 際 に形 式fヒさ れ た こ

とを期待 す る もの で あ る。

ひ
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附属 資料2

●

プ ロ ジ ェ ク ト ・ラ イ フ ・サ イ ク ル

今

こ れ はSunOilCompany(PhiladelphiaU .S.A)が 自 社 用

に 開 発 し た マ ニ ュ ア ル"ProjectLifeCycle"を 全 訳 した も

の で あ る 。
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,

タ ス ク フ ォ ー ス ・ メ ン バ ー

H.B.デ ィ ー ツ

R.L.・ フ イ ン ク

F.レ ツ シ ュ

J.L.ロ ン グ ッ テ イ ー.

W .A.シ ュ パ イ ツ

T.タ ン ソ ー ル

J.F.ソ ー ン ト ン

E.B.ウ ォ ー ウ ィ ッ ク

R.C.ツ ェ ー ル ク

本 プ ロ ジ ェ ク トの 目 的 は 、我 が 社 のS&C部 門(System&Computersも
Division)な らび に 各OSD部(Organization&SystemDevel卜

mentDepartments)が 種 々 の プ ロ ジ ェ ク トに 取 り組 む 際 に 標 準 と な る ひ

と つ の フ レ ー ム ワ ー ク を 提 供 す る こ と で あ り ま し た 。 こ の よ う な フ レ ー ム ワ

ー ク は
、 プ ロ ジ ェ ク トに 関 与 す る 全 て .の 部 門 間 の 良 好 な 意 思 疎 通 と 協 刀 関 係

の た め に 、 な くて は な ら な い も の で あ り ま す 。

本 プ 。ジ ェク トの 目標 は1依 拠 す べ き標 準 として の 「プ ・ ジ ェク ト ライ

フ サ ィクル」 を関 連部 門 間 の意 思 疎 通 の方 式 と共 に、 新た に設 定 す る こ と

で あ りま した。

プ ロジ ェク トの範 囲 と しては、 「プ ロジ ェク ト ラ イフ サ イクル 」 全 般

に つ い て の定 義 を与 え る こ と、 サ イ クル 内 の各 フ ェー ズ を定 義す る こ と・ お
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よび フ ェー ズ内 で の い くつ か の タス ク を指 示 す る こ とが そ の 内容 として決 定

され ま した。 各 フ ェー ズ を 「如何 に」 行 な うか の 問題 は範 囲外 と して、 現在

進行 中 の別 途 プ ロジ ェク トで取 り扱 わ れ て お りま す。

プ ロジ ェク トを遂 行 す るに あた り、J.P.マ ックー ルが プ ロジ ェク ト

リー ダに任 命 さ れ、 ま たS&D、 本 社OSD、 製 品部 門OSD、 資源開 発 ・

製 造 部 門OSD、 南 西 部 電 算 セ ン タ、 北 東部電 算 セ ンタか らの各代 表 者 に よ

る タス ク フ ォーズ が組 織 され ま した。 各代 表者 は、 「プ ロジ ェク ト ライ フ

サ イクル」 に 関す る、 所 属 部 門 か らの色 々な ア イデ アや考 え方 を提 出 しま し

た。 タス ク フ ォー ス は 「プ ロジ ェク ト ライ フ サ イク ル」 の 草案 を数種 作

成 、 配 布 、検 討、 評 価 し、 内部 の ミー テ ィング で意 見 が一 致 した種 々 の修 正

を これ に加 え る こ と も行 い ま した。

これ らの最終 的 成 果 と して生 まれ た ものが、 この 「プ ロ ジ ェク ト ライ フ

サイ ク ル」 な らび に 「付 録」 で あ り、 「付 録」 には、 「プ ・ ジ ェク ト ライ

フ サ イ ク ル」 の 諸部 分 を明確 化 す るに必 要 なカ・ぎ りの 詳細 が 不 さ れて いま

す。 この プ ロジ ェク トの最 終所 産 は、 タス ク フォー ス の全員 が 検 討 し合 意 し

た もので あ りますo

「プ ロ ジ ェク ト ラ イ フ'サ イクル 」 の オ リエ ンテ ー シ ョン プ ログ ラム

完 了後 、 新 た に着 手 さ れ るプ ロジ ェク トは、 す ぺ て この フ レー ム ワー ク に沿

って 実 施 され るべ き で あ ります。 す で に実 施 中 の プ ロジ ェク トに つ い ては、

オ リエ ン テー シ ョン期 間 中 に、 段階的 に新 しい方 式 に 合 わせて ゆくこ とになる

で しょ う。

この方 式 を生 み 出 す に あ た って発 揮 され た タス ク フ ォ ース メン バー の努

力 に対 して は、 心 か ら感 謝 した い と思 い ます 。 また初 期 の段階 で のD.W.

フ ィ プシ ャー氏 の貢 献 と、D.B.ウ イ リア ムズ嬢 の優 秀 な秘 書 と しての 助
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力 は 、 本 文 書 を 作 成 す る に あ た っ て 、 大 き な 援 助 で あ り ま し た 。

J.P.マ ッ ク ー ル

'

∋

●
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プ ロ ジ ェ ク ト ラ イ フ サ イ ク ル

序 言

「プ ロ ジ ェ ク ト ラ イ フ'サ イ ク ル 」 の 目 的 は 、〆シ ス テ ム 、 コ ン ピ ュ ー タ

部 門(Divilsion)k－ よ び 各 部 門 内 のOSD部(Department)に お け る リ

ソ ー ス の 組 織 な ら び に 運 用 を 改 善 す る こ と で あ る 。

「プ ロ ジ ェ ク ト ラ イ フ サ イ ク ル 」 の 目 標 は 、 上 述 の 各 部 門 が プ ロ ジ ェ ク

トにお い て ユ ーザ を援 助す る場 合 に準拠 す べ き一 連 の フ ェー ズを 明確 に区 別 .

し規定 す る と ころに あ る。 これ らの フ ェー ズは、 プ ロジ ェク トが サ イク ル を'

なす よ うに、 そ して 必要 が あれ ば さ らに そ れ を繰返 す よ うに組 み 立 て られ て

い る。 い くつ か の フ ェー ズ を設 け る こ とに より、 プ ロ'ジェク トの特 定 時点 で、

管 理者 側 が それ ま での 活 動 を点 検 し、 承 認 を与 え る こ とが で き る よ うに な る。

各 フ ェー ズは定 義 され 、 内部 的 な相 関関 係 もここ に示 さ れ る。 「付 録A」 は、

各 フ ェーズ に関す る詳 細 で あ って、 それ ぞ れ の フ ェーズ の意 味す る と ころが

何 で ある か とい う問 に対 す る回 答 に な って い る。

「プ ロ ジ ェク ト ラ イ フ サ イクル」 が取 り扱 う範 囲 には、S&D、 各O

SDそ の他 類 似 部 門 が シス テ ム ア ナ リシス 、 デザ イ ン、 オ ー ガニ ゼー シ ョ

ン ア ナ リシス お よび コ ンサ ルテ ィ ング業 務 に関与 す る際 、 活動 の標準 フ レ

ー ム ワー ク と して これ を適 用 す る場合 の そ の方 法 も含 ん で い る。 「ライ フ

サ イ クル 」の意 図は 、 サ ンオ イル 全社 に 拾け る この種 の プ ・ ジェク トの計 画

と相 互 間の 調整 を助 け る こ とで あ って、 サ イ クル全 体 を通 じて ユー ザ側 の参

加 を予 定 して い る。 「ラ イ フ サ イクル」 は また プ ロ ジ ェク トの所要 時 間、

経 費の報 告 や 複 数 プ ロ ジ ェク トの計 画等 の基 礎 と して利 用 す る こと もで き る。

「プ ロジ ェク ト ラ イ フ サ イク ル」 は、 そ れ 自身 で プ ロ ジ ェク ト コ ン ト

～4～

◆



'

■

?

◎

ロー ル の機 構 とな る こと を意 図す る もの で はな い
。 どの フェー ズに つ い て も、

それ を 「如 何 に」 行 な うかとい う問題 は、 この 「プ ロ ジェク ト ライ フ サ イ

クル」 の な かには 含 まれ ず、 む しろ別 の作 業 の題 材 として取 り扱 わ れ る こ と

に なろ う。

以 下 は 「プ ・ジ ェ ク ト ライ フ サ イ クル」 を適 用 す るに あ た って有 益 と

考 え られ る ガ イ ドライ ンで あ る。

A.プ ロ ジェク トのい くつ か の側 面 の う ちで、 「プ ロジェク ト ライ フ サ

イク ル」 で は取 り扱 われ て い ない もの が あるが、 これ らは、 そ の特 定 プ ロ

ジ ェク トに関与 す る管理 者 が判 断 し決 定 したほ うが ふさわ しい と思わ れ る

性格 の もので ある。 各 フ ェーズ に誰 を割 り当 て るか、 ブ ・ ジェク ト担 当者

間の 報 告 関係 は ど うす るか等 の人事 的 な判 断 が そ の例 と して あげ られ よ う。

B.「 プ ロ ジェク ト計 画点 検(ProjectPlanningReviθsActivity)」

(4-a参 照)は 、 「プ ・ ジ ェク ト ライ フ サ イ クル」 の フ ロー に影 響

を及 ぼす もの で あ る。 ただ し、 プ ロジ ェク トの 規 模 が小 さい場 合 は 、 これ

を省略 して も よい。

C.あ る ひ とつ の フ ェーズ 内 で、 数 個 の タス ク を同時 に行 な う ことは 可能 で

ある。 しか し、1プ ロジ ェク ト内 の数 個 の フ ェー ズ を同 時 に行 な う こ とは

不 可 能 で あ る。

D.「 プ ロ ジェク ト ライ フ サ イ クル」 で重 要 なひ とつ の考 え方 は 柔軟 性

とい う こ とで ある。 本 「ラ イ フ サ イ クル」 は 、 この 「序言 」 でふ れ た部

門 が行 な うすべ て の プ ロジ ェク トに 適用 さ れ る よ う意 図 され て い る。 しか

し、 柔軟 性 とい う考 えの 中に は、 個 々 の フ ェーズ 内 の細 か な タス ク に関 し

ては、 プ ロジ ェク トを管理 す る 側 の裁 量 に一 切 任 され る とい う ことが 含 ま

れ て い る。 小規 模 プ ロジ ェク トの場 合、 い くつ か の フ ェー ズ を きわ め て短
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期 間 に 了え て しま う等 のバ リエ ー シ ョンは 予 め想 定 され てい る。 しか し、

大 規 模 プ ・ジ ェク トに あ って は、 ある フ ェー ズが長 い時 間を 占め、 また本

書 に述 べ る より もは るか に詳 細 な内 部 の計 画 を要 す る こ とに な るか もしれ

な い。 ●

¶
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概 要

●

第1フ ェー ズ 事 前 検討(lnitialInvestigation)

「事 前検 討 フ ェー ズ」 の 目的 は 、 ユー ザ と協 働 し、 次 の フ ェー ズで あ る

「予備 調 査 」 へ 進 む こ とが 妥当 か どうか を決 定 す る こ とで あ る。 事 前検 討 の

内容 は、 プロ ジ ェク トの タ イプに よ って大 き く変 わ って くるが、 時間的 には非

常 に短 い フ ェー ズ で あるべ きで ある。 この フ ェー ズ の最 も重 要 な最 終成果 は、

は た して、 問題 あるい は可 能性 が存 在す るか ど うか 、研 究対 象 と して採 り上

げ るべ きか ど うか に関 す る判断 で あ る。 答 が 「然 り」 で あ る場 合 は 、何 故 、

ま た如何 に 次 の 「予備 調 査 フ ェー ズ」 を実 施 す るの か を明 らか に した調 査 範

囲説 明書(surveyscopePaPθr)、k'よ びそ の た めの作 業 計 画 を作 成 す

る こ とが 望 ま しい。

●

■

第2フ ェーーズ 予備 調査(PreliminarySarvey)

「予 備 調 査 フ ェーズ 」 の 目的 の ひ とつは、 前の フ ェーズ で存 在す る とされ

た 問題 ある いは 可能 性 に対 して 輪 郭 を与 え、 これ を検 討す る こ とに よっ て、

「は た して プ ロジ ェク トが 必要 か 否か」 の ユ ーザ に よる判 断 を助 け る こと で

あ る。 も うひ とつの 目的 は、 いま だ検 討 段階 に あ るプ ・ジ ェク トに対 す る ア

ブ・一チを、 ひ とつ 蛯 はそれ以上織 す る・とであぷ 「予蹴 査」は、

検 討 中 の この プ ロ ジ ェク ト全体 か らす れ ば相 対 的 に短期 の努力 で あ るべ きで

ある。 この フ ェー ズの主 要 な最 終成果 は、 プ ロジ ェク トに対す るい くつ か の

代 替 的 ア ブ ・一 チ、 各 ア プ ロー チ毎 の所要 人 員、 コス ト、 利益 の概 算 見 積 、

推 薦 ア プ ロー チお よび基 本範 囲説 明書(charterscopepaper)で あ ろ

う。 基 本 範 囲説 明 書 では 、 何故 、 ま た如 何 にそ の プ ロジ ェク トを 実 施す べ き
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か が概 括 的 に 提示 さ れ る。 これ らに付 け加 え、 第3フ ェーズ 「計 画」 の た め

の概 略 的作 業 計 画 が 作成 され る。

第5フ ェー ズ 計 画(Plenning)

「計 画」 フ ェー ズ の 目的 は、 第4フ ェーズ の計 画 を詳 細 に立 て、 ま た プn

ジ ェク トの以 降 の部 分 につ いて 全般 的 計画 を作 成す る こ とで あ る。 これ ま で

の説 明 で わか る よ うに、 初期 の ご く概 略 的 な計 画作 業 は、 「予 備 調査 フ ェー

ズ」 で ある程 度 な され てい るが、 この作 業 は、 プ ロ ジ ェク トに対 して承 認 が

与 え られ、 正 式 に それ が存 在 す る よ うに なる ま では最 小 限 にとどめ られ るべき

で あ る。 承 認が 与 え られ る と、 この 「計画 フ ェー ズ」 にお いて 、 「プ ロ ジ ェ

ク ト ライ フ サ イ クル 」 の対 象領 域 が拡 大 され 、 そ の 特定 プ ロジ ェ ク ト内

の各 フ ェー ズ の タス クが規 定 され る よ うにな る。 これ に加 え、 プ ロジ ェク ト

担 当者 の顔 ぶ れ の決定 、詳細 作 業 計 画 の作 成 が行 なわ れ、 プ ロジ ェク トの基

本 範 囲説 明 書 が更 新 さ れ る。.フ ェー ズ の主要 ア ウ トプ ッ トに含 まれ る もの と

して は、 プ ロ ジ ェク トの概 略 的作 業 計 画 と 「研 究 ・分 折 ・予備 設 計 フ ェー ズ」

の 詳細 作 業 計 画 が あ る。

米 こ こで は、S&D部 門や各OSD部 の行 な う事 前検 討 や 予備 調 査 には、

正規 の プ ロジ ェク トに発 展 しな いまま終わるもの もあること が想 定 され てい

る。 とい うのは、 「予備 調査 」 直後 の 点検 の結果 て い くつ か の問 題 あ るい

は可能 性 は、 サン オ イル社 に とっ て当面 ざ して重 要 で な い か、 あ るい は

あま り良い成 果 が 期 待 で きな い とい うこ とに な る可 能性 が あるか らであ る。

第1お よび第2フ ェー ズ で の時 間 と、 費用 を最小 限 に と どめ る こ との意 義

は、 ここにあるわけである。この点 検 作業 は、 「予 備調 査 フ ェー ズ」 と 「計 画

フェ ー ズ」 との間 に 行 な われ る ことに なろ う。 すべ て の予 備 調査 は、 計画
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調 整 の た め 本 社OSDの シ ス テ ム プ ロ ジ ェ ク ト計 画 課(SystemPro_

jectPlanningSection)へ 報 告 さ れ な け れ ば な ら な い 。

●

,

第4フ ェー ズ 研 究 ・調 査 ・予備 設 計(StudyAnalysisandPrelimi-

naryDesign)

本 フ ェー ズ の 目的 は、 問 題 あ る いは可能 性 を研 究 し、妥 当 であれ ば現行 シ

ス テ ム を研 究 し・ 解 決 策 ある いは 新 シス テ ムの要 件 を決定
、 分 析す る こ と、

そ して、 最 終 的 解決 策 に つ いて の予 備 的 設計 作 業 を行 な うこ とで あ る。 フ ェ

ー ズ の ア ウ トプ ッ トは
、 問題 ある いは可 能 性 の明 瞭 な確淀 、 お よび推 薦 さ れ

た予 備設 計 につ いて の意 見 の一致 で あ る。 範 囲 説明 書 お よび作 業 計 画 の 修正

が 必要 に応 じて行 な われ、 「設 計 フ ェー ズ」 の た め の詳細 作業 計 画 が作 成 さ

れ る。

第5フ ェー ズ 設 計(Design)

「設計 フ ェー ズ」 の 目的 は、 問題 を解 決 す るか、 あるいは プ ロ ジ ェク トに

託 され た可 能性 を実 現 す るで あ ろ う方 策 を具体 的 に規 定す る こ とで あ る。 新

しい組 織 、 作 業 方 法 ある いは シス テ ムの た め の仕 様 が全 面的 に設 計、 文 書

化 され て・ 予 備設 計 は 解決 策 の余 す ところ の ない設 計 へ と発 展 させ られ る。

フェー ズ の ア ウ トプ ソ トは、 問題 解決 の方 法 あ るい は プロ ジ ェク トに託 され

た可能 性 実現 の方 法 を指示 す る ため作 成 さ れ た 設計 に対す る確 定 的 合 意 で あ

る。 範 囲 説 明 書 お よび 作業 計 画 の修 正 が 必要 に応 じて行な わ れ、 「開 発 フ ェ

ーズ」 の た めの詳 細作 業 計 画 が作 成 され る
。
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第6フ ェー ズ 開 発(Development)

「開発 フ ェーズ」の 目的は 、 机上 の解 決 策 を現 実化 す るた め に必 要 な い く

つ か のス テ ップ を実 際 に踏 む こ とで あ る。 そ のなか には、 コン ピュー タ 。プ

ロ グ ラ ミン グ、 社 内 の あ る部 分 の ため の組 織 の新 設、ORモ デ ル,1)考 案 、訓

練 プ ログ ラム の作成等 が含 まれ よ う。 フ ェー ズの ア ウ トプ ッ トは・ 全 面 的 に

開発 され、 い っで もテス トお よび 実施 へ 進 め ろ よ うに な って い る解 決 策 で あ

る。 範 囲説 明 書 お よび作 業 計 画 の 修 正 が必 要に応 じて行 なわ れ・ 「テ ス ト

フ ェー ズ」 の た め の詳 細作 業 計 画 が作 成 され る。

¶

第7フ ェー ズ テ ス ト(Test)

「テス ト フェー ズ」 の 目的 は、 開発 作業 の結果 を現 実 的状 況 あ る いは人

工 的状 況 にお いて み て、 は た して これ まで の努 刀 の結 果 が 、 本 当 に問 題 の解

決 とな って い るか、 あ る いは 可能 性 の実現 に向 か って いるか どうかを判 断 す る

こ とで あ る。 この フ ェー ズは、 そ の 特定 プ ロ ジ ェク トの主 題 が何 で あ るか に

よって大 い に違 った もの とな り うる。 フ ェー ズ の ア ウ トプ ッ トは、 全 面的 に

テ ス トされ、 そ の修 正 も含 め て導入 段 階 へ 進 む こ とが で き る よ うに な った解

決 策 も し くは 新 た な作 業 方法 で あ る。 範 囲説 明書 お よび作 業 計画 の修 正 が 必

要 に応 じて行 なわ れ、 「実 施 ・評価 フ ェー ズ」 のた め の詳 細 作 業計 画 が作 成

さ れ る。

第8フ ェー ズ 実施 ・評 価(lrrplementationandEvaluation)

「実 施 ・評価 フ ェー ズ」 の 目的 は、 サ ン オ イル 社 内 で、 プ ロジ ェク トの

成 果 を以 って 問題 を解決 し、 欠 陥 を是 正 し、 可能 性 を活 用 す る こ とで あ る。

これ に加 え、 実 施初 期 の結 果 を評 価 す る こ とに よ り、 解 決 策 ある いは 新作 業
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方 法が 設計 に 際 して意 図 され た こ とを確 実 に実現 す る よ うにす る こ と も 目的

とな る。 フ ェ ーズ の ア ウ トブ プ トは、評 価 の結論 に も とつ く調 整 を加 えた実

際用 の解 決 策 あるい は作 業 方法 で ある。 「事後 監 査 フ ェース」 の ため の詳 細

作業 計 画 が作 成 され る。

■ 第9フ ェー ズ 事 後 監査

「事 後 監査 フ ェー ズ」 の 目的 は、 プ ロ ジェク トの運 営 上、 財 務上 の一 貫 性

な らび に プ ・ ジ ェク トの 成果 た る解 決 策 の効 果 を評定 す る こ とで あ る。 ア ウ

トプ ッ トと しては、 監査 報 告 書 が 作成 され、 これに は 必要 に応 じ、 将 来 にそ

な えて の勧 告 が添 え られ る、
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プ ロ ジ ェ ク ト ラ イ フ サ イ ク ル フ ェ ー ズ ダ イ ア グ ラ ム
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■

プ ロ ジ ェ ク ト ラ イ フ サ イ ク ル

付 録A

各 フ ェ ーズの 主 要 ス テ ップ、 最

終 成果 な らび に ガ イ ドライ ン

,

●

第1フ ェー ズ 事 前 検討

A.主 要 ス テ ソプ

1.ユ ーザ か ら要 請 が寄 せ られ るか、S&D部 門 あるい はOSD部 に対

して最 初 の接 触 が行 な われ る。

2.ユ ー ザ あ るいは 問題 に関与 して いる アナ リス トに よっ て、 事 前 検 討

の要 請 が 正 式 に文書 化 さ れ る。

3・ 問題領 域 を定 義 す るため にふ さ わ しい方 針 を分析す る。

4・ ユ ーザ と 協刀 して 「予 備調 査 」 を行 な うた め の計画 を立 て る。

5・ 調査 範 囲説 明書 を作 成 し、 そ こ に 「予 備 調査 」の 目的 、 目標 、 範 囲、

調 査 方法、 生 み 出す べ き最 終 成 果、 ガ イ ドラ インを規定 す る。

B.最 終成 果

1.「 予 備 調査 」 を開 始すべ きか否 か の決 定。

2.調 査 範 囲説 明 書 。

C.ガ イ ドライ ン

1.「 予 備 調査 」 開 始 の承 認 は、 プ ロジ ェク トの 対 象範 囲 に相 当 す る権

限 を有す る者 が与 え るの でなけ れば な らな い、,これ は、 まず な に より

もユー ザ側 の 責任 事 項 で ある。

2.本 フ ェーズ の 目的 は、 は た して 問題 あ るいは 可能性 が 存在 す るか否

か、 予 備 調査 を行 な うべ きか否 かにつ い て意 見 の一致 を得 る こ とで あ
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って、 問題 を解 決 した り、 問 題 あるいは 可 能性 と取 り組 む 方法 を規 定

した りす る こ とで は ない 。

3.事 前検 討 は特 別 の事 情 の ない か ぎり、1～2週 間 で 終 え るべ き であ

るo

第2フ ェー ズ 予 備 調 査

A.主 要 ス テ ップ

1

2.

3

4.

問題 あるいは可能 性がさ らに突込 んで検討 され、一層詳細 に文書化

さ れ る 。

プ ロジ ェ ク トに取 組 む た め の、1つ または そ れ 以上 の ア プ ロー チの

概 要 が 作 られ る。

各 ア プ ロー チ毎 に、以 下 の点 にっい て の大 ま かな予 測 が 行 な わ れ る。

所要 人 員 の 量 お よび タ イプ

プ ロ ジ ェク トの 全 体 的費 用

予想 さ れ る利 益

全 体 の時 間的 関係 お よび プ ロジ ェク トの ス ク ジ ュール

基 本範 囲説 明書 が作 成 され 、 プ ロジ ェク ト全体 に おけ る以 下 の諸側

面 につ い て述 べ られ る。

目 的

目 標

範 囲

ア プ ロー チ

最 終 成 果

ガ イ.ドライ ン
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,

B .最 終成 果

1.基 本 範 囲説 明 書。

2.よb完 全 な問題 あ るいは可 能 性 の確定 。

3.プ ロ ジェク トに対す る複 数 のア プ ローチ の各 概要 。

4.各 ア プ ロー チ毎 の所 要 人 員、 コス ト、利 益 の概 算 見 積。

5.各 ア プ ロー チ の評 価 、 あ るア プ ローチの推 薦。

6・ 次 の フ ェー ズ、 「計 画 」 の た め の概 略的 計 画 。

C.ガ イ ドラ イ ン

1.し か るぺ き能 力 を備 えた ユ ー ザ側 お よび非 ユーザ 側 双 方 の 職員 か ら

な る タス ク フ ォー スに よっ て この調 査 を行 な って も よい 。

2.プ ロジ ェ ク トは これ か らの もの で あ り、そ れ につ い て の見 積 は 極 く

大 ざ っぱ な もの で あ る こ と、以 後 におけ る研 究 の結 果 に よ って変 更 さ

れ うるも ので ある こ とが了解 され る。

3.予 備 調 査 は、SPP課 の定義 に よって小 規 模 ブ ・ ジ ェ トとさ れ る も

の よ りも長 い時間 を要 す べ きでは ない。 標 準 以 上 に長 期 に わた る予 備

調 査 は停 止 され 、更 に そ れ を細 分す る必要 が あ るか ど うか の評 価 を受

け るべ きで あ る。 検 討 中の 問題 は、 単一 の プ ロジ ェク トで 取 力扱 うに

は大 きす ぎるか も しれ な い とい うこ とで ある。

第3フ ェー ズ 計 画

A.主 要 ス テ ップ

L研 究 ・分 析 ・予 備 設 計 フ ェー ズ のため の人 選 ・配 属 が 完 了 す る。

2.プ ロジ ェクb担 当者 間 の報 告 関係 の形 態 が選 ばれ る。

3.プ ロジ ェ ク ト担 当 者 に対 す るオ リエ ンテ ー シ ョンが 行 なわ れ る。
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4.次 の フ ェー ズの ため の詳細 作 業計 画 、 お よび プ ロジ ェク ト全 体 の概

略 的 計 画 が立 て られ る。

5.プ ロジ ェク トの各種 予 算 が 必要 に応 じて編 成 さ れ る。

6.コ ー ザ側 の経 常予 算 に対す る影 響 が見 積 られ、 必要 が あれ ば調 整 を

とるた めの妥 当 な計画 が立 て られ る。

B最 終成 果

1.プ ロジ ェク トの組 織 構成 お よび人選 。

2.プ ロ ジ ェク ト全 体 の概 略 的作 業 計 画。

3.第4フ ェー ズ の詳細 作 業 計 画。

4.各 種 予算 。

Cガ イ ドラ イ ン

1.「 計 画」 フ ェー ズは 「プ ロジ ェク ト計 画 点検 」 が 終 了 す る以前 に は

実 施 され な い。 これ は、 どの よ うな プ ロジェク トに つい て も、 そ れ が

承 認 され るまで の 出費 をな るだ け抑 え て お くた めで ある、.

2.こ こで行 な われ る全面 的 な計 画 作業 は時 間 を 要 す るもの で ある こ と

が 了 解 され る。 そ れ に加 え、各 フ ェー ズに おい て も計 画作 業 が 行 なわ

れ な けれ ば な らな いた め、長 期 的 計 画 は変更 の余 地 を有 す る もので あ

るo

4

●
・

第4フ ェー ズ 研 究 ・分析 ・調 査

A.主 要 ス テ ップ

1.現 在 の シス テ ム、 組 織 あ るいは 問題 を研 究 し、 これ を文書 化 す る。

(a)管 理 者、 業 務担 当者 そ の他 の職 員 か らデ ー タを収 集す る。

(b)統 計、 文 書類 、手 続 、 フ ァイル お よび報 告 書 の サ ン プル を収 集す
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るo

(c)関 連 文献 そ の他 の情報 源 を点検 す る。

(d)ユ ー ザ と協 力 して、 調査 もれは ない か、結 果 は正 確 か を確 か め る。

2.分 析

(a)L－ ザ の役 に立 つ ため、 ある いは 問題 を解 決 す るため に、 どの よ うな

情 報 が 必要 か を 明 らか にす る。 ここに お いて、 プ ・ ジ ェク ト担 当者 は、

プ ロジ ェク トの 最終 成 果 は 何か に 関す る最 初 の規 定 を与 え る。

(b)上 記2(a)を 達成 す るた め には 何 が必 要か を明 らか にす る。 例 え ばDP

プ ロジ ェ ク トにお い て は、 この作業 は シス テ ム要件 の決 定 と呼 ばれ るか

も知 れ ない。 新 シス テ ムに必要 な インプ ッ トお よび プ ロセス を決 定す る

のは こ の時 点 に お いて で ある。

(c)ス テ ップ2(a)、2(b)の 遂 行 にか か わbの あ る主要 な論 理teよ び方 針 を

評 価 し要 約す る。

(d)2(a)、2(C)の 結果 は 、 ユ ーザ 側管 理 者 と共 に これ を点 検 して、 その正

しさにつ いて 同意 を得 る よ うに しな けれ ば な らな い。

3.予 備 設 計

(a)プ ロジ ェク トをい くつか の部 分に 分割 す る。 この よ うな こ とは、 プ ロ

ジ ェク トが 大 きす ぎて、 全 体 を一 つ の チ ー ムで扱 うの は 無理 だ とい う場

合 必要 に な る で あろ う。 プ ロ ジ ェク ト内 部 での相 互 調整 が欠 如 した り し

'
な い よ う十 分注 意 しな け れば な らな い。

(b)上 記2(a)、'2(b)で 述 べ られ た要件 を 満たす予備的代替案の設 計を行な う。

(c)設 計 され た各 代 替案毎 の コス ト、 利 益、 ス ク ジ ュール を更 新す る。

㈹ あ らゆ る面 か ら見 て、 諸 要 件 を満 た して い る と思 われ る予 備設 計 案 を

選 び 出す 。
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(e)管 理 者 の 点検 と承 認 を受 け るため、 設計 され た諸 代替 案 お よび推

薦案 を提 出す る。 複 数 の 設計 案 を提 出す る理 由は、 管理 者 の側 で、

プ ロジ ェク ト達 成 の難 易 度 と共 に、 追 加的 節 約、 一層 の 弾 力性 、 早

期実 施、 よ り以上 の顧 客 サ ー ビスそ の他 の利 益 を得 るた め、 ど の よ

うな代 償 を払 え る か を判断 で き る よ うにす るた めで あ る。

4.計 画

(a)選 択 され た代替 予 備設 計 案 に もとづ き、 設 計 フ ェー ズ のた め の詳

細 作 業 計 画 が 立て られ な けれ ばな らな い。

(b)プ ロジ ェク トの コス ト;bよ び人員 計 画 は 点検 され、 必 要 に応 じて

変 更 され な けれ ば な らな い。

(c)こ こで の 計画 作 業 の結 果 は、 管 理 者 に 提 出 し、 そ の承 認 を受け な

け れ ば な らない。

B最 終 成 果

1.問 題 の 確 定

2:予 備 設 計 代替 案 、 そ の うちの推 薦案。

3.必 要 に応 じ修 正 さ れ た範 囲説 明書teよ び全 体作 業 計 画。

4.「 設 計 フ ェー ズ」 の詳 細作 業 計 画 。

C.ガ イ ドライ ン

1.い くつ か の プ ロジ ェク トにお いて は、 現 行 シス テ ムの研 究が 要求 さ

れ、 したが って また 、 第4フ ェー ズ、 ス テ ッ プ1の 焦 点は、 新 シ ス テ

ムが満 足 す べ き現存 の諸 要件 の研 究 とい う と ころに置 か れ るか も しれ

ない。 この場 合 の研 究の 結 果 は、 絶 え ず ユ ーザ と点検 し、 そ の正 確性

を確 か め な けれ ば な らない。 この 問題 に関す る決 定 は 「計 画 フ ェー ズ」

期 間 中に な され るべ きで ある。
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2.「 シス テ ム」 とい う言 葉 は 広 い意 味 で 用い られてtsり 、 そ れ は 、組

織上 の シス テ ムで も、DPシ ス テム で も、 ある いは マ ニ ュアル シス

テ ムで もか まわ な い。

3.本 フェー ス の予 備 設 計 に 拾 いて は、 プ ロ ジェ ク トの分 割 が プ ロ ジ ェ

ク ト全 体 を損 うこ とのな い よ う注意 しなけ れ ば な らな い。 分割 は、 細

かす ぎた り、 あ ま り早 く手 をつ け た り しな い よ うにすべ きで あ る。 分

割 が認 め られ るのは、 明 らか に 作業 の大 きな切 れ 目とな ってい る レベ

ル にお いて のみ で あっ て、 全 体 を 分解 さ せ て しま うよ うな もの で あ っ

て はな らな い。

4・ 本 フ ェー ズ全 体 を通 じて ユニ ザ側 の関与 が必要 とされ る。

第5フ ェー ズ 設 計

A.主 要 ス テ プブ

1.前 フ ェー ズ で選択 され た予備 設 計案 に 関 して 明確化 さ れ てい ない点 、

疑 問 点 は徹 底 的 に究 明さ れ なけ れば な らな い。

2.問 題 解決 に必要 な新 組織 、 方 策 あ る い は シス テ ム とは どの よ う な も

のであるかに関する明細を作 り上げる。その なか には・ プ ロジ ェ
.ク トの タ

イプに よっ て以 下 の事 項 が含 まれ よ う。

(a)組 織 問題 の研 究の場 合 に は、 新組 織 の概 念的 表 示

(b)DPプ ロ ジ ェク トの場 合 には、 シス テ ム と各 部の フ ロー の設 計、

シス テ ム、 ファ イル 内容 の決定 、 イン プ ッ ト ア ウ トプ ッ ト フ ォ

ー マ ッ トの設 計、 プ ロセス要 件 の決 定 等

(c)コ ン サ ル タ ン ト的 プ ロジ ェク トの場 合 は、ORモ デ ル あ る い は意

思 決定 用 の 選 択肢 を提 供 す るた め に必要 な ツ一一ル の 明細
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(d)ど の種 の プ ・ジ ェク トの場合 も、 書 式 お よび手 続 の設 計 は 、 プ ロ

ジ ェク トの この 時 点 で規 定 さ れ る細 目に及 ぼ す ことに な ろ う。

3開 発 中の解 決 策 を時期 を遅 らせ て 問題 領 域 に導 入 で き る よ うにす る

た め に必 要 とな る調 整手 段 に対 して、 この時点 で考 慮 を払 ってお くこ

とが 必要 とな るか も しれ な い。 この よ うな例 としては人 事 の調 整、 あ

るい は新 しい フ ァイルが 完 成 した時そ れ を使 って 新 シ ス テ ムのオ ペ レ

ー シ ョンが で き る よ うにす るた めの フ ァ イル コンバ ー ジ ョン の準 備

な どが あげ られ る。

4.必 要 で あれ ば、 解 決 策 の テス ト計 画 を策定 しな け れ ば な らない。

5.導 入toよ び監 査 の予 備 的 計 画 を作 成す る。

6.DPブ ・ ジ ェク トの 場合 、 プ ロ ジ ェク ト担 当者 は 、 この時点 ま で に

八一 ドワ ェア、 ソフ トウ ェアの予 備的 仕 様 を作成 す べ きで あ る。

7.こ の時 ま で に判 明 した事実 に も とつい て、 コス ト、 利 益 な らび に ス

ク ジ ュー ル を更 新す る。

8.こ の時 点 で 開発 フ ェー ズの詳 細 計 画 を立 て る べ きで あ り、 そ れ には、

詳細 作 業 計 画 お よび、 も し必 要 で あれば 、 関係 の あ る範 囲説 明 書 の修

正 が含 まれ て い な けれ ば な らない。 プ ロ ジ ェク トの現 時 点以 降 の部 分

に関 す る計 画 の点 検 も、 こ こに含 まれ てい な ければ な ら ない。

9.「 設 計 フ ェー ス」 の 結果 は、 シス テ ム側 と ユー ザ側 の管 理 者 の点検 、

承 認 お よび サ イン を 受け るた め、報 告書 にま とめ、 これ を提 出 しな け

れ ば な らない。'^

B.最 終 成 果

1.解 決 策 の確 定 的 設 計。

2.テ ス ト計 画(妥 当す る場 合)。
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3.「 導 入」 お よび 「監 査 フ ェー ズ」 のた め の予 備 的計画。

4.ハ ー ド ウェ ア、 ソフ トウェアの予 備 的 仕様 書(妥 当す る場 合)。

5.必 要 に応 じて修 正 され た範 囲説 明書toよ び 全体 作業計 画 。

6「 開 発 フ ェー ズ」 のた め の詳 細 作業 計 画 。

Cガ イ ドライ ン

1.プ ロジ ェク トの最終 的 成 功 の ため に は、他 の フ ェーズ とな らん で本

フ ェーズ 全体 を通 じての ユ ーザ の関与 が極 め て 重要 で あ る こ とを忘 れ

て は な ら ない 。 ユー ザ側 の関 与 が 、た ぶ ん最 も重要 な のは この フ ェー

ズ に 拾 い てで あ る。

2・ 「設 計 フ ェー ス」 の結 果 が提 出され 、そ の 設 計 が受 け 入 れ られ た場

合 、 設 計 の 明細 、仕 様 は凍結 され、 「開発 フ ェーズ 」中 い か な る変 更

も加 え るべ きで はな い。

3.L-一 一ザ な らび に プ ロジ ェク トに関与 す る者 は 誰 で も、 次 の フ ェー ズ

タ

で の シス テ ム仕 様 の変 更 は 、全 プ ロジ ェク トの 再評 価 を要 し、 お そ ら

く全 体 の 費用 に重 大 な影 響 を及 ぼ す で あ ろ うこ と を理 解 して お くべ き

で あ る。

第6フ ェー ズ 開 発

A .主 要 ス テ ッ プ

Lシ ス テ ム ま た は そ の 部 分 の た め 、 な ら び に フ ァ イ ル コ ン バ ー ジ ョ

ン 作 業 の た め のDPに よ る 処 理 方 法 、 あ る い は ラ ン フ ロ ー の 概 要 を

開 発 す る 。

(a)ど の よ う な 機 能 が 各 プ ロ グ ラ ム 内 で 演 じ ら れ る か を決 定 す る 。

(b)各 プ ロ グ ラ ム の イ ン プ ッ ト ア ウ トプ ッ ト レ コ ー ドの 詳 細 レ イ
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ア ウ トを開発 す る。

(c)全 解決 策 中の 各 分 野vateけ るDP八 一 ドワ ェァの具 体 的 使用 形 態 を決

定す る。

(d)『開 発 され たDP解 決 策 の概要 を、 プ ロジ ェク トの管 理者 と共 に点 検す

る0

2.全 シス テ ムお よび フ ァイル コン パ ー シ ・ンの た め の詳細 プ ログ ラ ム仕

様 を開発 す る。

3.特 別 の アプ リク ー シ ョン パ ック ー ジを開発 す る か ど うか、 汎 用 プ ログ

ラ ムを使 うこ とが で き るか ど うか を決 定 す る。

4.プ ロ グ ラ ム テ ス トの ため の具 体 的要 件 を規 定 す る。

5.プ ログ ラ ムの コー デ ィン グ、 デス ク チ ェ ック を行 な う。

6.プ ログ ラ ムの コン パ イル、 テ ス ト、 デバ ッグ、 ドキ ュ メンテ ー シ ョンを

行 な う。'

7.シ ス テ ムの あ る一 部分 を構 成 してい るプ ログ ラム、 相 関関 係 に あ る プ ロ

グ ラムを一 貫性 あ る もの にす る。

8.書 式、手 続 、 コ ン バー シ ョン手 続 を含 む ユー ザ用 マ ニ=ア ル を作成 す る。

9.訓 練 プ ログ ラム を 開発 し実 施 す る。

10.詳 細 設 計 を行 な い、 組 織変 更 を もた らすた めの諸 ス テ ッ プを開発 す る。

11.ユ ー ザ と協 働 し、 ひ とつ の組 織 環境 か ら別 の ものへ転 換 す る ため の テ ク

ニ ック を開発 す る。

12.組 織 変更 の た め必要 な一 切 の手続 を開発 す る。

13.組 織 に 関 す る訓 練 の方 法 、 テ ク ニ ック を開 発 す る。

14.組 織 変 更 のた め 必要 な訓 練 プ ロ グ ラ ムを実 施 す る。

15.範 囲 説 明書k・ よび概 略 作 業 計 画 を点 検 し、 必要 に応 じて変 更 す る。
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16.テ ス ト フ ェ ー ズ の た め の 詳 細 作 業 計 画 を 作 成 す る 。

B .最 終 成 果

1.テ ス トお・よ び 評 価 を 受 け る こ と が で き る よ う に な っ て い る 全 面 的 に

開 発 さ れ た 問 題 の 解 決 策 。

2.訓 練 プ ロ グ ラ ム 。

3・ 新 シ ス テ ム の た め の コ ン バ ー ジ ョ ン 計 画(妥 当 す る 場 合)。

4.然 る べ く 修 正 さ れ た 範 囲 説 明 書 。

5.「 テ ス ト フ ェ ー ズ 」 の た め の 詳 細 作 業 計 画 。

C .ガ イ ド ラ イ ン～
1.EDPプ ・ジ ェク トに おい て は、 新 装 置 を置 く場 所 の 計画 と実 際 の

導入 が、 極 め て 必要 なス テ ップとな るか も しれ ない。 しか し、 このス

テ ップの ラ イフ サ イ ク ル内 の位 置 は、 プ ロ ジ ェク トの特 殊 環 境 に よ

って大 き く違 って くる○ この 問題 は、 計 画 フ ェ ーズで考 えて お き、 遅

くと もこの時 点 まで に は実 行 に移 さ なけれ ば な らない。

2・ この フ ェース に到 達 した時点 では 、何 を なす べ きか が 完 全 に 明瞭 に

な って いな け れ ば な らない し、 設計 の 不必要 な変 更 は避 け な け れば な

らない。 追加 的 な設 計変 更 や そ れ に類 す る 「思 いつ き」 につ い て は、

後 日別 の企 画 にお い て処理 され る こ とにな ろ う。

3・ ガ イ ドラ イ ン2は 、 ビ ジネスの現 実 を無 視 しよ うとい う もの で は な

い。 プ ロ ジェク トの基 本 目的 にか かわ る重 大 な設計変 更 につ い て は、

プ ロジ ェ ク ト内 で と りあ げな け れば な らない。'

4.他 の フ ェー ズ と同様 、本 フ ェー ズ全 体 を通 じてユー ザ側 か らの 関与

は欠 くこ とので きな い もの で あ る。
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第7フ ェー ズ テ ス ト

A.主 要 ス テ ップ

1.テ ス ト デ ー タを準備 す る。

2.DPプ ロジ ェク トの場 合 に は、 シス テ ムあ る いは そ の構 成 部分 の プ

ログ ラム を テス トす る。 他 の タ イ プの プ ロジ ェク トの場 合 は、用 い ら

れ る こ とに な る手 続 あるい は テ ク ニ ック をすべ て テス トす る。.

3.開 発 した もの の なか に特 別 の コ ンバ ー ジ ョン手 続 ある いは コン ピ ェ

一 夕 プ ログ ラ ムが あれ ば、 そ れ らをテス トす る。

4.必 要 な一 切 の手 直 しを行 な い、 適切 な ドキ ュ メン テ ー シ ョンが行 な

われ る よ うにす る。

5.ユ ーーーザ と共 に結 果 を点検 し、 そ れ に も とつ いて正 式 の 承 認、納 得 を

得 る。 』

6.訓 練 を行 な う。

7.次 の 「実 施 評 価 フ ェー ズ」の作 業計 画 を含 む詳 細 計 画 を作 成 す る。

プ ロジ ェク トの範 囲 説 明書 、 コス トを然 るべ く修 正す る。

B.最 終 成果

1.全 面 的 に テ ス トされ 、必 要 な訂 正 を加 え た解決 策 あ る いは 新作 業方

法 。

2.ユ ー ザ に よる解 決 策 の承 認 。
'

3.然 るべ く修 正 さ れ た範 囲説 明書 。

4.「 実 施 評価 フ ェー ズ」 の た め の詳細作 業 計 画 。

C.ガ イ ドライ ン

1.人 工 的、 歴 史 的 あ るい は生 の情 報 を用 いた 色 々な規 模 の テス トが 実

施 され る こ とに な ろ う。
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2.テ ス ト フ ェ ー ズ は 、 プ ロ ジ ェ ク トの タ イ プ 、 そ の 内 部 で の 高 度 性

の 程 度 に よ っ て 相 当 違 っ た も の と な ろ う。 こ の 違 い は 、 どの よ う な こ

と が 必 要 と な る か に つ い て 、 計 画 フ ェ ー ズ で 注 意 深 く検 討 す る こ と に

よ り対 処 す る こ と が で き よ う。

3.こ の フ ェ ー ズ は 、 あ ら ゆ る プ ロ ジ ェ ク ト に 、 何 らか の 形 で あ て は ま

る も の で あ るc

＼ 第8フ ェー ズ 実 施 ・評 価

A.主 要 ス テ ップ

1.最 初 のス テ ップ は部 分的 な実 施、 ある い はパ イ ロッ ト テス トで、

これ に よ り、 いまま で の努 力の成 果が 現 実 の生 の環 境で 使 い もの に な

るか ど うか を確 か め る。 この種 の テス トは 、 プ ロジ ェク トを管 理す る

側 が、 生の 条 件 で テス トしない うち に全面 的 実 施 をす る のは 妥 当 で な

い と考 えた場 合 に行 なわ れ る。

2.可 能 で あ れば 、従 来 の方 式 で業 務 を続 け なが ら、全 面平 行 テス トの

準備 を し、 こ れを実 施 す る。 これ に より、 この重 大 な テス ト ポ イ ン

トで 解決 策 が破 綻 した時 の 「つ っかい 棒」 が与 え られ る。 この種 の テ

ス トは 、 一 定 の状 況 に おいて は採用 で きな いか もしれ ない。

3.上 の結 果 に も とつ い て、 解決 策 あ る いは 新 テ クニ ック、 ま.たは シス

テ ム導入 の全 面的 実 施 、始 動 に対す るユー ザ の承 認 を受 け る。

4.全 プ ロジ ェク トの文 書化 を完 了 す る。.

5・ 一 切 の訓 練 を完 了 す る。

6.も し、 プ ロジ ェク トがDPプ ロ ジェク トで あ った り、 あ るい は 日常

の オ ペ レー シ ョ ンに 関与 す る外 部 のサ ー ビス グルー ブで ある場 合 、
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ス テ ップ1～5の 結 果 は、 そ の グル ー プの 責任 者 の点 検 を受 け、 こ う

して全関 係者 が合 意 した時 、 開 発 され た シス テ ム あ るいは 解決 策 が通

常 の業 務 の ため に採 用 され る。

7.プ ロジ ェク ト実 施 初 期 の結 果 を評価 し、 必要 に応 じて訂正 を行 な う。

8.次 の 「事 後 監査 フ ェー ス」 の た めの詳 細 作業 計 画 を立 て るe

9.旧 シス テ ムが プ ロジ ェク トの成果 に よって置換 え られ る場 合 に は、

新 シス テ ムへ の転 換 を完 了 し、 旧 シス テ ムの使用 を打 切 る。

B.最 終成 果

1.パ イ ロッ ト テ ス トの結 果(妥 当す る場合)。

2.テ ス ト結 果 に対 す るユ ー ザの了 承。

3.完 了 した訓 練。

4.全 面使 用 で きる解 決 策。

5.「 監査 フ ェーズ」 の た め の詳 細作 業 計 画。

Cガ イ ドライ ン

1.い ろい ろな 「思 い つ き」 を プ ロジ ェク トに追 加 し よ う と作 業 を続 け

る こ とは、 特 に こ の フ ェー ズでは 避け なけ れ ば な らな い。 こ うい った

こ とは、 そ れ らが経 済 的 に見 て妥 当 で あれ ば 、別 の プ ロ ジ ェク トが メ

イ ンテ ナ ンス作 業 にお い て行 な うこ とが で きる もの で あ る。

2.こ の フ ェー ズ を通 じ、 ユ ーザ のee与toよ び結 果 の 見 きわ めが特 に重

要 で あ る。

第9フ ェー ズ 事 後監 査

A.主 要 ス テ ップ

1.業 績 監査 、 これ には 以下 の事 項 が含 まれ る。
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逗

一運営 状 態 お よび能 率

一 コス ト

ー利 益

一 ユー ザお よび顧 客の 満 足度

一 保安 お よび バ ックア ップ状況

一 ドキ ュメン テー シ ョン

一 八 ー ドウ ェアの性 能(使 用 して い る場 合)

一手 続 の使 用状 況

2.財 務監 査.こ れ に は以 下 の事 項 が含 まれ る。

一 プ ロジ ェク トの全 体 的 結 果 の一 貫性

一監査 証跡

一正確 性

B最 終 成果

1.監 査 報 告。

2.勧 告 。

Cガ イ ドラ イ ン

1.経 理 あ るいは 財 務 関係 の プ ロジ ェク トに お い て は、 監 査 の ため のテ ク

ニ ック お よび ス タ ッフの使 用 は、 必要 に応 じプ ロ ジ ェク トの 内部 で行 な

わ れ るべ きで あ る。

2.「 事 後 監査 フェー ズ」 を担 当す る者 は 、第1～8フ ェー スに 関与 した

ブ ・ジ ェク ト担 当 者 で あ っては な らない。
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